
公益社団法人弘前青年会議所
長期ビジョン　60周年〜70周年

白神の恵み
お城に桜  美しく

世界に誇れる
安

あ ず

住ましいまち
それが弘前

世界自然遺産白神山地の恵みに生かされた城下町弘前
築城より400年の月日を経て日本人が

愛してやまない桜を誇らしげに咲かせている
その姿に励まされるように私たちの

まちづくりも紡がれてきた
桜はやさしく咲き　桜は潔らかに散る

桜はしたたかに待ち　津軽人の心を写しだす
築城400年の弘前は　桜にこだわりぬいたまち

先人に感謝と敬意を抱き私たちは未来へ約束する
世界に通じるもう一つの心の遺産「弘前城の桜」を

未来永劫に紡ぐことを

The Creed of
Junior Chamber International

We Believe ：
That faith in God gives meaning
and purpose to human life ;
That the brotherhood of man
transcends the sovereignty of nations ;
That economic justice can best be won
by free men through free enterprise ;
That government should be of laws
rather than of men ;
That earth,s great treasure lies in
human personality ; and
That service to humanity is the best
work of life．

JCI MISSION

To provide development opportunities.
that empower young people.

to create positive change.

JCI VISION

To be the leading global network of
young active citizens.

J C 宣 言

日本の青年会議所は
混沌という未知の可能性を切り拓き

個人の自立性と社会の公共性が
生き生きと協和する確かな時代を築くために

率先して行動することを宣言する

綱　　領

われわれJAYCEEは
社会的・国家的・国際的な責任を自覚し
志を同じうする者、相集い、力を合わせ
青年としての英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

東北JC宣言

われわれは
新たな価値を創造する旗手として

尊い「結」の精神を呼び覚まし
かつてない未来を切り拓くことを誓う

※説明文P69参照　　　　
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2014年度　公益社団法人弘前青年会議所

ス ロ ー ガ ン

〜Heart〜
〜青年らしく生き生きと情で生きる〜

基　本　理　念

「地域密着・会員一心」
〜青年として覚悟を一心に、

明るい豊かな未来創造のために、
すべてを信じ今こそ、

我々が住まう弘前の希望となれ！〜

基　本　方　針

地域の未来開発事業の実施
地域の子どもたちの夢開発事業の実施

自立した JAYCEEとして覚悟と決断！研修事業の実施
地域連携活性化事業の検討

会員拡大運動
東日本大震災中長期復興支援の継続
～地域再生プロジェクトの検討～

スローガン 
 

 
〜Heart〜 

～青年らしく生き生きと情で生きる～ 
 
 

基本理念 
 

「地域密着・会員一心」 
～青年として覚悟を一心に、明るい豊かな未来創造のために、 

すべてを信じ今こそ、我々が住まう弘前の希望となれ！〜 
 

基本方針 
 

地域の未来開発事業の実施 
地域の子どもたちの夢開発事業の実施 

自立した JAYCEE として覚悟と決断！研修事業の実施 
地域連携活性化事業の検討 

会員拡大運動 
東日本大震災中長期復興支援の継続 ～地域再生プロジェクトの検討～ 
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公益社団法人　弘前青年会議所

理　事　長　所　信

理事長　佐　藤　　　譲　

〈事業計画〉

１．地域の未来開発事業の実施
２．地域の子どもたちの夢開発事業の実施
３．自立したJAYCEEとして覚悟と決断！研修事業の実施
４．地域連携活性化事業の検討
５．会員拡大運動
６．東日本大震災中長期復興支援の継続 ～地域再生プロジェクトの検討～

〜はじめに〜

　1951 年１月 15 日　弘前青年会議所設立趣旨書
　「事業は青年独自の熱と力を以って経済文化の繁栄と社会一般に貢献し、正義心を涵養

（かんよう）して時代を担う清新（せいしん）なる自覚に生きる。これが我々の運動の原
点である」ついに弘前に情漲る青年の集う団体が誕生した。
　戦後の焼け野原から、地域を再建するという志を持って青年たちが立ち上がり、先行き
の見えない時代に弘前の未来を強く信じることで、「自分が一日休めば日本が一日遅れる」
という強い気概と覚悟を持ち地域の「希望」になったのです。それから尊敬してやまない
先輩諸兄が 63 年もの間、「明るい豊かな社会」の実現に向けて、様々な困難に立ち向かい
ながらも挑戦し続け紡いできた弘前青年会議所運動の「希望」を、今度は震災後の新しい
時代に生きる我々が、次の世代のために気概と覚悟を持って、我々が住まう弘前の新しい

「希望」となり、明るい豊かな社会を創造する責任があります。
　私は、弘前ＪＣに 2006 年に入会しました。創始の志を継承しながら、常に弘前の未来
の為にまっすぐ前を向いて、たまには涙し喧嘩しながらも常に誠実に正面から仲間と議論
をし、先輩を敬い後輩を慕い子どもたちの未来を描くために真っ直ぐで、自らの犠牲を惜
しまず、地域のためにただひたすら仲間と共に手を取り合い走り続ける先輩に出会いまし
た。その先輩の背中を常に追いかけながら、また自分も自分を振り返らず行動してきまし
た。その中で多くの「情」を学ばせていただく機会がありました。何のために、誰の為に
運動しているのか、何故今ここに自分がいるのか、生きているのか。体を張って教えてい
ただきました。これこそが私の財産であり今の私なのです。
　青年会議所は 40 歳で卒業です。それ故に毎年新しい風が入ってきます。組織も単年度
制であるゆえ常に新しい英知も導入されます。しかし設立創始の志は 63 年間一度も変わっ
ていません。変わっているのは時代だけです。
　創始のバトンを今受け継いだ私は、いや全会員は「一心」になり、64 年目の歴史の１
年を創造するのです。１年しかない故に「挑戦」しなければならないのです。創立 60 周
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年に掲げた長期ビジョン、「白神の恵み、お城に桜美しく世界に誇れる、安住ましいまち
それが弘前」これが我々の使命であり責任であるならば、情熱を燃やし笑顔溌剌で基軸を
持った JAYCEE として更なるステージに飛躍し「挑戦」していかなければならない。そ
れこそが青年としての「英知」と「勇気」と「情熱」の証であります。
　過去があるから今がある、今があるから未来がある。今を生きる我々が高い意志を持ち
行動し、そして行動したものだけ得られるかけがえのない経験が必要なのです。この経験
は必ず未来の人生を大きく変えることが出来ると信じております。
　大事な１年１分１秒を大切に、青年会議所の力を信じ自分の可能性を信じ、そして仲間
を信じて、今を生きる我々が「青年らしく生き生きと情で生きる」自分の成長こそが「明
るい豊かな社会」の実現に繋がることを強く信じて、記録ではなく記憶に残る１年にする。
そして、すべてを信じ今こそ未来への「挑戦」！自分への「決断」！ 
　「私は、情漲る我々が描く未来こそが、弘前を輝かせることができると確信しております」

【地域の未来開発事業の実施】

　2010 年度より展開してきた「さくらデザインプロジェクト事業」様々な形でさくらを
キーワードに事業を展開し観光を含め各地に伝播してきた事業、長期ビジョンにあるよう
に弘前が玄関口の「世界自然遺産白神山地」について理解し、遺産としての価値と豊かな
恵みを次代へ紡いでいく責任があります。昨年実施した記念事業との連携も模索しながら
弘前を「さくら色」「白神の風」に染めるくらい地域の未来を磨き輝かせていく壮大なビジョ
ンのもと事業を展開します。地域を愛し地域を信じ、そして次世代に残したい。
　そして、決して忘れてはいけないのは、我々の運動は地域に生活している人々の間に結
ばれた、「強い連帯感と情」に支えられている部分があるからこそ、会員と地域そして弘
前市民に利益をもたらす事が出来るのであり、それこそが公益に資する運動なのです。地
域に根差した信頼される JC であるからこそ出来る運動をしましょう！
さくら色そして白神の風を！我々が「希望」になるのです。

【地域の子どもたちの夢開発事業の実施】

　昔と今の弘前では、まちなみや生活習慣は大きく変化をし、欲しいものがあれば何でも
手に入る世の中になり便利になりましたが、子どもたちを取り巻く様々な環境は整ってい
ないような気がします。心が痛む悲しいニュースが多いこの世の中はどうなってしまった
のでしょうか。今私たちには何が出来るでしょうか。やはり私たち大人が子どもたちの手
本にならなければならないはずです。
　私たち責任世代が犠牲を払ってでも、地域を明るく豊かにするのだ！と云う強い気概と
覚悟が必要であり、明るい豊かな社会の実現のためには、明るい豊かな人間にならなけれ
ばなし得ないし、本気で地域の子ども達を取り巻く環境について真剣に考え学び行動して
いかなければならないはずです。責任世代としての自覚を強く抱き、地域の次の時代を担
う子どもたちに大きな優しい心・夢を育む運動を展開します。そして我々ができることは、
地域の子どもたちに、情と笑顔のやさしさ溢れる花を咲かせる事です。今こそ我々が子ど
もたちの「希望」になるのです。
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【自立した JAYCEEとしての覚悟と決断！研修事業の実施】

　なぜ JC に入会したのでしょうか？会員それぞれ理由があるでしょう。私の場合は、自
分を鍛えたいから入会しました。世間しらずで無口で礼儀も知らない一人の人間でした。
このままではいけないと思い先輩の紹介もあり入会いたしました。
　入会し７年あまりが経ちようやく少しずつですが、成長していると感じております。
せっかくＪＣに入会し、高い年会費を払い時間を使い運動しているのであれば、もっと地
域を担うリーダーとして議論し学び修練していかなければならないはずです。自分の成長
こそが地域と会社に貢献し、内にこもらず社会への貢献を鮮明に打ち出し、常に当事者意
識を持ち、その時その瞬間に悔いを残さないように前進する事が大事であり、ＪＣ運動と
は、魅力的な人間になり運動を起こし、数多くの人間の意識を変えて行く市民意識変革団
体なのです。
　人生において失敗は沢山あります。失敗は成長へと必ず繋がるし、地域のリーダーであ
るならば、道が無いのならば俺が作るのだ！「挑戦」と行動力を発揮することで強いリー
ダーシップを得ることが出来ます。そのためには強い覚悟と「決断」が必要だと思います。
間違ってはいけない一番大事なのは、一番近くにいる家族です。

【地域連携活性化事業の検討】

　一昨年「HIROSAKI コミュニティーミーティング～わげものビジョン～」、昨年は
「HIROSAKI コミュニティミーティング」にて、たくさんの市民の方々よりいただいた課
題について、意見を出し合い議論し共有をしてきました。
　我々は、いただいた弘前の未来の「希望」を、継続していく責任があります。明るい豊
かな弘前の未来創造の為に、弘前の市民の皆様と共に、行政各種団体と連携し今度は実践
行動に移していきたいと思います。小さな運動がまちを変えることができ市民の意識を変
えていく。弘前というまちがより一層活性化していくために率先して我々が行動しなけれ
ばなりません。これこそが公益に資する運動でもあり、市民意識変革団体としての使命で
あります。

【会員拡大運動】

　自分たちの地域の「明るい豊かな社会」の実現に向けて精力的かつ持続的なＪＣ運動を
展開していけるように、メンバー一人ひとりが会員拡大意識の高揚と、その意義、目的を
理解する必要があります。組織としての力をより強固にするためは、地域の未来を創造す
る人を増強し、意識変革団体としての基本運動との想いを伝え、地域において必要とされ
るメンバーを一人でも多く集め、本気で弘前の未来創造へ寄与して行く事であります。そ
れこそが基本運動＝会員拡大運動であります。
　しかし、会員拡大運動とは入れるだけでは駄目です。共に学び共に笑い共に感じ共に共
感できる、地域のリーダーにしなければなりません。
　我々の前進なくして地域の未来はない！そのくらいの覚悟と自覚を持ち、一年間運動し
て参りましょう！私たちは地域の「希望」になるのです。私たちは弘前の未来を描くこと
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が出来るのです！ＪＣのためにＪＣをするのではありません！
　自分一人の力は小さいが、仲間と一緒ならその力は無限です！

【東日本大震災中長期復興支援の継続 〜地域再生プロジェクトの検討〜】

　一昨年に組織した「東日本大震災中長期復興支援プロジェクト」も４年目に入ります。
もう一度被災地の状況を検証し、長期的に考えた地域再生支援をして参ります。我々だか
ら出来る支援、行政レベルでないと出来ない支援様々ありますが、小さなことから歩みを
進めていきます。
　人と人、地域と地域、ＬＯＭとＬＯＭがつながる支援を進めて、被災地の地域再生を検
討します。

【最後に】

　私を今まで優しい愛情で育ててくれた家族と会社、豊かな心で見守ってくれた地域、そ
して何よりも情熱と友情で包んでくれた先輩仲間に、私は恩返ししたい思いで理事長職を
強い「情」を持ちやらせていただきます。
　私の体を流れる真っ赤な愛情と友情と情熱が溢れた血を全会員に注ぎ、「地域密着・会
員一心」～青年として覚悟を一心に、明るい豊かな未来創造のために、すべてを信じ今こ
そ、我々が住まう弘前の希望となれ！～の基本理念のもと、第６４代理事長としての担い
を果たすよう一生懸命やり抜きます。どうか一年間宜しくお願い申し上げます。
　私の一歩ではなく、全会員の一歩を信じます。
　会員一心、真摯な気持ちと、弘前ＪＣの一員である誇りと自覚があれば、お互いを思い
やる結束力に繋がり、自分一人の力は小さいが仲間と一緒ならその力は無限です。涙の数
だけ人間は強くなれます。自信を持って「挑戦」し「決断」しましょう。今こそ我々が「希
望」になるのです。「情」漲る明るい豊かな弘前の未来創造のために。さぁ風を！
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直 前 理 事 長 挨 拶

直前理事長　清　藤　洋　介　

公益社団法人格の担いを背負い、新たな一歩を踏み出してから、本年で３年。
創始のバトンを受け継ぎ、１年という限り或る時間の中で会員と一心となり、挑戦し、
決断する63年目の一歩を踏み出す年となります。
震災後、地域主権＝市民主権時代の到来と共に、私たち青年は混沌という時代を未知の
可能性として切り拓き前進ある地域社会の確立を目指し、地域の未来に明るい希望をもた
らす使命＝志を身にまとい、行政や地域コミュニティーとのつなぎ役として連携と協働か
ら地域の未来を考え、また次代の地域を担う子供たちの夢を育む運動を展開します。これ
からの地域づくりには、地域の全ての人々が連携と協働というつながりあるバランス感覚
の基、まちづくり展開して行かなければなりません。この地域に住まう経済人として、地
域の未来をみつめ、強い使命＝志と、地域の経済、文化や歴史から、私たちのこれから進
むべき方向性を確り見据え、強い影響力を与えることのできるオピニオンリーダーになる
ことが出来れば、それは地域の希望になるはずです。決して失敗を恐れることなく、今の
目の前にある現実を真剣に考え、強い信念を持ちながら変化を生み出し続け、そしてこの
地域と共に歩み続けながら成長することこそが、この地域の活力となり創造する原動力と
なるのです。
この厳しい経済状況は更に勢いを増し、少子高齢化時代を迎え、震災によって人々の価
値観が大きくシフトチェンジし、この数年で公益社団法人弘前青年会議所が担う役割は
益々重さを増しています。
だからこそ私たちJAYCEEが心（情）を持ち、私利私欲を捨て、誠実に地域社会とのつ
ながりを意識しながら、ひたむきに、情熱と笑顔、そして志を持ちながら、世界に誇れる
あずましい故郷創生の為に努力を惜しまず、この地域への誇りを紡いでいく為に、この地
域を担う未来（子供たち）を支えて参ります。
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　 � 副理事長　相　内　英　之

弘前ＪＣに入会して９年目、５回目の役職を預かりま
した。
理事長である佐藤譲君とは同じ歳で知り合ってからの
付き合いも長いのですが、まだまだ私の事をわかってお
りません。佐藤譲君がどういう意図をもって私を副理事
長に任命したかは不明ですが、完全に人選ミスです。ギ
リギリアウト、ギリギリセーフの境目があったら完全に
アウトです。セカンドゴロです。
私は入会してからず～っと弘前ＪＣのあり方、やり方
ともに疑問符がつきまくりで、なんじゃこりゃ～と今も
思いつづけている輩です。
ただ！今も昔も弘前ＪＣメンバーは大好きです^^

前置きが長くなりましたが、そんなＪＣでの役割とか、
ＪＣでの役職とか正直どうでもいいと思ってるわたくし
ですが、佐藤譲君の事はちょっとだけ好きなので一年間
ちょっとだけ頑張ってちょっとだけ褒めてもらおうと
思ってます。

補足ですが今年度ＪＣ運動をする為の自分なりの目
的、目標を勝手に決めてみました。

目的

友達を増やして見識を深め、より豊かな人生をおくる

目標

①初対面のメンバーに自分から話しかける
②なるたけＪＣの会議や例会に行く
③色んな場所と日にちを間違えない
④ランチは東家か叙々苑
⑤卒業式で完全アウトの暴露話はダメダメ

　  副理事長　井　上　信　平

〈事業計画〉

１．地域の子どもたちの夢開発事業の実施
２．ちびっこねぷた事業の継続
３．わんぱく相撲事業の検討

４．新年祝賀会の企画・運営（副）
５．その他

この度、公益社団法人弘前青年会議所�2014年度�副理
事長を仰せつかるにあたり、佐藤理事長の補佐に徹し、
久保委員長の潜在能力を最大限に発揮していただく場作
りを全うして参ります。久保委員長率いるゆめ創造委員
会は、目を輝かせ堂々と夢を語りそれらの実現に向けて
努力する子ども、そして、その子ども達に経験の場を与
え応援することを喜び誇れる大人達をの創造を目的に組
織された委員会です。
小学生の頃に語った夢、中学生の頃に思い描いた将来、
高校生、大学生と時が過ぎていくに従って、私達は何か
を諦め、軌道修正してきたのではないでしょうか。現実
を知り諦めることも時には必要ですが、それが努力を止
める理由になるのは勿体ない。せっかくいただいた素晴
らしい身体で、何か方法があるのではないかと諦めず探
し続けることで、子ども達が輝かしい未来を創造する原
動力に成り得るのではないか。私達はそう考え、夢を発
表する場を作ることにしました。これが子供達の夢開発
事業です。自信を持って夢を語る子ども達。その姿を見
た大人は何を考えるでしょう。過去の自分の夢を振り返
るでしょうか。応援することの大切さに気付くでしょう
か。一生懸命な子ども達の思いが、大人たちにきっと届
くと信じています。ちびっこねぷた事業、わんぱく相撲
事業も同様に、土俵は違いますが、夢に向かって目を輝
かせる子ども達に確かな未来を示し、笑顔で応援し続け
る事業です。私達も勉強を重ね、時代に合ったサポート
の方法を探求し続ける必要があると考えております。
これらの事業を終えた後、自分の思いを伝え自信に溢
れる子どもと、子どもの本当の夢を知り誇りに思い全力
でサポートすることを誓う大人が一人でも多く増えるこ
とを願っております。そして、そんな大人自身も忘れか
けていた夢を再び持ち直し、夢に向かって輝く日が来る
ことを祈っております。

　  副理事長　太　田　厚　仁

〈事業計画〉

１．例会の企画・運営
２．公開討論会の実施
３．地域連携活性化事業の実施
４．新年祝賀会の企画・運営
５．理事長の補佐、担当委員会業務の分担執行

役 員 基 本 方 針
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６．行政機関、関係団体等への折衝並びに応接

戦後の焼け野原から、青年たちが立ち上がり志を持っ
て地域を再建し、弘前もまた60年の時を経て青年会議所
運動を紡ぎ地域を創り上げてきました。しかし2011年3
月11日に東日本大震災が発災しました。戦後から震災後
時代へと変わって3年が経ち、4年目を迎える今だからこ
そ、さらなる明るい未来創造のために、青年としての覚
悟を一心に、すべてを信じ青年らしく生き生きと情で生
き、我々が住まう弘前の「希望」となることが必要です。
まずは、新年度最高のスタートが切れるよう設えを
しっかりとした新年祝賀会を開催し、地域の方々に今年
度の事業・運動をPRします。そして、例会においては
メンバーが逞しく優しい立派なJAYCEEへと成長する
ために、自己啓発などの研修会を開催することで何にで
も挑戦出来る行動力や、どんな境遇にも負けない強い覚
悟と決断力を磨く機会を提供します。さらに、家族や地
域に向けた例会を企画することで、地域貢献や、お世話
になっている家族や友人、メンバー等への感謝の気持ち
を忘れない優しい心を養います。また、出席率向上のた
めにアンケートを実施しニーズを探ります。そして、地
域連携事業においては昨年までの事業で頂いた市民の皆
様からの問題提起、解決案を基に今年度精査し、市民と
共に事業を展開することで弘前の街を市民と共に活性化
して行きます。さらに、4月の市長選に向けて公開討論
会を開催し、立候補予定者の政策や訴え等を公開、討論
出来る場を創ることで市民の市政への関心、選挙の投票
率向上を促します。また、今後の弘前市の将来を任せら
れる最善な市長を選出出来る機会を提供することで市民
の意識を変えていきます。
自信を持って「挑戦」し「決断」することが我々一人
ひとりの成長に繋がり、一人ひとりの成長が仲間や地域
に良い影響を与え、その繋がりにより弘前を輝かせるこ
とができる。その輝きこそが弘前の「希望」となり「情」
漲る明るい豊かな弘前の未来を創造します。

　  副理事長　小山内　隆　一

〈事業計画〉

１．地域の未来開発事業の実施

この我々の住まう弘前は、白神山地によってもたらさ
れたと言っても過言ではない。
2013年度世界自然遺産登録20周年を迎え、白神山地を
理解し、発信することで多くのつながりが生まれた。こ
のつながりをより強固なものとし、共に悩み、考え、支
えあうことが、弘前にあるサクラ、りんご、長年培われ

たものづくりをはじめとする多くの宝を守りぬく礎とな
るはずである。
我々弘前青年会議所が公益社団法人格を取得し、3年
目となる。我々の運動は、地域に住んでいる皆様の信頼
を得るもので無ければならないと考える。これは、我々
だけで解決できる問題ではなく、他団体をはじめとする
多くの市民と手と手を取り合い進める必要がある。地域
に根ざした運動を展開、発信することで地域に公益に足
りえる団体であることを伝播する。
地域間のつながりとこの地域に住まう者同士のつなが
りを我々弘前青年会議所がハブとなり、ワクワクする事
業を展開することで次世代が、誇れる地域を残すことを
使命とし、
2014年度楽しみながら理事長を支えます。

　  副理事長　斉　藤　勇　太

＜事業計画＞
１．東日本大震災中長期復興支援の継続
２．卒業式の企画運営
３．その他

2011年3月11日から早3年経ち、弘前青年会議所として
毎年いろいろな形で支援をしてきました。初年度・人的
支援他（残土だし・炊き出し・募金活動）、2年目・心の
支援（祭りに招待）、3年目・金的支援（現地の物を購入
し、その売り上げを現地に寄付）を行い、その中でも2・
3年目は大槌・釜石を主としてきました。
2014年度の復興支援事業は、いろいろ考える年となる
はずです。復興支援4年目にもなると現地の再生も進み、
支援方法も変わって行きます。まずは現地に赴き、我々
は何が出来るのか、どういった支援が現地では求めてい
るのかを再度検証する事で、地域再生への歩みになるは
ずです。また来年は、地域を絞り、人と人・地域と地域・
LOMとLOMがつながる支援になる様、私が出来うる範
囲で精一杯、委員長・委員会メンバーを纏め上げ、1年
間邁進します。
卒業式では、今日までJC運動に取り組んできた9名の
卒業生を、メンバー・OB一同が新たな旅立ちへの見届
け人となり、今後のご活躍を記念し、思いでになる様な
設えで、送り出して行きたいと思います。
最後に佐藤理事長とは小・中と同じ学校で野球をして
きた仲で、彼がつらい時・悩んだ時少しでも助けられる
様、『闘志無き者は去れ』の精神で頑張ります。
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　  専務理事　小　野　貴　志

〈事業計画〉

１．業務執行理事として、理事長の補佐、担当委員会業
務を分担執行

２．総務財政に関する事務及び事務局の管理

2014年度専務理事を拝命いたしました、小野貴志です。
私自身はこれまでは、主に事業系の委員会に配属されて
きており、事務方の仕事は初めての経験になります。私
自身も不安はありますが、任命して頂いた佐藤理事長に
おいても気がかりの種だと感じております。
しかし、我々50年生組の代表として理事長を担う佐藤
譲理事長を支える一年として、私が率先して重責の職に
就こうと決心しました。佐藤理事長のもと、メンバー一
人一人が「情」を胸に宿し、地域のために邁進していけ
る弘前青年会議所を作り上げて、佐藤理事長の気がかり
の種を一日もはやく一掃したいと思います。
そして、メンバーの活躍を縁の下からしっかりと支え
る事ができる専務理事を目指し、努力して参ります。ま
だまだ未熟ものではありますが、メンバー、諸先輩皆様
のご指導ご鞭撻賜りますようお願い申し上げます。

　  事務局長　野　村　太　郎

2014年度事務局長を拝命しました野村太郎です。
事務局長は理事長、専務理事の補佐そして事務局業務
の円滑な運営を職務としています。通常業務を円滑に遂
行し、弘前青年会議所の2014年度各事業がスムーズに実
行できるようサポートしていく所存です。
事務局業務は上手くいってはじめて意味がある、成果
というものが見えにくい業務であると考えます。それ故、
達成感というものはなかなか味わうことの出来ない立場
であります。しかしながら一方で弘前青年会議所の各事
業を俯瞰できる面白いポジションでもあります。2014年
度はその点を十二分に生かし、各委員会の事業の進捗
状況や困っている点、サポートを必要としている点を把握し
て、先手先手でサポートできるよう業務を遂行していきます。
自分自身細やかな配慮や工夫が決して得意ではない
人間です。しかしながら、一年間事務局長としての任
務を全うすることで自身の弱い点、足りない点をトレー
ニングしていこうと考えます。一年間よろしくお願い
いたします。

　 � 財政局長　三　國　典　央

2014年度、財政局長を務めます三國典央です。
財政局長という名の通り、公益社団法人弘前青年会議
所の財政に関する業務と、専務理事のサポートが主な仕
事になろうかと思います。
2014年度は、理事長を務める佐藤譲君のもと、「情～
Heart～」をスローガンに掲げ1年間活動してまいりま
す。しかしながらその中においても、情に流されず、時
には厳しく、しっかりと運営を行わなければならないい
わゆる「汚れ役、嫌われ役」的な側面も担っていかなけ
ればならないのが財政業務を行う自分の役割ではないか
なと感じております。
公益社団法人の財政運営は、公益目的比率をはじめと
して法的にも様々な規制・ルールがあり、絶対に遵守し
なければなりません。理事長をはじめ会員のみんなが情
を前面に出して全力で活動できるように、時にはイラッ
とされることもあるかもしれませんが、縁の下の力持ち
的な存在になれればと感じております。
2014年度もひとつよろしくお願いいたします。

	 復興支援担当常任理事
　 � 　吉　川　裕　之

〈事業計画〉

１．復興支援事業
２．弘前JCメンバー卒業式

2014年度、復興支援担当常任理事を務めさせて頂きま
す。委員長のサポート役としては今回で３回目の役職と
なります。毎回委員会の事業内容が異なる為、新たな気
持ちで全力に事業へ取り組み、自他共にやって良かった
と思われる事業を展開して参ります。
事業を成功へ導くには、委員長のやる気と委員会内の
結束力が不可欠であると考えます。近年新人メンバーが
委員長を任される傾向にあり、まず第一に事業計画書等
の資料作成や理事会での受け答え等に苦戦を強いられま
す。これらは場をこなす事で慣れていくものですが、最
終的に悩んだ時は〝何の為、誰の為にこの事業をやるの
か〟と考え、奮起してもらえればと思います。次に委員
会について言える事は、委員会に来られなくても委員会
メンバーには事業動向がわかるよう、逐次情報を発信す
る事が大切です。知らないうちに物事が進んでいくと、
人というのは口を出せなくなるものです。携帯端末を使
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い随時連絡を取り合い、2014年度は委員会内の輪を大切
に進めて参ります。
最後に担当常任理事として今まで得た経験を基に、委
員長・委員会メンバーをサポートし、副理事長との連絡
を密に行い、一丸となって事業を行える環境を１年を通
して構築して参ります。

　　　　　　　　MUSUBIME担当常任理事
　  　須　藤　立　也

〈事業計画〉

人と人とを“結ぶ”MUSUBIME事業（会員拡大）
人と社会を“結ぶ”為のMUSUBIME事業（新人研修）
人と街を“結ぶ”MUSUBIMEまんじ札事業

当委員会では、新入会員の獲得を目標とした会員拡大
事業。新人メンバーに対して、青年会議所運動への活発
な参加へとつながる新人研修の開催。この二つの事業は、
今年度に限った事ではなく、毎年のJC運動の基本的な
事業であります。同じ志を持つ者同士が一つの団体に所
属しその ｢力｣ を集結し、思う存分発揮する事が出来る
のがこの青年会議所だと私は思っております。｢仲間は
一人でも多い方がいい｣ これ言うまでもありません。こ
の地域には仲間になるべき人材がまだまだいるはずで
す。その様な人材を必ず探し出し、入会までの結び役を
当委員会では行って参ります。委員会名にある
｢MUSUBIME｣ とは以上の様な想いから委員長が名付
けた物であります。また、弘前青年会議所は地域の発展
を第一に考えている団体であります。当委員会では街・
地域と弘前青年会議所を結ぶ ｢MUSUBIMEまんじ札事
業｣ の開催を考えております。老若男女問わず人が街に
集い、ふれあう魅力を持った事業を委員長と共に開催し
て参りたいと思います。
自身担当常任理事の役目を理解し、委員長が事業に専
念できる環境造りと自身の経験を生かしアドバイスまた
はサポートへ回り、委員長には達成感や感動を味わって
もらえる様、努めて参ります。
最後となりますが、以上の三事業は、全メンバー及び
OBの皆様また様々な方からの力添えがあってこそ初め
て達成し得る事業だと、委員長はじめ当委員会では思っ
ております。どうか ｢知恵とお力｣ をお貸し頂ける様、
一年間よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　ヒロサキノチカラ発信担当常任理事
　 � 　黒　部　能　史

　2014年度ヒロサキノチカラ発信委員会担当常任理事を
仰せつかりました黒部です。佐藤譲理事長の津軽・弘前
への想いを委員長のアイデアで実現すべく共に手を携え
て、よきフォロワーとして進んでいきたいと考えており
ます。我々のヒロサキノチカラ発信委員会では、この地
域の名前を冠していますので、弘前のプライドを持って
事業に当たりたいと考えております。
　今年度は「ヒロサキノチカラ」を弘前だけにとどまら
せず、日本へと発信いたします。弘前といえば「桜」「白
神山地」「りんご」がまず浮かびます。他には「津軽塗」
であったり、「ブナコ」であったり、「刃物」であったり
と…（他にも多数ありますが）。そのすべてのものが今
活き活きとし、日本有数といわれているのはそれを黙々
と支えしてくれた先人のチカラがあればこそ。発信の基
盤を作るには、まず、我々は自分たち弘前の文化を深く
知り、支える事をもっと学ばなければならないのです。
「ヒロサキノモノ」が持つ「ヒロサキノチカラ」を信じて。
　まずは、「芽吹く」という力強さを、「咲く」という美
しさを難病を持つ子どもたちに希望という形で弘前の
「サクラ」を「サクラノチカラプロジェクト」で発信す
る事業を展開します。次に、弘前の持つ文化（創、音、
食）を発展させ、次世代に引き継ぐべく、支え、発信す
る「Cross.S」を展開してまいります。
　その結果、弘前の中が自信と文化であふれ、「チカラ」
となり、市民が心豊かなを送ることが実現できるでしょ
う。そして、そのあふれ出た「チカラ」が外の地域にと
発信され、弘前の魅力となって、弘前を彩ることになる
でしょう。

 ゆめ創造担当常任理事
　  　比　内　理　佑

〈事業計画〉

１．あなたの「ゆめ」を応援しますプロジェクト
２．ちびっ子ねぷたのお通りだい
３．わんぱく相撲

2014年度、ゆめ創造委員会の担当常任理事を務めさせ
ていただきます比内理佑と申します。事業系の常任理事
という役職は初めてですが、2011年度の青少年委員長を
始めとしたこれまでの経験を活かし、久保委員長が目指
している事業をより良いかたちで実施できるよう、陰に
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日向に精進する所存です。
さてゆめ創造委員会では上記事業計画の通り3つの事
業を行います。いずれも次世代を担う青少年の健全なる
育成を目指す、青年会議所らしい事業です。理事会や常
任理事会、委員会等、青年会議所の段取りの中で、久保
委員長がその思いを具現化できるよう、また委員会が委
員みんなで活発に活動できるよう、担当常任理事として
一緒に頑張ります。
まだまだ未熟な身ではございますが、2014年度もどう
ぞよろしくお願いいたします。

� 例会・地域連携担当常任理事
　  　秋　元　駿　一

〈事業計画〉

１．例会の企画運営
２．公開討論会の実施
３．新年祝賀会の企画・運営
４．地域連携活性化事業の実施

例会・地域連携担当常任理事の秋元です。2014年度は
二つの委員会の担当常任理事として初めての中間管理職
となります。委員長の想いを実現させるため、全力でサ
ポートし組織とのパイプ役として各調整に力を注ぎこみ
たいと思っております。例会委員会は工藤委員長か掲げ
る、メンバーが参加する例会をキーとして進めて参りま
す。地域連携委員会は葛西委員長の行動力をサポートし、
他の委員会への働きかけや調整に尽力してまいりたいと
思います。また、太田副理事長と各委員長の意思疎通を
行い、委員会運営をサポートしてまいります。
佐藤理事長の下で少しでもお力になれればと思ってお
ります。よろしくお願いします。

　　　 総務委員会
　  委員長　山　形　昌　弘

〈事業計画〉

１．基本資料・メンバーズリスト・名刺作成
２．アテンダンスポイント集計
３．各種会議運営

2014年度総務委員会委員長務めさせていただきます。
山形昌弘申します。まだ入会５ヵ月目の新人です（11月
現在）委員長という重責と期待に応えるため、一つ一つ

学びながら知識と経験を蓄えてメンバーの活動を支えて
いけるように頑張って行きますのでどうぞよろしくお願
いいたします。
今年度の総務委員会は昨年度の渉外事業が分かれ、総
務一つの委員会ということになりました。総務というこ
とで表に出ることは少なく目立ちませんがJC活動の事
業、運営に円滑に行える為の土台に無くてはならないと
思っております。総務は基本資料・メンバーズリスト・
名刺作成と各種会議運営、アテンダンスポイント集計事
業を行ってまいります。
それぞれ事業系事業に比べると目立ちませんが、弘前
青年会議所の土台として支える事業と捉えています。メ
ンバーの参加率向上は各種事業の成功に大きく関わって
くる要因の一つと考え、アテンダンスポイントをツール
として活用し各事業参加して頂く為に周知して行きたい
と思います。

 広報渉外委員会
　  委員長　大　井　康　敬

〈事業計画〉

１．各種大会参加推進事業計画
２．あおいりんご事業計画

私は昨年の２月に入会したばかりの新人です。未だに
JCというものをよく理解していない私が委員長という
大役をお受けし、正直戸惑ってばかりです。ただ、昨年
は「弘前白神プロモーション委員会」に所属させていた
だき、事業を行うための心構えを先輩方より教えていた
だいたように思います。その教えをもとに今年度はメン
バーのお役に立てるように頑張らせていただきたいと思
います。
私が委員長を務めさせていただく広報渉外委員会に
は、大きく分けて２つの役割があると考えております。
まず１つ目は各種大会等への参加促進です。これは、メ
ンバーが大会への参加や、友好JC・友好都市との交流
を行うにあたり、できるだけ多くのメンバーが参加して
いただけるように促し、メンバーが安心して参加できる
ように行程等の段取りを行うものです。また、より多く
のメンバーに参加していただくために、渉外ニュース等
で大会や運動へ参加していただけるようメンバーの意識
を高めてくように努めたいと考えております。
次にあおいりんごの発行についてですが、今年度は特
別会員とメンバーに送付する会報誌ということになりま
したので、大会や運動の予定・報告を記載するだけでな
く、メンバーが大会や運動に参加したいと思うような内
容にしたいと考えております。また、会員拡大事業でも
使用していただきたいと考えておりますので、ＭＵＳＵ
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ＢＩＭＥ委員会とも協力し、勧誘対象者運動にＪＣの運
動に参加したいと思っていただけるような内容にしてい
きたいと考えております。
以上のような内容が当委員会の役割と考えております
が、どちらにも共通して言えることは、メンバーもしく
は、勧誘対象者に、大会や運動に参加したいと思ってい
ただくことが最も重要であるということです。各種大会
において様々な知識を得ていただき、それを糧に地域の
発展に貢献していただきたいと考えております。
自分がどこまでメンバーの役に立てるかわかりません
が、精一杯頑張らせていただきますので、ご指導をお願
いいたします。

� 復興支援委員会
　 � 委員長　笹　　　淳　志

〈事業計画〉

１．復興支援事業
２．卒業式の企画・運営

2014年度復興支援委員会委員長を務めさせていただき
ます、笹　淳志と申します。入会して、一年未満と経験
が浅く、知識・経験が未熟ではございますが、先輩方の
情熱とメンバーとの友情を自身の力に変え、期待に応え
られるよう努力して参りますので、どうぞ宜しくお願い
致します。
今年度の復興支援事業につきましては、今までの弘前
ＪＣでの支援活動を再認識し、被災地域との「心のキャッ
チボール」をテーマに、今自分達で何ができるか、何を
必要としておられるのかを考え、メンバー一致団結して
取り組んで参りたいと思います。
また、前文にも載せてありますが、「心」を伝える場
を創り東北の明るい豊かな未来を目指した活動を目標に
メンバー共に頑張って参ります。
卒業式の企画につきましては、ご卒業されるメンバー
の方への感謝の気持ちを伝え、今後の活躍を祈念すると
ともに、我々のＪＣ運動を更に発展させる事をご卒業さ
れるメンバーに約束していきたいと思います。
最後に今年度の「復興支援事業」と「卒業式の企画・
運営」に繋がる部分として、「心」を大切に確実な決断
力とメンバーとの結束力で事業を進めて参ります。個人
的には、覚悟と情を持ち、ぶれのないよう頑張って参り
ます。微力ではありますが、弘前青年会議所の運動に貢
献することで、委員長としての職務を全うしていきたい
と思いますので、一年間宜しくお願いいたします。

 MUSUBIME委員会
　  委員長　川　嶋　貴　裕

〈事業計画〉

人と人とを“結ぶ”MUSUBIME事業（会員拡大）
人と社会を“結ぶ”為のMUSUBIME事業（新人研修）
人と街を“結ぶ”MUSUBIMEまんじ札事業

青年会議所運動を行う上で最も必要な人材の確保と、
入会して頂いたメンバーに対して、青年会議所運動を行
う上での基礎知識や歴史、「奉仕」・「友情」・「修練」の精
神を学び得る為の研修事業を行うこと、また地域社会の
活性化、健全な発展に寄与する為にまんじ札事業を行う
ことを目的、役割とし設置された委員会です。
まず、委員会を始める際に委員会名を“MUSUBIME”

（結び目）委員会とさせて頂きました。この“結び目”の
由来は、様々な事柄、例えれば人と人、人と社会、人と
街とを結ぶ”結び目“にこの委員会が、ひいては我々青年
会議所が成れればとの想いでつけさせて頂きました。そ
れでは、それぞれ上記の三つの事業の具体的な取り組み
として、まず人と人とを“結ぶ”MUSUBIME事業（会員
拡大）ですが、前年度からの引き継ぎをして頂き、その
情報を元に新しい人材リストを作成してゆきます。更に、
例会や全体ミーティング活動、OB会などで新しい紹介
情報を頂き、それぞれ紹介して頂いた方々にお会いし入
会へと促してゆくつもりです。今年度の会員拡大事業で
は新規会員拡大もそうですが、途中退会者やあまり事業
等に積極的に参加されない方々へのアプローチも行って
ゆく予定です。人と社会を“結ぶ”MUSUBIME事業（新
人研修）では、諸先輩方からの青年会議所運動の基礎知
識や理念、歴史を学べる講義や、ワークショプを交えた
他のメンバーとの友情を深めるための交流合宿などを予
定しております。最後に、人と街を“結ぶ”MUSUBIME
まんじ札事業ですが、こちらは前年度、前々年度と自身
の店舗でも参加しておりましたが、更に子供の頃にも参
加しまんじ札を集めさせて頂いた想い入れのある事業で
す。事業内容としては、街歩きをして頂き、各店舗へま
んじ札を集めて回って頂くという基本的な内容は変わり
ませんが、今回は是非とも観光客の方々にも集めて回っ
て頂きたいと考えております。その為に、魅力のあるま
んじ札作りをしてゆこうと日々模索しております。
以上の事業により、会員拡大事業においては、地域の
リーダーとなりえるような人物を入会へと導き、力強い
団体への礎を築きます。新人研修事業では、「奉仕」・「友
情」・「修練」を学んで頂くことにより、青年会議所の発
展と地域に貢献する経済人への成長を促します。まんじ
札事業では、世代を問わず市民や観光で訪れた方々が市
内の様々な施設や店舗を訪ねて、弘前の文化や魅力に触
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れてもらうことで、地域社会の活性化や発展に寄与して
頂くことで、笑顔あふれる元気な街、弘前になれる事と
思っております。

	 ヒロサキノチカラ発信委員会
　 � 委員長　齋　藤　拓　靖

〈事業計画〉

１．地域発展に寄与する事業の実施
　　　　　　　　　　（サクラノチカラプロジェクト）
２．地域の未来開発事業の実施（2014年度版Cross.S）

2014年度ヒロサキノチカラ発信委員会委員長を仰せつ
かりました、齋藤拓靖と申します。新人でありながら、
初委員長且つ、事業系の委員会を任せていただいたこと
の重責に、改めて身が引き締まる思いです。失敗を恐れ
ることなく、青年のパワー、弘前のパワーを遺憾無く発
信していけるよう、まだまだ微力ではございますが、粉
骨砕身取り組む所存ですので、何卒よろしくお願い申し
上げます。
2014年度当委員会は2つの大きな事業を担い、運営を
行ってまいります。1つ目は地域発展に寄与する事業と
いたしまして、サクラノチカラプロジェクトを行ってま
いります。現在青森県内で約1,000人、全国では約20万
人の子供たちが難病で苦しみながら、小さな体で必死に
病と闘っており、その家族も自責の念や、孤独感に苛ま
れながらも、子供と一緒になって一生懸命戦っておりま
す。病に有効なのは何も高度医療や良薬ばかりでは無い
と考えます。古より、日本人が心のよりどころとした、『サ
クラ』を見ることで心穏やかにし、明日への希望、困難
に立ち向かう勇気を感じ取っていただき、この事業を行
うことで、弘前が日本に、そして世界に誇る『サクラ』
の可能性に一石を投じたいと考えております。同時に健
常者が改めて、健康で日常を過ごすこと、健康で生まれ
たこと、つまり当たり前であることの『ありがたさ』を
再認識し、『生きる』ことへの道しるべとなるよう取り
組んでまいります。2つ目に2013年度白神山地世界自然
遺産登録20周年を記念して、クラフト・フード・音楽を
融合し、盛大に開催されたCross.Sを継承し、白神の玄
関先である弘前が舞台となって、人と風土が交わり、思
いあふれる事業を行ってまいります。2013年度は若年層
をターゲットに開催されましたが、2014年度は各部門の
プロフェッショナルを招集して、子供から大人まで老若
男女が楽しみ、笑顔あふれ、白神の風を感じ、情あふれ
る、さくら色のまちを創るための一助となる事業にでき
るよう、頑張ってまいります。
最後にこの大きな事業を背負い、進める委員会として、
委員会内の一致団結は勿論のこと、弘前青年会議所全メ

ンバー間の連携を図り、ぶれる事無く、力強くガッチリ
とスクラムを組んで、ともに助け合い、成長できるよう
進めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

	 ゆめ創造委員会
　 � 委員長　久　保　良　太

〈事業計画〉

１．あなたの「ゆめ」を応援しますプロジェクト
２．ちびっ子ねぷたのお通りだい
３．わんぱく相撲
４．新年祝賀会の企画・運営（副）
５．その他

ゆめ創造委員会は、「地域の子どもたちの夢開発事業
の実施」「ちびっ子ねぷた事業の継続」「わんぱく相撲事
業の検討」という青少年の育成を主とした役割がありま
す。地域の次世代を担う希望に満ち溢れた子どもたちが
「ゆめ」を描き、周囲の大人たちが共感・後押しが出来
る環境を創出する事により、本気で「ゆめ」に向かって
努力するというような意識変革に繋がる事を目的と致し
ます。
ちびっ子ねぷた事業では、伝統ある弘前ねぷたまつり
の後継者育成を目的とし地域の保育園等と連携をし、ね
ぷたの運行を行う。また、わんぱく相撲事業では日本の
国技である相撲を通じて礼節や努力そして精神力を鍛え
る事を目的とし地区大会の開催、両国国技館での全国大
会への引率などを行う。最後に、あなたの「ゆめ」を応
援しますプロジェクトでは、思春期であり自分の現実が
見え始めてくるであろう中学2年生を対象とした「ゆめ」
の実態調査（アンケート方式）を行い、「ゆめ」作文を
公募し友人・親御さん・学校の先生の前で発表をする場
を提供して行きます。発表する事によって自らの「ゆめ」
を自覚すると共に周囲と共有し合い、お互いに切磋琢磨
していく環境になると考えます。また、子どもたちの「ゆ
め」を後押しする環境づくりに関しては、見本となるべ
く地域の大人たちの意識を変革していく為に、目的に相
応しい講師を外部よりお招きしての講演会を実施致しま
す。周囲に尊敬し目標とすべき大人がいる環境になって
こそ、次世代を担う子どもたちが本気で「ゆめ」を追い
続ける事が出来るようになると確信し以上の事業を実施
致します。
本事業により子どもたちが「ゆめ」に向かって努力す
る事の大切さ、「ゆめ」を探すことの楽しさなどを実感
して頂き、自分に自信を持ち「やればできる」という自
己肯定感を育成致します。
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	 例会委員会
　 � 委員長　工　藤　順　敬

〈事業計画〉

１．例会の企画、運営
２．公開討論会の実施

当委員会の設置された目的、役割の主たるものは例会
の企画、運営であり、例会を通して何にでも挑戦出来る
行動力や、どんな境遇にも負けない強い覚悟と決断力を
磨いてもらい、更には地域貢献や、お世話になっている
家族や友人、メンバー等への感謝の気持ちを忘れない優
しい心を持った逞しく、優しい立派なJayceeへと成長
出来る機会をメンバーへ与えていきます。
具体的な取り組みとしては、様々な分野で活躍してい
る講師による講話例会や、家族、友人、メンバーへ感謝
の気持ちが表現できる例会を企画していきます。そして、
例会の出席率の向上も促さなければならないので、楽し
く、面白い例会も併せて企画していきます。
次に当委員会の設置された目的、役割として、4月に
行なわれる弘前市長選挙における公開討論会の実施が挙
げられます。市政への関心、選挙の投票率向上を促し、
今後の弘前市の行末を任せられる最善な市長を有権者が
選択出来る機会を与えていきます。
具体的な取り組みとしては、公開討論会を実施し、弘
前市長選挙立候補予定者の政策や訴えを有権者に公開
し、討論出来る場を当会から発信していきます。
これからの地域の未来を支えていく新たな世代の成長
を促し、現在の地域をより良いものへと導いてくれる
リーダー確立へのサポートをしていき、明るい豊かな社
会を実現していきます。

� 地域連携委員会
　 � 委員長　葛　西　豊　喜

〈事業計画〉

１．わげものビジョン、ＨＩＲＯＳＡＫＩコミュニティー
ミーティングの意見を精査

２．精査したものをリストアップし、どの事業を行うべ
きか（もしくはどの問題点を解決すべきか）を公募
（対象：弘前市民及び弘前に来訪したことがある方。
方法：Ｗｅｂ、紙面アンケート）

３．意見を基に、実行する事業を決定

４．事業内容もしくは解決方法を公募
　　（対象：弘前市民及び弘前に来訪したことがある方

方法：Ｗｅｂ、紙面アンケート）
５．事業内容考査・参加者公募（事業内容は持続可能な

解決策を提案できるように善処する）

2012年度わげものビジョン、2013年度HIROSAKIコ
ミュニティーミーティングにて市民の皆様から問題提
起、解決案を伺いました。
我々は市民意識変革団体として、明るい豊かな弘前の
未来創造の為に弘前市民、弘前に来訪したことのある方
の意見を伺いながら、その意見を精査・選別・考査し、
市民の皆様とともに事業化し、小さな運動がまちを変え、
市民の意識を変えていく事を目的とします。
その目的を達成するために、たくさんいただいた「わ
げものビジョン」「ＨＩＲＯＳＡＫＩコミュニティーミー
ティング」の意見をすべて拝見し、すでに別な形で事業
として行われていないか、実現可能な事業か、ある一定
の企業・団体が受益されるものではないか等委員会にて
様々な角度で精査致します。
精査したものをリストアップし、どの事業を行うべき
か（もしくはどの問題点を解決すべきか）を弘前市民及
び弘前に来訪したことがある方を対象として、基本的に
はインターネット上で意見を公募する予定です。
いただいた意見を基に、実行する事業を委員会で決定
し、その事業内容もしくは解決方法を再度弘前市民及び
弘前に来訪したことがある方を対象として、基本的には
インターネット上で意見を公募する予定です。
いただいた意見を基に委員会で事業内容の考査をしま
す（事業内容は持続可能な解決策を提案できるように善
処致します）
その事業の参加者を公募し、市民の皆様とともに事業
を実行してまいりたいと存じます。
これら一連の事業により、市民の皆様、弘前に来訪し
たことがある方に再度弘前の事を考えていただく機会と
なりまた、小さな運動がまちを変え市民の皆様の意識が
変革していく事を信じております。
一年間どうぞよろしくお願い申し上げます。

　  監　事　鎌　田　法　丈

監事とは、法人・団体の保有財産及び理事の業務執行
を監査する機関又は役職であります。公益社団法人と
なった当弘前青年会議所においては２年任期であり、今
年度がその２年目になります。
昨年度は例会、理事会、総会において最後に時間をい
ただき皆さんに姿勢を正してもらい一言挨拶を述べさせ
ていただきました。それとはもうひとつ、青年会議所の
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活動、地域のイベントや全体事業として町ぐるみで参加
している事業など多くにいちメンバーとして参加させて
いただきました。監事という役職に甘んじる事無く、多
くのそういった活動に一緒に参加して、見て感じること
でより多くの気づきを得られました。
今年度も引き続き、弘前JC活動の業務執行を表面的
なものだけではなく、根本にあるより大事なものを見つ
めることができると思います。そして、それを言葉に発
し次世代の青年に繋いでいきたいと思います。

　 � 監　事　三　上　富　裕

昨年同様、今年度も監事としてご承認頂いた三上と申
します。近年、経済不安や国民の政治への不信などで迷
走を続ける日本は東日本大震災からの復興、エネルギー
問題、安全保障問題、領土問題などまだまだ数多くの問
題、課題を抱える国において、我々に必要な事は先送り
することの出来ない問題を真摯に受け止め新しい震災後
の時代を築く為に組織として進化しながら行動していか
なければなりません。その為にはまず人作りとして我々
弘前青年会議所のメンバー１人１人が覚悟と責任を持っ
た行動力のあるJAYCEEになることがなにより必要だ
と感じております。今年度も監事としてこれからの弘前
青年会議所を作る若い世代に先輩たちより受け継がれて
きた大切なことを伝え、共に知恵を振り絞り微力ながら
も弘前青年会議所運動に貢献することで監事としての職
務を全うしていきたいと考えております。一年間どうぞ
よろしくお願いいたします。
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2014年度　公益社団法人弘前青年会議所　職務分掌

★復興支援委員会　委員長
・東日本大震災中長期復興支援の継続
　　　～地域再生プロジェクトの検討～
・卒業式の企画・運営
・その他

★MUSUBIME委員会　委員長
・会員拡大
・新人研修の実施
・まんじ札事業の継続
・その他

★ヒロサキノチカラ発信委員会　委員長
・地域の未来開発事業の実施
・りんご音楽祭事業の実
・その他

★ゆめ創造委員会　委員長
・地域の子どもたちの夢開発事業の実施
　・ちびっこねぷた事業の継続
　・わんぱく相撲事業の検討
　・新年祝賀会の企画・運営（副）
・その他

★例会委員会　委員長
・例会の企画運営
・公開討論会の実施
・新年祝賀会の企画・運営（主）
・その他

★地域連携委員会　委員長
・地域連携活性化事業の実施
・新年祝賀会の企画・運営（主）
・その他の共益事業

★総務委員会　委員長
・各種会議運営（総会・理事会等）
・基本資料作成
・メンバーズリスト・名刺の作成
・アテンダンスポイント集計
・新年祝賀会の企画・運営（補助）
・その他

★広報渉外委員会　委員長
・各種大会総合窓口
・あおいりんごの作成
・姉妹ＪＣ、友好都市の交流
・新年祝賀会の企画・運営（補助）
・その他、広報渉外活動

★事務局長
・事務局運営
・各種関係団体窓口
・HP・FB総合管理
・新年祝賀会の企画・運営（補助）
・専務理事補佐
・総務委員会、広報渉外委員会を統括
・その他

★財政局長
・公認会計士窓口
・外部監査対応
・財政指導
・会費の徴収
・専務理事補佐
・新年祝賀会の企画・運営（補助）
・その他
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2014年度

公益社団法人弘前青年会議所

事　業　計　画
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趣 旨
（意義・目的）

：JC運動の充実を計る上で、メンバーの参
加率向上は不可欠であり、メンバーの参加
状況把握し、各種事業に参加を促すことで、
より質の高いJC運動の展開を目的とする。

内 容
（方法手段）

：・アテンダンスポイント報告書フォーマッ
トを作成し、各委員会へ配布・各委員
会（大会）案内のメール配信の際に、ア
テンダンスポイント集計表を同時に配信
し、出席状況把握のスピードアップを図
る

・委員会（大会）終了後、委員長には速や
かに委員会の出席報告（アテンダンスポ
イント表に記入）を行ってもらう

・低ポイント者を各委員会に通知し、担当
委員会にて出席を促す

財 源：入会金及び会費
● 事業の公益性：チェックポイント事業区分
● 年間スケジュール：・毎月10日を報告書提出期限として、前月

分の集計結果を事務局に提出し、メン
バーに配信

・年間総合獲得ポイント結果を、2015年1
月の通常総会にて発表し、表彰する

● 予 算：¥10,000

広報渉外委員会
１．大会参加促進事業
● 事業番号：他 1
● 事業の内容：会員の資質・親睦向上事業
●職務分掌：各種大会総合窓口
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：「明るい豊かな社会を築き上げる」こと
を目的として掲げる弘前JCメンバーには、
各種大会・セミナーに参加し、多くの知識
を得てもらい、また、他LOMと交流する
ことにより、各地の問題や解決策・取り組
み等を学ぶ意義がある。そこで得た知識・
情報を生かし、今後のJC運動に精力的に
取り組んでもらうために、各種大会に参加
してもらうことを目的とする。

内 容
（方法手段）

：通知方法
メール・FAX・フェイスブック・その他 
配信時期
東北大会以上の遠征が必要な大会は開催
2ヶ月前
その他の大会においても1ヶ月前を原則に
参加案内を配信する

財 源：入会金及び会費

総務委員会

１．各種会議運営
● 事業の内容：会員の資質・親睦向上事業
●職務分掌：各種会議運営（総会・理事会等）
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：定款及び諸規定に則り、会議の運営を円滑
に行う。

内 容
（方法手段）

：通常総会は年3回、通常理事会は月1回、臨
時総会及び臨時理事会については随時定款
に則り開催する。資料は定款に則り迅速に
事前配信等を行う。

● 年間スケジュール： 1 月 通常総会
8 月 通常総会
12月 通常総会
毎月 理事会の開催

● 予 算：¥0

２．基本資料・メンバーズリスト・名刺作成事業
●職務分掌：基本資料・メンバーズリスト・名刺作成
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：JCメンバーとしての運動および認識の共
有に必要なツールとして基本資料・メン
バーズリスト・名刺の作成を行う事で、事
業活動をスムーズに行うことを目的とす
る。

内 容
（方法手段）

：基本資料・メンバーズリスト・名刺の作成
をする。基本資料に関しては必要な原稿を
メンバーに依頼し、完成した基本資料は
HPにアップし公益団体として組織の情報
を公開する。作成したツールは各々のJC
運動に役立てる。

財 源：基本資料、メンバーズリストは管理費　名
刺は自費負担

● 年間スケジュール：10月　原稿依頼
11月　校正作業
12月　校正作業
1月10日　完成
1月15日　新年祝賀会にて配布

● 予 算：¥200,000

３．アテンダンスポイント集計事業
● 事業番号：他 2
● 事業の内容：本会の活動を活発にする事業
●職務分掌：アテンダンスポイントの集計
● 事業概要
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● 年間スケジュール：予定月 主な行事予定
１月 京都会議（京都）
２月 青森ブロック新春名刺交歓会（八戸）
３月 復興創造フォーラム（いわき）
５月 全国城下町シンポジウム（熊本）
６月 ASPAC（山形）
７月 青森ブロック会員大会（十和田）
７月 斜里JC交流（津軽藩士殉難慰霊祭・
  斜里ねぷた）（斜里）
７月 サマーコンファレンス（横浜）
８月 尾島ねぷたまつり（太田市）
９月 東北青年フォーラム（酒田）
10月 全国会員大会（松山）
11月 JCI世界会議（ドイツ）

● 予 算：¥50,000

２．あおいりんご
● 事業番号：他 1
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：あおいりんごは、メンバーや特別会員、関
係協力団体へ、年間の事業・各種大会の予
定や報告等を行う会報であり、他の委員会
で行っている運動等をメンバー全員が把握
し協力し合うためのツールでもある。
本事業では、JCの魅力がより分かりやす
く伝わるような「あおいりんご」を作り、
会員同士の情報共有や、新入会員の勧誘等
に使える優れた会報誌を作ることを目的と
する。

内 容
（方法手段）

：発行回数は年間３～４回
主な内容
・年間の事業や行事 ・新入会員紹介
・各種大会の予定、報告
送付先
・メンバー ・特別会員

財 源：入会金及び会費

● 年間スケジュール：年3回～4回発行
● 予 算：¥200,000

復興支援委員会
１．復興支援事業
● 事業番号：公 2
● 事業の内容：被災地復興支援事業
●職務分掌：東日本大震災中長期復興支援の継続～地域

再生プロジェクトの検討～
● 事業概要

：復興支援
　東日本大震災の支援活動から３年目となり、
徐々に被災地域は復興に進んでいる。東北
（地域）再生の歩みとなるべく本事業は、今
まで継続されてきた支援活動を再認識し、
今後の支援活動が更なる復興へ繋がるよう、
同じ東北の青年として心を一つにし情～
Heart～を被災地域に届け、被災地域との
交流・心のケアとなる場を創り未来の明る
い豊かな東北を目指した、支援活動を目的
とする。

内 容
（方法手段）

：１　復興支援事業の対内外の窓口業務
２　被災地への復興支援
３　大規模災害の窓口業務
４　その他事業に資する業務

財 源：入会金及び会費、その他外部資金
● 事業の種類：障害者若しくは生活困窮者又は事故、災害

若しくは犯罪による被害者の支援を目的と
する事業

別表の号：3　
該当理由：本事業は、東日本大震災の被災地の１日も

早い復興を支援することを目的とする。
● 事業の公益性： チェックポイント

事業区分
チェックポイントに
該当する旨の説明

１.�事業目的（趣旨：
不特定多数でない者の
利益の増進への寄与を
主たる目的に掲げてい
ないかを確認する趣
旨。）

1.�本事業は東日本大震
災の被災地の１日も早
い復興を支援すること
を目的とする。

2．事業の合目的性（趣
旨：事業の内容や手段
が事業目的を実現する
のに適切になっている
かを確認する趣旨。）

ア　受益の機会の公開
（例　受益の機会が一
般に公開されている
か）

ア　本事業は東日本大
震災の被災者一般を対
象としている。また対
象とする被災地は理事
会において決定し、一
般的な広報活動を行う
ため、一般に受益の機
会が開かれている。

イ　事業の質を確保す
る方法（例　専門家が
適切に関与している
か）

イ　被災者のニーズを
把握し効果的な支援活
動を行うため、被災地
の担当者との連絡を密
にし適切な活動を行
う。

ウ　審査・選考の公正
の確保（例　当該事業
が審査・選考を伴う場
合、審査・選考が公正
に行われることになっ
ているか）

ウ　本事業は審査・選
考を行わない。

エ　その他（例　公益
目的として設定した事
業目的と異なり、業界
団体の販売促進、共同
宣伝になっていない
か）

エ　なし

趣 旨
（意義・目的）
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● 年間スケジュール：１月～12月　随時
● 予 算：¥400,000

２．弘前JCメンバー卒業式
● 事業番号：他 1
● 事業の内容：会員の資質向上事業
●職務分掌：卒業式の企画・運営
● 事業概要 卒業式の企画・実施

：これまでＪＣ運動を通して培った友情とい
う財産、修練という経験を手に携えて卒業
されるメンバーの門出を祝い、今後更なる
活躍を祈念する。また我々も卒業生と共に
してきたＪＣ運動をさらに発展させる事を
約束しメンバーが一丸となって行動する決
意の場とする。

内 容
（方法手段）

：40歳を迎え、ご卒業されるJCメンバーの
ために弘前青年会議所卒業式の企画、実施
を行う。

財 源：入会金及び会費、登録料収入

● 年間スケジュール：10月～11月　卒業式企画立案
　　　12月　卒業式実施

●予 算 ¥100,000

　

MUSUBIME委員会
１．人と人とを”結ぶ”MUSUBIME事業
● 事業番号：他 2
● 事業の内容：会員拡大及び研修事業
●職務分掌：会員拡大
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：青年会議所運動が企業や地域へのメリット
であると理解して頂き、地域のリーダーと
なりえるような人物を入会へ導き、力強い
団体への礎を築く。

：・前年度からの引き継ぎを元にリストを作
成する。
・各委員会事業に参加し情報収集を行い、例
会での呼びかけを合わせて勧める。
・新たな会員拡大の為の方法手段を模索する。

財 源：入会金及び会費
● 年間スケジュール：１月　新年祝賀会での情報収集・会員募集活動

２月　会員募集活動
３月　全体でのミーティング　会員募集活動
４月　会員募集活動
５月　会員募集活動
６月　会員募集活動
７月　会員募集活動
８月　会員募集活動
９月　会員募集活動
10月　会員募集活動

趣 旨
（意義・目的）

内 容
（方法手段）

11月　会員募集活動
12月　次年度への引き継ぎ・総括
　　　（年間目標入会数20名）

● 予 算：¥50,000

２．人と社会を”結ぶ”為のMUSUBIME研修事業
● 事業番号：他 2
● 事業の内容：会員拡大及び研修事業
●職務分掌：新人研修の実施
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：新加入会員が入会後に率先して青年会議所
運動を行う一助として研修事業を行い、理
念・知識・精神を学ぶ事を目的とする。

内 容
（方法手段）

：・JCIクリード・JCIミッション・JCIビジョ
ン・JC宣言及び綱領・東北JC宣言を理解し、
理念を修得する。
・年３回程度の研修を通して、青年会議所
メンバーとしての基礎知識や、概念、歴史
を学ぶ。
・「奉仕」・「友情」・「修練」の精神を学び、
そのことを日々の生活や事業活動に生か
し、地域社会への奉仕・貢献を行えるよう
な精神を培う。

財 源：入会金及び会費
● 年間スケジュール：年３回程度の研修及び合宿
● 予 算：¥100,000

３．人と街を”結ぶ”MUSUBIMEまんじ札事業
● 事業番号：公 1
● 事業の内容：地域社会の健全な発展を目的とする事業
●職務分掌：まんじ札事業の継続
● 事業概要

：まんじ札事業を通じ世代を問わず市民や観
光で訪れた方々へ、市内の様々な店舗や施
設を訪ねて弘前の文化や歴史にふれてもら
うことにより、地域社会の活性化や発展に
寄与し、元気な弘前を創造することを目的
とする。

内 容
（方法手段）

：・弘前の様々な施設にまんじ札を配布
・参加施設マップを弘前の様々な場所にへ
設置
・参加施設マップを見ながらまんじ札を探
し、収集してもらう
・全収集者には記念品を贈呈する

財 源：入会金及び会費、その他外部資金
● 事業の種類 地域社会の健全な発展を目的とする事業

別表の号：19
該当理由：本事業は、弘前に住む全世代及び弘前に観

光で訪れた方などを中心に、弘前の文化･
魅力を知り体験できる機会を設ける事によ
り、地域社会の活性化、発展に寄与するこ
とを目的としており、「地域社会の健全な

趣 旨
（意義・目的）
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発展を目的とする事業」に該当する。
● 事業の公益性： チェックポイント

事業区分
チェックポイントに
該当する旨の説明

上記の事業区分に該当
しない場合区分ごとの
チェックポイント

１．事業目的（趣旨：
不特定多数でない者の
利益の増進への寄与を
主たる目的に掲げてい
ないかを確認する趣
旨。）

１．本事業は、世代を
問わずまんじ札を通し
て弘前の魅力、文化に
触れてもらうことで、地
域の文化及び様々な施
設や商業を活性化を促
すことにより、地域の健
全な発展に寄与するこ
とを目的とする。

２．事業の合目的性（趣
旨：事業内容や手段が
事業目的を実現するの
に適切なものになって
いるかを確認する趣
旨。）

ア　受益の機会の公開
（例　受益の機会が、
一般に公開されている
か）

ア　本事業は参加者の
募集を一般的に行い、
また継続されている事
業であることから、受
益の機会は一般的に公
開されている。

イ　事業の質を確保す
るための方策（例　専
門家が適切に関与して
いるか）

イ　2012年度、2013年
度において実施されて
いる事業であること
と、並びに過去に同様
の事業を企画運営した
ものの助言を受けてい
る。

ウ　審査・選考の公正
性の確保（例　当該事
業が審査・選考を伴う
場合、審査・選考が公
正に行われているか）

ウ　本事業は審査・選
考は行わない。

エ　その他（例　公益
目的として設定した事
業目的と異なり、業界
団体の販売促進、共同
宣伝になっていないか）

エ　公益目的以外の目
的設定がなされる余地
はない。

● 年間スケジュール：１月～３月（参加依頼店舗等のリスト化・
その他準備作業）
４月～12月（事業開催予定期間）

● 予 算：¥300,000

ヒロサキノチカラ発信委員会
１．サクラノチカラ　プロジェクト（仮）
● 事業番号：公 1
● 事業の内容：地域発展に寄与する事業
●職務分掌：地域の未来開発事業の実施
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：現在日本国内で約20万人（青森県内でも約
1000人）の子供たちが難病を患い、小さな
体で病と闘っている。その家族も自責の念

にかられ、孤独感に苛まれながらも、必死
になって子供と一緒に病と闘っている。病
は気からといわれ、高度医療や、良薬ばか
りでが治療ではない。古より、日本人が心
のよりどころとした『サクラ』を観る事で
希望を持ち、生きる勇気が湧き上がってく
る。しかし、病を患っている為に『サクラ』
を見る事の出来ない子供達もいる。その子
供たちと、家族に『サクラ』を寄付する事で、

『生きる』事への希望、そして病に立ち向
かう勇気を持ってもらう。また、この事業
を展開する事で『サクラ』の可能性を深化
し、日本に誇る弘前の『サクラノチカラ』
を世界に向けて発信する。

内 容
（方法手段）

：『サクラ』を使ったチャリティー事業を弘
前・県外等で実施し、ボランティア運動を
実施する。チャリティー運動で得た収益と、

『サクラ』を難病を患った子供とその家族
に寄付し、ボランティア運動も実施する事
で、その家族の負担を軽減し、総合的にサ
ポートする。

財 源：入会金及び会費、その他外部資金
● 事業の種類

別表の号：19　地域社会の健全な発展を目的とする事
業

該当理由：事業を展開する事で『サクラ』の可能性を
深化し、日本に誇る弘前の『サクラノチカ
ラ』を通じて、人々に希望、勇気を創出す
ることを目的とするため、本業に該当する
と考える。

● 事業の公益性： チェックポイント
事業区分

チェックポイントに
該当する旨の説明

(8)�キャンペーン、○○
月間

キャンペーン

区分ごとのチェックポイント

①�当該キャンペーン
が不特定多数の者の利
益の増進に寄与するこ
とを主たる目的として
位置付け、適当な方法
で明らかにしている
か。

①本事業は、全国の難病
指定に認定された、不特
定多数の家族に、チャリ
ティー事業で得た、収益
を寄与することで、社会
貢献を目的としている。

②�公益目的として設
定されたテーマを実現
するプログラムになっ
ているか。（例：テー
マで謳っている公益目
的と異なり、業界団体
の販売促進や共同宣伝
になっていないか）

②本事業を行うこと
で、希望を創出する慈
善事業となるため、販
売促進・共同宣伝には
当てはまらない。

③�（要望・提案を行う
場合には、）要望・提案
の内容を公開している
か。

③本事業は要望、提案
は行わない。

● 年間スケジュール：　　　１月　市との調整
２月～３月　桜の枝収集
　　　４月　桜の枝加工
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　　　５月　チャリティー事業
　　　６月　サクラのメッセージ募集
　　　７月　桜の植樹事業
７月～８月　ボランティア事業
10月～12月　報告資料作成

● 予 算：¥500,000

２．ヒロサキノチカラ発信事業（全体事業）
● 事業番号：公 1
● 事業の内容：地域発展に寄与する事業
●職務分掌：りんご音楽祭事業の実施
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：我々の根源は白神にあるととらえ、2013年
度、日本初となる4つの世界自然遺産地域
がつながりを持ち、個々の問題点を共有し
あうことができ、弘前にとって近くて遠い
白神を身近に感じるために食、音楽、もの
づくりをテーマにCross. Sを開催すること
で風土と様々な世代がつながりを持つこと
ができたと感じている。このつながりをさ
らに進化、発展させることでこの地域のみ
ならず地域間においても支えあい、共有す
ることで『ヒロサキノチカラ』を未来へ発
信する。

内 容
（方法手段）

：※環世界自然遺産サミット（仮）
現状の問題点を各世界自然遺産地域と官・
民が共同で話し合いの場を設ける。
※Cross.S（仮）
弘前の適所にて創（創作）・音（音楽）・食（食
育）を融合させ、『ヒロサキノチカラ』を
発信する。
※この２つの事業を全体事業とし、各部会
を設け事業役割を明確にしていく。

財 源：入会金及び会費、その他外部資金
● 事業の種類 児童又は青少年の健全なる育成を目的とす

る事業
別表の号：19　地域社会の健全な発展を目的とする事

業
該当理由：本事業は白神山地を知り、共生していくた

めに弘前や白神山地のめぐみに関連したイ
ベントを開催し、市民とともにプロモー
ションを行い、世界遺産白神山地を取り入
れた『弘前ブランド』を日本全国に発信す
る事業となることから『地域社会の健全な
発展を目的とする事業』とすることが言え
る。

● 事業の公益性： チェックポイント
事業区分

チェックポイントに
該当する旨の説明

（18）上記の事業区分
に該当しない場合

区分ごとのチェックポイント

1.事業目的（趣旨:不特
定多数でない者の利益
の増進へ寄与を主たる
目的に掲げていないか
を確認する趣旨）

1.本事業は、弘前市の
観光客の増加を図るこ
とにより、地域社会の
健全な発展に寄与する
ことを目的としてい
る。

2.事業の合目的性（趣
旨:事業の内容や手段
が事業目的を実現する
のに適切なものになっ
ているかを確認する趣
旨。）

2．

ア　受益の機会の公開
（例　受益の機会が、
一般に開かれている
か）

ア　本事業における受
益者は弘前市民や観光
客などの不特定多数で
あり、入場の制限は特
に設けないことから受
益の機会は一般に開か
れていると言える。

イ　事業の質を確保す
るための方策（例　専
門家が適切に関与して
るか）

イ　白神山地の知識に
ついては勉強会等を開
き技術的な専門家も交
えて行う。

ウ　審査・選考の公正
性の確保（例　当該事
業が審査選考を伴う場
合、審査選考が公正に
行われることとなって
いるか）�

ウ　本事業は審査・選
考を行わない。

エ　その他（例公益的
として設定した事業目
的と異なり、業界団体
の販売促進、共同宣伝
になっていないか）

エ　なし

● 年間スケジュール：適宜に開催　 環自然遺産サミット
９～10月　Cross.S開催

● 予 算：¥1,100,000

ゆめ創造委員会
１．あなたの「ゆめ」を応援しますプロジェクト
● 事業番号：公 2
● 事業の内容：青少年育成事業
●職務分掌：地域の子どもたちの夢開発事業の実施
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：「ゆめ」を実現する為に努力していた小学
生が、成長するにつれ本気で目指すことが
出来ない現状がある。本事業では、次世代
を担う子どもたちが表現を通じて自分の

「ゆめ」や希望を自覚し共有させると共に、
周囲の大人が子どもの「ゆめ」に共感、後
押しする環境を創り、希望に満ち溢れた子
どもたちの自己肯定感を育成する事を目的
とする。

内 容
（方法手段）

：市内の中学2年生より公募した「ゆめ」作
文の発表の場などを提供する。
事業概要に適した講師を招き、講演会を実
施する。
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財 源：入会金及び会費、その他外部資金
● 事業の種類 児童又は青少年の健全なる育成を目的とす

る事業
別表の号：7
該当理由：本事業は「ゆめ」をもった子どもたちが、

表現を通じて「ゆめ」を自覚・共有すると
共に、周囲の大人たちがその「ゆめ」を後
押しする環境を創出する事により次世代を
担う子どもたちの自己肯定感を養う事を目
的としているため、「児童又は青少年の健
全なる育成を目的とする事業」に該当する。

● 事業の公益性： チェックポイント
事業区分

チェックポイントに
該当する旨の説明

（18）上記の事業区分に
該当しない場合

区分ごとのチェックポイント

①事業目的（趣旨：不
特定多数でない者の利
益の増進への寄与を主
たる目的に掲げていな
いかを確認する趣旨。）

①本事業は次世代を担う
子どもたちが「ゆめ」を
自覚・共有し自己肯定感
を育成する事が目的であ
る。

②事業の合目的性（趣
旨：事業の内容や手段
が事業目的を実現する
のに適切なものになっ
ているかを確認する趣
旨。）

②

ア、受益の機会の公開
（例受益の機会が、一
般に開かれているか）

ア、本事業の受益者は
参加する子どもたちで
あり、受益の機会が一
般に開かれている。

イ、事業の質を確保す
るための方策（例専門
家が適切に関与してい
るか）

イ、弘前市教育委員会
の協力を頂きながら事
業運営をする。

ウ、審査・選考の公正
性の確保（例当該事業
が審査・選考を伴う場
合、審査・選考が公正
に行われることとなっ
ているか）

ウ、本事業は審査、選
考を行わない。

エ、その他（例公益目
的として設定した事業
目的と異なり、業界団
体の販売促進、共同宣
伝になっていないか）

エ、なし

● 年間スケジュール：12月～３月　「ゆめ」実態調査（中学生へ
　　　　　　アンケート）
４月～６月　「ゆめ」作文の公募開始
７月～10月　「ゆめ」作文の発表会や講演
　　　　　　会を実施

● 予 算：¥1,100,000

２．ちびっ子ねぷたのお通りだい
● 事業番号：公 2
● 事業の内容：青少年育成事業
●職務分掌：ちびっ子ねぷた事業の継続
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：弘前ねぷたまつりのオープニングイベント
として開催する事により、子どもたちへ思

い出作りの機会を提供するとともに、伝統
ある弘前ねぷたの後継者育成を目的とし行
う。

内 容
（方法手段）

：「ちびっ子ねぷたのお通りだい」の運営

財 源：入会金及び会費
● 事業の種類 児童又は青少年の健全な育成を目的とする

事業
別表の号：7
該当理由：伝統ある弘前ねぷたまつりの後継者を育成

するとともに、仲間や家族と参加した良き
思い出創りを目的としている為、本事業は

「児童又は青少年の健全な育成を目的とす
る事業」に該当する。

● 事業の公益性： チェックポイント
事業区分

チェックポイントに
該当する旨の説明

上記の事業区分に該当
しない場合

区分ごとのチェックポイント

①事業目的（趣旨：不
特定多数でない者の利
益の増進への寄与を主
たる目的に掲げていな
いかを確認する趣旨。）

①本事業は次の時代を
担う子ども達が、ち
びっ子ねぷたを通して
良き思い出づくりを
し、弘前ねぷたの後継
者を育成する事を目的
としている。

②事業の合目的性（趣
旨：事業の内容や手段
が事業目的を実現する
のに適切なものになっ
ているかを確認する趣
旨。）

ア：受益の機会の公開
（例�受益の機会が、一
般に開かれているか）

ア：本事業の直接の受
益者は、本事業に参加
する若い世代の子ども
たちであり受益の機会
が一般に開かれてい
る。

イ：事業の質を確保す
るための方策（例�専
門家が適切に関与して
いるか）

イ：事業運営のバック
アップについてノウハ
ウのある者が関与し、
過去に事業を経験した
者の助言や協力を得て
いる。

ウ：審査・選考の公正
性の確保（例�当該事
業が審査・選考を伴う
場合、審査・選考が公
正に行われることと
なっているか）

ウ：本事業は、審査・
選考を伴わない。

エ：その他（例�公益
目的として設定した事
業目的と異なり、業界
団体の販売促進、共同
宣伝になっていない
か。）

エ：特定の団体や業界
の利益を図るものでは
ない。

● 年間スケジュール：１月～６月　ちびっ子ねぷた実行委員会へ
　　　　　　の出向、準備
　　　２月　第1回目会議（予定）
　　７月末　ちびっ子ねぷたの運行

● 予 算：¥50,000
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３．わんぱく相撲
● 事業番号：公 2
● 事業の内容：青少年育成事業
●職務分掌：わんぱく相撲事業の検討
● 事業概要

趣 旨
（意義・目的）

：わんぱく相撲の歴史と伝統を絶やすことな
く、後世にその誇りを受け継いでいくため
に、国技である相撲を通じ、礼節や努力、
伝統や思いやりといった、将来の社会生活
に必要な精神・知識を学んでもらうことを
目的としてこの事業を行う。

内 容
（方法手段）

：関係諸団体と協議し、わんぱく相撲事業を
運営する。

財 源：入会金及び会費
● 事業の種類 児童又は青少年の健全なる育成を目的とす

る事業
別表の号：7
該当理由：子どもたちがわんぱく相撲を通じ、礼節や

努力、伝統や思いやりといった将来の社会
生活に必要な精神を学ぶ事を目的としてい
る為、本事業は「児童又は青少年の健全な
る育成を目的とする事業」に該当する。

● 事業の公益性： チェックポイント
事業区分

チェックポイントに
該当する旨の説明

（15）競技会 【わんぱく相撲】

区分ごとのチェックポイント

１．当該競技会が不特
定多数の者の利益の増
進に寄与する事を目的
ととして位置づけ、適
当な方法で明らかにし
ているか。

１．本事業は不特定多
数の青少年に相撲を通
じ健全な心身の発達
と、礼節や努力、伝統
や思いやり等将来の社
会生活に必要な特性を
育てる事を目標とし広
く告知している。

２．公益目的として設
定した趣旨に沿った競
技会となっているか。
（例：親睦会のような
活動にとどまっていな
いか）

２．児童又は青少年の
健全な育成を目的とし
た競技会となっている。

３．出場者の選定や競
技会の運営について公
正なルールを定め、公
表しているか。

３．わんぱく相撲大会
の公正なルールを定め
公表している。

● 年間スケジュール：5月～6月　わんぱく相撲地区大会
7月～8月　わんぱく相撲全国大会

● 予 算：¥70,000

例会委員会
１．例会の企画、運営
● 事業番号：他１
● 事業の内容：会員の資質・親睦向上事業
●職務分掌：例会の企画、運営
● 事業概要 例会の企画、運営

趣 旨
（意義・目的）

：何にでも挑戦出来る行動力や、どんな境遇
にも負けない強い覚悟と決断力を磨き、地
域貢献や、お世話になっている家族や友
人、メンバー等への感謝の気持ちを忘れな
い優しい心を養い、逞しく、優しい立派な
JAYCEEへと成長出来る機会をメンバー
へ与える。

内 容
（方法手段）

：研修会等の実施
メンバー等でのディスカッションの実施
地域、メンバー、家族に向けた企画実施
その他(年頭にメンバーへ例会アンケート
の実施等)

財 源：入会金及び会費

● 年間スケジュール：１月　通常総会　　　　　　　　　―
２月　例会の企画、運営　　　例会委員会
３月　例会の企画、運営
　　　　　ゆめ創造、MUSUBIME委員会
４月　例会の企画、運営　　　例会委員会
５月　例会の企画、運営
　　　　　　　　　復興支援、総務委員会
６月　例会の企画、運営　　　例会委員会
７月　例会の企画、運営
　広報渉外、ヒロサキノチカラ発信委員会
８月　通常総会　　　　　　　　　―
９月　例会の企画、運営　　　例会委員会
10月　例会の企画、運営
　　　　　　　　　地域連携、例会委員会
11月　例会の企画、運営　　　例会委員会
12月　通常総会　　　　　　　　　―
※上記担当委員会は案です。
※懇親会はメインタイム担当の委員会が担
当する。

● 予 算：¥600,000

２．弘前市長選挙公開討論会
● 事業番号：公 1
● 事業の内容：地域社会の健全な発展を目的とする事業
●職務分掌：弘前市長選挙公開討論会の企画、運営
● 事業概要 弘前市長選挙公開討論会の企画、運営

趣 旨
（意義・目的）

：弘前市長選挙立候補予定者の政策や訴え等
を公開、討論出来る場を弘前JCから有権
者へ提供し、市政への関心、選挙の投票率
向上を促し、今後の弘前市の将来を任せら
れる最善な市長を有権者が選出出来る機会
を提供する。

内 容
（方法手段）

：①立候補予定者による演説(案)
②事前テーマによる演説と質疑応答(案)
③締めくくりの市民への訴え(案)

財 源：入会金及び会費（案）
● 事業の種類 19

別表の号：地域社会の健全な発展を目的とする事業
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該当理由：当事業は選挙前に立候補予定者毎の政策や
訴えを市民へ向けて発信し、市民はこれを
うけ地域社会の発展に携わる新たな市長を
選考する。新たな市長は地域社会の発展に
寄与するので、当事業は「地域社会の健全
なる発展を目的とする事業」に該当すると
考えられる。

● 事業の公益性： チェックポイント
事業区分

チェックポイントに
該当する旨の説明

上記の事業区分に該当
しない場合

区分ごとのチェックポイント

①事業目的（趣旨：不
特定多数でない者の利
益の増進への寄与を主
たる目的に掲げていな
いかを確認する趣旨。）

①当事業は立候補予定
者が政策や訴え等を公
開で討論する場を与
え、市民の政治への関
心や投票率の向上を促
すことを目的としてい
る。

②事業の合目的性（趣
旨：事業の内容や手段
が事業目的を実現する
のに適切なものになっ
ているかを確認する趣
旨。）

ア、受益の機会の公開
（例受益の機会が、一
般に開かれているか）

ア、当事業は公開で行
なわれるため、受益の
機会が一般に開かれて
いる。

イ：事業の質を確保す
るための方策（例�専
門家が適切に関与して
いるか）

イ、当事業は外部協力
者が関与し、バック
アップを受けながら行
なう。

ウ、審査・選考の公正
性の確保（例当該事業
が審査・選考を伴う場
合、審査・選考が公正
に行われることとなっ
ているか）

ウ、当事業は、審査・
選考を伴わない。

エ、その他（例公益目
的として設定した事業
目的と異なり、業界団
体の販売促進、共同宣
伝になっていないか）

エ、なっていない

● 年間スケジュール：1月　討論会準備
2月　同上
3月　弘前市長選挙公開討論会実施
4月　弘前市長選挙

● 予 算：¥200,000

地域連携委員会
１．わげものビジョン及びHIROSAKIコミュニティー
ミーティングの事業化（仮称）
● 事業番号：公 1
● 事業の内容：地域発展推進事業の実施
●職務分掌：地域連携活性化事業の実施

● 事業概要 2012 年 度 わ げ も の ビ ジ ョ ン、2013 年 度
HIROSAKIコミュニティーミーティング
にて市民の皆様から問題提起、解決案を伺
いました。
我々は市民意識変革団体として、明るい豊
かな弘前の未来創造の為に弘前市民、弘前
に来訪したことのある方の意見を伺いなが
ら、その意見を精査・選別・考査し、市民
の皆様とともに事業化し、小さな運動がま
ちを変え、市民の意識を変えていく事を目
的とします。

趣 旨
（意義・目的）

：

内 容
（方法手段）

：１．わげものビジョン、ＨＩＲＯＳＡＫＩ
コミュニティーミーティングの意見を
精査します。

２．精査したものをリストアップし、どの
事業を行うべきか（もしくはどの問題
点を解決すべきか）を公募します。

　　（対象：弘前市民及び弘前に来訪した
ことががある方。方法：Ｗｅｂ、紙面
アンケート）

３．意見を基に、実行する事業を決定
４．事業内容もしくは解決方法を公募
　　（対象：弘前市民及び弘前に来訪した

ことがある方　方法：Ｗｅｂ、紙面ア
ンケート）

５．事業内容考査（事業内容は持続可能な
解決策を提案できるように善処する）

６．参加者を公募
７．事業実行

財 源：入会金及び会費、助成金等
● 事業の種類

別表の号：19 地域社会の健全な発展を目的とする事
業

該当理由：本事業は、わげものビジョン及びHIROSAKI
コミュニティーミーティングに参加した弘
前市民及び弘前周辺市町村民が提起した、

「弘前市の問題」を解決することを目指し、
意見を精査・選別・考査を弘前市民及び弘
前に来訪したことがある方々に意見を伺い
ながら、青年会議所が解決策を考慮し、そ
の考案した解決策を弘前市民及び弘前周辺
市町村民が一緒に実現することを目的とす
るため、地域社会の健全な発展を目的とす
る事業として該当すると考えます。

● 事業の公益性： チェックポイント
事業区分

チェックポイントに
該当する旨の説明

上記の事業区分に該当
しない場合

区分ごとのチェックポイント
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1.�事業目的（趣旨：不
特定多数でない者の利
益の増進への寄与を主
たる目的に掲げていな
いかを確認する趣旨。）

1.本事業は弘前市民及
び弘前市周辺市町村民
の積極的な活動を支援
するものであり、地域
社会の健全な発展を目
的としている。

2.�事業の合目的性（趣
旨：事業の内容や手段
が事業目的を実現する
のに適切なものになっ
ているかを確認する趣
旨。）

ア　受益の機会の公開
（例受益の機会が、一
般に開かれているか）

ア　本事業の受益者
は、弘前市民及び弘前
市周辺市町村民であ
り、また意見の公募は
弘前市民及び弘前に来
訪したことがある方に
伺うため、一般に開か
れていると考えます。

イ　事業の質を確保す
るための方策（例専門
家が適切に関与してい
るか）

イ　事業化するにあた
り、専門知識が必要な
場合は専門家を実行委
員に入れて活動する。

ウ　審査・選考の公正
性の確保（例当該
事業が審査・選考を伴
う場合、審査・選考
が公正に行われること
となっているか）

ウ　本事業は、審査・
選考を伴わない。

エ　その他（例公益目
的として設定した
事業目的と異なり、業
界団体の販売促
進、共同宣伝になって
いないか）

エ　なし

● 年間スケジュール：１月　精査・実際に事業化可能かどうか等
　　　の検討スタート
２月頃　リストアップ・選別（選別につい
　　　てはＷｅｂ・一部紙面にてアンケー
　　　トを予定）
３月頃　実行する事業を決定・事業内容考
　　　査スタート
４月頃　事業内容の意見を公募（公募方法
はＷｅｂ・一部紙面にてアンケートを予定）
５月頃　事業内容決定
７月頃　参加者募集
10月頃まで　事業実行
（但し、季節性の強い事業等の場合は実施
する時期が前後する場合があります）

● 予 算：¥300,000

２．新年祝賀会の企画・運営
● 事業番号：他 1
● 事業の内容：会員の資質・親睦向上事業
●職務分掌：新年祝賀会の企画・運営
● 事業概要 新年祝賀会の企画・運営

趣 旨
（意義・目的）

：2014年度の全メンバー及び新理事長、新役
員理事をお披露目し、2014年度の方向性を、
周知する事を目的とする。

内 容
（方法手段）

：来賓、特別会員、関係諸団体、JC関係者
を招待し新年祝賀会式典・祝賀会を開催す
る。

財 源：入会金及び会費・登録料収入　等

● 年間スケジュール：【役割分担】
・地域連携・例会委員会
（新年祝賀会式典・祝賀会の統括管理運営）
発送先”リスト”作成、席順原案作成
・ゆめ創造委員会
（新年祝賀会での余興の企画運営）
・総務委員会及び財政局長
・当日の受付金管理運営
・お礼状の発送
・広報渉外委員会
・発送先”案内状”作成発送取りまとめ
【スケジュール】
10月中　案内発送先リスト作成、案内文の
作成
11月中　案内発送先リスト確定、案内文の
確定
11月中　新年祝賀会式典・祝賀会の内容の
選定
12月中　案内状の発送及び出席者の確定
12月中　新年祝賀会式典・祝賀会の内容の
確定及び役割分担、タイムテーブルの確定
12月中　会場との打ち合わせ及び備品リス
ト等の確認
1月上旬　会場と最終打ち合わせ
1月上旬　新年祝賀会最終審議
1月15日　新年祝賀会開催
１月中　お礼状の発送

● 予 算：¥700,000



2014年度

公益社団法人弘前青年会議所

予　算　書　類
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 正味財産増減１次修正予算書

公益社団法人弘前青年会議所
　　2014年度

自 2014年 1 月 1 日〜至 2014年12月31日　（単位：円）　更新月日

当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①特定資産運用益 0 0 0

特定資産受取利息 0 0 0

特定資産受取配当金 0 0 0

特定資産受取賃貸料 0 0 0

②受取入会金 400,000 560,000 -160,000

受取入会金 400,000 560,000 -160,000 新加入会員　￥20,000×20名（案）

③受取会費 10,597,500 9,450,000 1,147,500

正会員会費 8,167,500 7,020,000 1,147,500 ￥135,000×60名　\67,500×1名

特別会員会費 1,080,000 540,000 540,000 ￥135,000×8名

賛助会員会費 0 0 0

新入会員会費 1,350,000 1,890,000 -540,000 ￥67,500×20名（入会月未定のため半年で試算）

④事業収益 700,000 0 700,000

登録料収益 700,000 0 700,000 新年祝賀会登録料

懇親会費収益 0 0 0

広告料収益 0 0 0

販売収益 0 0 0

事務局受託収益 0 0 0

雑収益 0 0 0

⑤受取補助金等 15,000,000 4,654,000 10,346,000

受取国庫補助金 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0

受取民間補助金 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0

受取地方公共団体助成金 15,000,000 0 15,000,000 りんご音楽祭分,地域連携活性化事業

受取民間助成金 0 4,654,000 -4,654,000

受取補助金等振替額 0 0 0

⑥受取負担金 0 0 0

受取負担金 0 0 0

受取負担金振替額 0 0 0

⑦受取寄付金 0 466,000 -466,000

受取寄付金 0 466,000 -466,000 JCねぷた（企業協賛金として）

募金収益 0 0 0

受取寄付金振替額 0 0 0

⑧雑収益 2,000 2,000 0

受取利息 2,000 2,000 0

雑収益 0 0 0

経常収益計 26,699,500 15,132,000 11,567,500

（２）経常費用

①事業費 23,402,384 12,298,973 11,103,411

事業費 0 0 0

1 給料手当 972,000 672,000 300,000

2 退職給付費用 0 0 0

3 福利厚生費 3,360 3,360 0

4 会議費 377,000 492,000 -115,000

5 旅費交通費 1,970,000 458,500 1,511,500

6 通信運搬費 648,000 378,000 270,000

7 消耗什器備品費 800,000 3,000,000 -2,200,000

8 消耗品費 2,910,000 356,000 2,554,000

9 会員支給品費 40,000 0 0

10 修繕費 24,000 16,000 8,000

11 印刷製本費 2,578,000 1,392,000 1,186,000

12 広報費 1,910,000 160,000 1,750,000

13 燃料費 130,000 180,000 -50,000

14 光熱水料費 142,000 162,000 -20,000

15 賃借料 2,823,600 2,975,100 -151,500

16 保険料 75,000 80,000 -5,000

17 諸謝金 5,850,000 950,000 4,900,000

18 租税公課 0 0 0

19 渉外費 300,000 200,000 100,000

20 委託費 170,000 150,000 20,000

21 記念品費 804,000 120,000 684,000

22 衛生費 310,000 0 310,000

23 雑費 565,424 554,013 11,411

24 寄付金 0 0 0

②管理費 3,297,116 2,833,027 464,089

1 給料手当 168,000 168,000 0

2 退職給付費用 0 0 0

3 福利厚生費 840 840 0

4 会議費 28,000 28,000 0 各種会議

5 旅費交通費 50,000 0 50,000

6 通信運搬費 60,000 50,000 10,000 通話料・通信料・発送費・HP管理等費用

7 消耗什器備品費 20,000 0 20,000

8 消耗品費 20,000 14,000 6,000

9 会員支給品費 80,000 80,000 0 認証書、バッジ、ネームプレート等

10 修繕費 6,000 4,000 2,000

11 印刷製本費 300,000 100,000 200,000 基本資料、メンズリ、新定款

12 広報費 229,000 200,000 29,000

13 燃料費 30,000 20,000 10,000 事務局灯油代

14 光熱水料費 28,000 28,000 0

15 賃借料 128,400 128,400 0 事務局家賃、コピー機リース料

16 保険料 10,000 0 10,000

17 諸謝金 30,000 0 30,000

18 租税公課 30,000 30,000 0

19 渉外費 300,000 300,000 0 慶弔費、諸会費、渉外費（お祝いお酒）

20 委託費 410,000 410,000 0

21 記念品費 30,000 0 30,000

22 衛生費 30,000 20,000 0 除雪費

23 雑費 83,856 78,503 5,353 新聞、振込手数料、感謝状、等

24 寄付金 0 0 0

26 支払負担金 1,225,020 1,173,284 51,736

27 国際青年会議所負担金 53,520 46,384 7,136 \892×60名 日本\5,000×60名+\45,000＝305,000

28 日本青年会議所負担金 882,000 876,000 6,000 欄外記入→ 地区\1,500×60名+\5,000+\10,000×1名（出向）＝93,000

29 国際協力資金 109,500 94,900 14,600 \1,825×60名ブロック\5,000×60名+\20,000+\7,000×14名（出向）＝378,000

30 We Believe購読料 180,000 156,000 24,000 \3,000×60名

経常費用計 26,699,500 15,132,000 11,567,500

評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 0

①基本財産評価損益等 0 0 0

②特定資産評価損益等 0 0 0

③投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 0 0 0

２．経常外増減の部 0 0

（１）経常外収益

①固定資産売却益 0 0 0

建物売却益 0 0 0

車両運搬具売却益 0 0 0

什器備品売却益 0 0 0

土地売却益 0 0 0

借地権売却益 0 0 0

電話加入権売却益 0 0 0

②固定資産受贈益 0 0 0

土地受贈益 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用 0 0

①固定資産売却損 0 0 0

建物売却損 0 0 0

車両運搬具売却損 0 0 0

什器備品売却損 0 0 0

土地売却損 0 0 0

借地権売却損 0 0 0

電話加入権売却損 0 0 0

②固定資産除却損 0 0 0

土地減損損失 0 0 0

投資有価証券減損損失 0 0 0

③災害損失 0 0 0

災害損失 0 0 0

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

0 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0

一般正味財産期首残高 1,109,153 0 0

一般正味財産期末残高 1,109,153 0 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①受取補助金等 0 0 0

受取国庫補助金 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0

受取民間補助金 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0

②受取負担金 0 0 0

受取負担金 0 0 0

③受取寄付金 0 0 0

受取寄付金 0 0 0

④固定資産受贈益 0 0 0

土地受贈益 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0

⑤基本財産評価益 0 0 0

基本財産評価益 0 0 0

⑥特定資産評価益 0 0 0

特定資産評価益 0 0 0

⑦基本財産評価損 0 0 0

基本財産評価損 0 0 0

⑧特定資産評価損 0 0 0

特定資産評価損 0 0 0

⑨一般正味財産への振替額 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 1,109,153 0 0

指定正味財産期末残高 1,109,153 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 1,109,153 0 0

平成26年1月15日

公益社団法人 弘前青年会議所 ２０１４年度 正味財産増減計算書（案）　－1次補正

２０１４年１月１日から２０１４年１２月３１日まで

（単位　円）

科目 備考

他会計振替額

JCねぷた4,654,000円（むつ小川原財団）
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更新月日

当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①特定資産運用益 0 0 0

特定資産受取利息 0 0 0

特定資産受取配当金 0 0 0

特定資産受取賃貸料 0 0 0

②受取入会金 400,000 560,000 -160,000

受取入会金 400,000 560,000 -160,000 新加入会員　￥20,000×20名（案）

③受取会費 10,597,500 9,450,000 1,147,500

正会員会費 8,167,500 7,020,000 1,147,500 ￥135,000×60名　\67,500×1名

特別会員会費 1,080,000 540,000 540,000 ￥135,000×8名

賛助会員会費 0 0 0

新入会員会費 1,350,000 1,890,000 -540,000 ￥67,500×20名（入会月未定のため半年で試算）

④事業収益 700,000 0 700,000

登録料収益 700,000 0 700,000 新年祝賀会登録料

懇親会費収益 0 0 0

広告料収益 0 0 0

販売収益 0 0 0

事務局受託収益 0 0 0

雑収益 0 0 0

⑤受取補助金等 15,000,000 4,654,000 10,346,000

受取国庫補助金 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0

受取民間補助金 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0

受取地方公共団体助成金 15,000,000 0 15,000,000 りんご音楽祭分,地域連携活性化事業

受取民間助成金 0 4,654,000 -4,654,000

受取補助金等振替額 0 0 0

⑥受取負担金 0 0 0

受取負担金 0 0 0

受取負担金振替額 0 0 0

⑦受取寄付金 0 466,000 -466,000

受取寄付金 0 466,000 -466,000 JCねぷた（企業協賛金として）

募金収益 0 0 0

受取寄付金振替額 0 0 0

⑧雑収益 2,000 2,000 0

受取利息 2,000 2,000 0

雑収益 0 0 0

経常収益計 26,699,500 15,132,000 11,567,500

（２）経常費用

①事業費 23,402,384 12,298,973 11,103,411

事業費 0 0 0

1 給料手当 972,000 672,000 300,000

2 退職給付費用 0 0 0

3 福利厚生費 3,360 3,360 0

4 会議費 377,000 492,000 -115,000

5 旅費交通費 1,970,000 458,500 1,511,500

6 通信運搬費 648,000 378,000 270,000

7 消耗什器備品費 800,000 3,000,000 -2,200,000

8 消耗品費 2,910,000 356,000 2,554,000

9 会員支給品費 40,000 0 0

10 修繕費 24,000 16,000 8,000

11 印刷製本費 2,578,000 1,392,000 1,186,000

12 広報費 1,910,000 160,000 1,750,000

13 燃料費 130,000 180,000 -50,000

14 光熱水料費 142,000 162,000 -20,000

15 賃借料 2,823,600 2,975,100 -151,500

16 保険料 75,000 80,000 -5,000

17 諸謝金 5,850,000 950,000 4,900,000

18 租税公課 0 0 0

19 渉外費 300,000 200,000 100,000

20 委託費 170,000 150,000 20,000

21 記念品費 804,000 120,000 684,000

22 衛生費 310,000 0 310,000

23 雑費 565,424 554,013 11,411

24 寄付金 0 0 0

②管理費 3,297,116 2,833,027 464,089

1 給料手当 168,000 168,000 0

2 退職給付費用 0 0 0

3 福利厚生費 840 840 0

4 会議費 28,000 28,000 0 各種会議

5 旅費交通費 50,000 0 50,000

6 通信運搬費 60,000 50,000 10,000 通話料・通信料・発送費・HP管理等費用

7 消耗什器備品費 20,000 0 20,000

8 消耗品費 20,000 14,000 6,000

9 会員支給品費 80,000 80,000 0 認証書、バッジ、ネームプレート等

10 修繕費 6,000 4,000 2,000

11 印刷製本費 300,000 100,000 200,000 基本資料、メンズリ、新定款

12 広報費 229,000 200,000 29,000

13 燃料費 30,000 20,000 10,000 事務局灯油代

14 光熱水料費 28,000 28,000 0

15 賃借料 128,400 128,400 0 事務局家賃、コピー機リース料

16 保険料 10,000 0 10,000

17 諸謝金 30,000 0 30,000

18 租税公課 30,000 30,000 0

19 渉外費 300,000 300,000 0 慶弔費、諸会費、渉外費（お祝いお酒）

20 委託費 410,000 410,000 0

21 記念品費 30,000 0 30,000

22 衛生費 30,000 20,000 0 除雪費

23 雑費 83,856 78,503 5,353 新聞、振込手数料、感謝状、等

24 寄付金 0 0 0

26 支払負担金 1,225,020 1,173,284 51,736

27 国際青年会議所負担金 53,520 46,384 7,136 \892×60名 日本\5,000×60名+\45,000＝305,000

28 日本青年会議所負担金 882,000 876,000 6,000 欄外記入→ 地区\1,500×60名+\5,000+\10,000×1名（出向）＝93,000

29 国際協力資金 109,500 94,900 14,600 \1,825×60名ブロック\5,000×60名+\20,000+\7,000×14名（出向）＝378,000

30 We Believe購読料 180,000 156,000 24,000 \3,000×60名

経常費用計 26,699,500 15,132,000 11,567,500

評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 0

①基本財産評価損益等 0 0 0

②特定資産評価損益等 0 0 0

③投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 0 0 0

２．経常外増減の部 0 0

（１）経常外収益

①固定資産売却益 0 0 0

建物売却益 0 0 0

車両運搬具売却益 0 0 0

什器備品売却益 0 0 0

土地売却益 0 0 0

借地権売却益 0 0 0

電話加入権売却益 0 0 0

②固定資産受贈益 0 0 0

土地受贈益 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用 0 0

①固定資産売却損 0 0 0

建物売却損 0 0 0

車両運搬具売却損 0 0 0

什器備品売却損 0 0 0

土地売却損 0 0 0

借地権売却損 0 0 0

電話加入権売却損 0 0 0

②固定資産除却損 0 0 0

土地減損損失 0 0 0

投資有価証券減損損失 0 0 0

③災害損失 0 0 0

災害損失 0 0 0

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

0 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0

一般正味財産期首残高 1,109,153 0 0

一般正味財産期末残高 1,109,153 0 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①受取補助金等 0 0 0

受取国庫補助金 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0

受取民間補助金 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0

②受取負担金 0 0 0

受取負担金 0 0 0

③受取寄付金 0 0 0

受取寄付金 0 0 0

④固定資産受贈益 0 0 0

土地受贈益 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0

⑤基本財産評価益 0 0 0

基本財産評価益 0 0 0

⑥特定資産評価益 0 0 0

特定資産評価益 0 0 0

⑦基本財産評価損 0 0 0

基本財産評価損 0 0 0

⑧特定資産評価損 0 0 0

特定資産評価損 0 0 0

⑨一般正味財産への振替額 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 1,109,153 0 0

指定正味財産期末残高 1,109,153 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 1,109,153 0 0

平成26年1月15日

公益社団法人 弘前青年会議所 ２０１４年度 正味財産増減計算書（案）　－1次補正

２０１４年１月１日から２０１４年１２月３１日まで

（単位　円）

科目 備考

他会計振替額

JCねぷた4,654,000円（むつ小川原財団）
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正味財産増減予算書内訳書
公益社団法人弘前青年会議所
　　2014年度 自 2014年 1 月 1 日〜至 2014年12月31日　（単位：円）　

地域発展推進事業 青少年育成事業 被災地復興支援事業 共通 小計 資質親睦向上事業 会拡研修事業 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取配当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取賃貸料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②受取入会金 0 0 0 120,000 120,000 0 0 80,000 80,000 200,000 0 400,000 300,000 100,000

受取入会金 0 0 0 120,000 120,000 0 0 80,000 80,000 200,000 0 400,000 300,000 100,000 新加入会員　￥20,000×20名（案）

③受取会費 0 0 0 3,179,250 3,179,250 0 0 2,119,500 2,119,500 5,298,750 0 10,597,500 9,382,500 1,215,000

正会員会費 0 0 0 2,450,250 2,450,250 0 0 1,633,500 1,633,500 4,083,750 0 8,167,500 7,560,000 607,500 ￥135,000×60名

特別会員会費 0 0 0 324,000 324,000 0 0 216,000 216,000 540,000 0 1,080,000 810,000 270,000 ￥135,000×8名

賛助会員会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新入会員会費 0 0 0 405,000 405,000 0 0 270,000 270,000 675,000 0 1,350,000 1,012,500 337,500 ￥67,500×20名（入会月未定のため半年で試算）

④事業収益 0 0 0 0 0 700,000 0 0 700,000 0 0 700,000 3,100,000 -2,400,000 

登録料収益 0 0 0 0 0 700,000 0 0 700,000 0 0 700,000 500,000 200,000

懇親会費収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 600,000 -600,000 

広告料収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

販売収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000,000 -2,000,000 

事務局受託収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤受取補助金等 15,000,000 0 0 0 15,000,000 0 0 0 0 0 0 15,000,000 3,500,000 11,500,000

受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500,000 -500,000 

受取民間補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体助成金 15,000,000 0 0 0 15,000,000 0 0 0 0 0 0 15,000,000 1,000,000 14,000,000

受取民間助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000,000 -2,000,000 JCねぷた4,654,000円（むつ小川原財団）

受取補助金等振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取負担金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 JCねぷた（企業協賛金として）

募金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑧雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000 0 2,000 150,000 -148,000 

受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000 0 2,000 2,000 0

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 148,000 -148,000 ご祝儀、ＪＣＩカード手数料還元等

経常収益計 15,000,000 0 0 3,299,250 18,299,250 700,000 0 2,199,500 2,899,500 5,500,750 0 26,699,500 16,432,500 10,267,000

（２）経常費用

①事業費 17,400,000 1,220,000 400,000 1,607,740 20,627,740 1,650,000 160,000 964,644 2,774,644 0 0 23,402,384 13,381,456 10,020,928

事業費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 給料手当 300,000 0 0 420,000 720,000 0 0 252,000 252,000 0 0 972,000 1,780,000 -808,000 配賦基準表参照　A

2 退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 57,600 -57,600 配賦基準表参照　B

3 福利厚生費 0 0 2,100 2,100 0 0 1,260 1,260 0 0 3,360 200,000 -196,640 配賦基準表参照　C

4 会議費 240,000 20,000 0 70,000 330,000 0 5,000 42,000 47,000 0 0 377,000 108,800 268,200 配賦基準表参照　D

5 旅費交通費 1,630,000 90,000 200,000 0 1,920,000 50,000 0 0 50,000 0 0 1,970,000 1,200,000 770,000

6 通信運搬費 310,000 20,000 0 150,000 480,000 60,000 18,000 90,000 168,000 0 0 648,000 651,000 -3,000 配賦基準表参照　E

7 消耗什器備品費 800,000 0 0 0 800,000 0 0 0 0 0 0 800,000 100,000 700,000

8 消耗品費 2,750,000 30,000 0 50,000 2,830,000 50,000 0 30,000 80,000 0 0 2,910,000 556,000 2,354,000 配賦基準表参照　F

9 会員支給品費 0 0 0 0 0 0 40,000 0 40,000 0 0 40,000 0 40,000

10 修繕費 0 0 0 15,000 15,000 0 0 9,000 9,000 0 0 24,000 16,000 8,000

11 印刷製本費 1,380,000 180,000 20,000 250,000 1,830,000 590,000 8,000 150,000 748,000 0 0 2,578,000 1,366,200 1,211,800 配賦基準表参照　G

12 広報費 1,560,000 250,000 0 0 1,810,000 100,000 0 0 100,000 0 0 1,910,000 850,000 1,060,000

13 燃料費 50,000 0 0 50,000 100,000 0 0 30,000 30,000 0 0 130,000 80,000 50,000

14 光熱水料費 30,000 0 0 70,000 100,000 0 0 42,000 42,000 0 0 142,000 112,000 30,000 配賦基準表参照　H

15 賃借料 1,500,000 330,000 0 321,000 2,151,000 450,000 30,000 192,600 672,600 0 0 2,823,600 3,223,600 -400,000 配賦基準表参照　I、J

16 保険料 60,000 0 10,000 0 70,000 0 5,000 0 5,000 0 0 75,000 30,000 45,000

17 諸謝金 5,320,000 200,000 100,000 0 5,620,000 230,000 0 0 230,000 0 0 5,850,000 1,820,000 4,030,000

18 租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 渉外費 220,000 0 50,000 0 270,000 0 30,000 0 30,000 0 0 300,000 35,000 265,000

20 委託費 120,000 50,000 0 0 170,000 0 0 0 0 0 0 170,000 80,000 90,000

21 記念品費 630,000 30,000 0 0 660,000 120,000 24,000 0 144,000 0 0 804,000 570,000 234,000

22 衛生費 310,000 0 0 0 310,000 0 0 0 0 0 0 310,000 0 310,000

23 雑費 190,000 20,000 20,000 209,640 439,640 0 0 125,784 125,784 0 0 565,424 545,256 20,168 配賦基準表参照　K

24 寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②管理費 3,297,116 0 3,297,116 3,051,044 246072

1 給料手当 168,000 0 168,000 390,000 -222000 配賦基準表参照　A

2 退職給付費用 0 0 0 14,400 -14400 配賦基準表参照　B

3 福利厚生費 840 0 840 50,000 -49160 配賦基準表参照　C

4 会議費 28,000 0 28,000 27,200 800 配賦基準表参照　D

5 旅費交通費 50,000 0 50,000 0 50000

6 通信運搬費 60,000 0 60,000 52,000 8000 配賦基準表参照　E

7 消耗什器備品費 20,000 0 20,000 0 20000

8 消耗品費 20,000 0 20,000 14,000 6000 配賦基準表参照　F

9 会員支給品費 80,000 0 80,000 96,000 -16000 認証書、バッジ、ネームプレート等

10 修繕費 6,000 0 6,000 4,000 2000 配賦基準表参照　L　

11 印刷製本費 300,000 0 300,000 89,800 210200 配賦基準表参照　G メンズリ、基本資料

12 広報費 229,000 0 229,000 0 229000

13 燃料費 30,000 0 30,000 20,000 10000 配賦基準表参照　M

14 光熱水料費 28,000 0 28,000 28,000 0 配賦基準表参照　H

15 賃借料 128,400 0 128,400 128,400 0 配賦基準表参照　I、J

16 保険料 10,000 0 10,000 0 10000

17 諸謝金 30,000 0 30,000 0 30000

18 租税公課 30,000 0 30,000 30,000 0

19 渉外費 300,000 0 300,000 866,000 -566000 慶弔費、諸会費、渉外費（お祝いお酒）

20 委託費 410,000 0 410,000 0 410000

21 記念品費 30,000 0 30,000 0 30000

22 衛生費 30,000 0 30,000 20,000 10000

23 雑費 83,856 0 83,856 57,564 26292 配賦基準表参照　K

24 寄付金 0 0 0 0 0

25 支払負担金 1,225,020 0 1,225,020 1,163,680 61340

26 国際青年会議所負担金 53,520 0 53,520 60,480 -6,960

27 日本青年会議所負担金 882,000 0 882,000 833,000 49000 配賦が無理

28 国際協力資金 109,500 0 109,500 102,200 7300

29 We Believe購読料 180,000 0 180,000 168,000 12000

経常費用計 17,400,000 1,220,000 400,000 1,607,740 20,627,740 1,650,000 160,000 964,644 2,774,644 3,297,116 0 26,699,500 16,432,500 10267000

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 2,203,634 0 0 △ 2,870,000 0

①基本財産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②特定資産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 2,203,634 0 0 △ 2,870,000 0

２．経常外増減の部 0 0

（１）経常外収益

①固定資産売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両運搬具売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

什器備品売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

借地権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話加入権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0 0

①固定資産売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両運搬具売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

什器備品売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

借地権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話加入権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②固定資産除却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 2,203,634 0 0 △ 2,870,000 0

一般正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,109,153 0 1,109,153 0 0

一般正味財産期末残高 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 3,312,787 0 1,109,153 △ 2,870,000 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①受取補助金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取民間補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

④固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤基本財産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基本財産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥特定資産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦基本財産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基本財産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑧特定資産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑨一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,109,153 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,109,153 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 3,312,787 0 1,109,153 △ 2,870,000 0

内部取引消去

 公益社団法人 弘前青年会議所 ２０１４年度　正味財産増減計算書内訳書（案）

２０１４年１月１日から２０１４年１２月３１日まで
（単位　円）

科目名

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計
備　考

合計
２０１３年度当

初予算
差異

【ご参考】　　　　

他会計振替額

公１ 公2 公3 他1 他2
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地域発展推進事業 青少年育成事業 被災地復興支援事業 共通 小計 資質親睦向上事業 会拡研修事業 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取配当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取賃貸料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②受取入会金 0 0 0 120,000 120,000 0 0 80,000 80,000 200,000 0 400,000 300,000 100,000

受取入会金 0 0 0 120,000 120,000 0 0 80,000 80,000 200,000 0 400,000 300,000 100,000 新加入会員　￥20,000×20名（案）

③受取会費 0 0 0 3,179,250 3,179,250 0 0 2,119,500 2,119,500 5,298,750 0 10,597,500 9,382,500 1,215,000

正会員会費 0 0 0 2,450,250 2,450,250 0 0 1,633,500 1,633,500 4,083,750 0 8,167,500 7,560,000 607,500 ￥135,000×60名

特別会員会費 0 0 0 324,000 324,000 0 0 216,000 216,000 540,000 0 1,080,000 810,000 270,000 ￥135,000×8名

賛助会員会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新入会員会費 0 0 0 405,000 405,000 0 0 270,000 270,000 675,000 0 1,350,000 1,012,500 337,500 ￥67,500×20名（入会月未定のため半年で試算）

④事業収益 0 0 0 0 0 700,000 0 0 700,000 0 0 700,000 3,100,000 -2,400,000 

登録料収益 0 0 0 0 0 700,000 0 0 700,000 0 0 700,000 500,000 200,000

懇親会費収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 600,000 -600,000 

広告料収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

販売収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000,000 -2,000,000 

事務局受託収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤受取補助金等 15,000,000 0 0 0 15,000,000 0 0 0 0 0 0 15,000,000 3,500,000 11,500,000

受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500,000 -500,000 

受取民間補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体助成金 15,000,000 0 0 0 15,000,000 0 0 0 0 0 0 15,000,000 1,000,000 14,000,000

受取民間助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000,000 -2,000,000 JCねぷた4,654,000円（むつ小川原財団）

受取補助金等振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取負担金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 JCねぷた（企業協賛金として）

募金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑧雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000 0 2,000 150,000 -148,000 

受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000 0 2,000 2,000 0

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 148,000 -148,000 ご祝儀、ＪＣＩカード手数料還元等

経常収益計 15,000,000 0 0 3,299,250 18,299,250 700,000 0 2,199,500 2,899,500 5,500,750 0 26,699,500 16,432,500 10,267,000

（２）経常費用

①事業費 17,400,000 1,220,000 400,000 1,607,740 20,627,740 1,650,000 160,000 964,644 2,774,644 0 0 23,402,384 13,381,456 10,020,928

事業費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 給料手当 300,000 0 0 420,000 720,000 0 0 252,000 252,000 0 0 972,000 1,780,000 -808,000 配賦基準表参照　A

2 退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 57,600 -57,600 配賦基準表参照　B

3 福利厚生費 0 0 2,100 2,100 0 0 1,260 1,260 0 0 3,360 200,000 -196,640 配賦基準表参照　C

4 会議費 240,000 20,000 0 70,000 330,000 0 5,000 42,000 47,000 0 0 377,000 108,800 268,200 配賦基準表参照　D

5 旅費交通費 1,630,000 90,000 200,000 0 1,920,000 50,000 0 0 50,000 0 0 1,970,000 1,200,000 770,000

6 通信運搬費 310,000 20,000 0 150,000 480,000 60,000 18,000 90,000 168,000 0 0 648,000 651,000 -3,000 配賦基準表参照　E

7 消耗什器備品費 800,000 0 0 0 800,000 0 0 0 0 0 0 800,000 100,000 700,000

8 消耗品費 2,750,000 30,000 0 50,000 2,830,000 50,000 0 30,000 80,000 0 0 2,910,000 556,000 2,354,000 配賦基準表参照　F

9 会員支給品費 0 0 0 0 0 0 40,000 0 40,000 0 0 40,000 0 40,000

10 修繕費 0 0 0 15,000 15,000 0 0 9,000 9,000 0 0 24,000 16,000 8,000

11 印刷製本費 1,380,000 180,000 20,000 250,000 1,830,000 590,000 8,000 150,000 748,000 0 0 2,578,000 1,366,200 1,211,800 配賦基準表参照　G

12 広報費 1,560,000 250,000 0 0 1,810,000 100,000 0 0 100,000 0 0 1,910,000 850,000 1,060,000

13 燃料費 50,000 0 0 50,000 100,000 0 0 30,000 30,000 0 0 130,000 80,000 50,000

14 光熱水料費 30,000 0 0 70,000 100,000 0 0 42,000 42,000 0 0 142,000 112,000 30,000 配賦基準表参照　H

15 賃借料 1,500,000 330,000 0 321,000 2,151,000 450,000 30,000 192,600 672,600 0 0 2,823,600 3,223,600 -400,000 配賦基準表参照　I、J

16 保険料 60,000 0 10,000 0 70,000 0 5,000 0 5,000 0 0 75,000 30,000 45,000

17 諸謝金 5,320,000 200,000 100,000 0 5,620,000 230,000 0 0 230,000 0 0 5,850,000 1,820,000 4,030,000

18 租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 渉外費 220,000 0 50,000 0 270,000 0 30,000 0 30,000 0 0 300,000 35,000 265,000

20 委託費 120,000 50,000 0 0 170,000 0 0 0 0 0 0 170,000 80,000 90,000

21 記念品費 630,000 30,000 0 0 660,000 120,000 24,000 0 144,000 0 0 804,000 570,000 234,000

22 衛生費 310,000 0 0 0 310,000 0 0 0 0 0 0 310,000 0 310,000

23 雑費 190,000 20,000 20,000 209,640 439,640 0 0 125,784 125,784 0 0 565,424 545,256 20,168 配賦基準表参照　K

24 寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②管理費 3,297,116 0 3,297,116 3,051,044 246072

1 給料手当 168,000 0 168,000 390,000 -222000 配賦基準表参照　A

2 退職給付費用 0 0 0 14,400 -14400 配賦基準表参照　B

3 福利厚生費 840 0 840 50,000 -49160 配賦基準表参照　C

4 会議費 28,000 0 28,000 27,200 800 配賦基準表参照　D

5 旅費交通費 50,000 0 50,000 0 50000

6 通信運搬費 60,000 0 60,000 52,000 8000 配賦基準表参照　E

7 消耗什器備品費 20,000 0 20,000 0 20000

8 消耗品費 20,000 0 20,000 14,000 6000 配賦基準表参照　F

9 会員支給品費 80,000 0 80,000 96,000 -16000 認証書、バッジ、ネームプレート等

10 修繕費 6,000 0 6,000 4,000 2000 配賦基準表参照　L　

11 印刷製本費 300,000 0 300,000 89,800 210200 配賦基準表参照　G メンズリ、基本資料

12 広報費 229,000 0 229,000 0 229000

13 燃料費 30,000 0 30,000 20,000 10000 配賦基準表参照　M

14 光熱水料費 28,000 0 28,000 28,000 0 配賦基準表参照　H

15 賃借料 128,400 0 128,400 128,400 0 配賦基準表参照　I、J

16 保険料 10,000 0 10,000 0 10000

17 諸謝金 30,000 0 30,000 0 30000

18 租税公課 30,000 0 30,000 30,000 0

19 渉外費 300,000 0 300,000 866,000 -566000 慶弔費、諸会費、渉外費（お祝いお酒）

20 委託費 410,000 0 410,000 0 410000

21 記念品費 30,000 0 30,000 0 30000

22 衛生費 30,000 0 30,000 20,000 10000

23 雑費 83,856 0 83,856 57,564 26292 配賦基準表参照　K

24 寄付金 0 0 0 0 0

25 支払負担金 1,225,020 0 1,225,020 1,163,680 61340

26 国際青年会議所負担金 53,520 0 53,520 60,480 -6,960

27 日本青年会議所負担金 882,000 0 882,000 833,000 49000 配賦が無理

28 国際協力資金 109,500 0 109,500 102,200 7300

29 We Believe購読料 180,000 0 180,000 168,000 12000

経常費用計 17,400,000 1,220,000 400,000 1,607,740 20,627,740 1,650,000 160,000 964,644 2,774,644 3,297,116 0 26,699,500 16,432,500 10267000

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 2,203,634 0 0 △ 2,870,000 0

①基本財産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②特定資産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 2,203,634 0 0 △ 2,870,000 0

２．経常外増減の部 0 0

（１）経常外収益

①固定資産売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両運搬具売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

什器備品売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

借地権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話加入権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0 0

①固定資産売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両運搬具売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

什器備品売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

借地権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電話加入権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②固定資産除却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 2,203,634 0 0 △ 2,870,000 0

一般正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,109,153 0 1,109,153 0 0

一般正味財産期末残高 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 3,312,787 0 1,109,153 △ 2,870,000 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①受取補助金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取民間補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取国庫助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取地方公共団体助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取民間助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

④固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土地受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤基本財産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基本財産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥特定資産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦基本財産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基本財産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑧特定資産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑨一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,109,153 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,109,153 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 2,400,000 △ 1,220,000 △ 400,000 1,691,510 △ 2,328,490 △ 950,000 △ 160,000 1,234,856 124,856 3,312,787 0 1,109,153 △ 2,870,000 0

内部取引消去

 公益社団法人 弘前青年会議所 ２０１４年度　正味財産増減計算書内訳書（案）

２０１４年１月１日から２０１４年１２月３１日まで
（単位　円）

科目名

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計
備　考

合計
２０１３年度当

初予算
差異

【ご参考】　　　　

他会計振替額

公１ 公2 公3 他1 他2
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2014年度　公益社団法人弘前青年会議所
役員一覧

理 事 長 ……………………… 佐 藤 　 譲

直 前 理 事 長 ……………………… 清 藤　 洋 介

副 理 事 長 ……………………… 相 内　 英 之

副 理 事 長 ……………………… 井 上　 信 平

副 理 事 長 ……………………… 太 田　 厚 仁

副 理 事 長 ……………………… 小 山 内　 隆 一

副 理 事 長 ……………………… 斉 藤　 勇 太

専 務 理 事 ……………………… 小 野　 貴 志

事 務 局 長 ……………………… 野 村　 太 郎

財 政 局 長 ……………………… 三 國　 典 央

復 興 支 援 担 当 常 任 理 事 ……………………… 吉 川　 裕 之

MUSUBIME 担 当 常 任 理 事 ……………………… 須 藤　 立 也

ヒロサキノチカラ発信担当常任理事 ……………………… 黒 部　 能 史

ゆ め 創 造 担 当 常 任 理 事 ……………………… 比 内　 理 佑

例 会・ 地 域 連 携 担 当 常 任 理 事 ……………………… 秋 元　 駿 一

総 務 委 員 会 委 員 長 ……………………… 山 形　 昌 弘

広 報 渉 外 委 員 会 委 員 長 ……………………… 大 井　 康 敬

復 興 支 援 委 員 会 委 員 長 ……………………… 笹 　 淳 志

MUSUBIME 委 員 会 委 員 長 ……………………… 川 嶋　 貴 裕

ヒロサキノチカラ発信委員会委員長 ……………………… 齋 藤　 拓 靖

ゆ め 創 造 委 員 会 委 員 長 ……………………… 久 保　 良 太

例 会 委 員 会 委 員 長 ……………………… 工 藤　 順 敬

地 域 連 携 委 員 会 委 員 長 ……………………… 葛 西　 豊 喜

監 事 ……………………… 鎌 田　 法 丈

監 事 ……………………… 三 上　 富 裕
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2014年度
公益社団法人弘前青年会議所　組　織　図

川嶋　貴裕

櫛引　英揮

福島　英一

齋藤　拓靖

白石　将一

中里　元哉

幹　事

尾崎　桂輔

委　員委　員

監　事

野村　太郎

復興支援委員会
委員長

MUSUBIME委員会
委員長

担当常任理事
黒部　能史

小山内隆一

総　会

理事会

理事長

副理事長

佐藤　　譲

副理事長副理事長

担当常任理事

直前理事長
清藤　洋介

田中　寿紀

担当常任理事

山内　尚美中村　倫人前田　完治
副委員長

担当常任理事

工藤　幸正徳差　　学

ゆめ創造委員会
委員長

幹　事

副委員長

葛西　豊喜

副委員長

成田　志穂

副委員長

井上　信平

地域連携委員会
委員長

鎌田　法丈

相内　英之

委　員委　員 委　員委　員

専務理事
太田　厚仁斉藤　勇太

担当常任理事

三上　富裕

比内　理佑

ﾋﾛｻｷﾉﾁｶﾗ発信委員会
委員長

工藤　順敬

秋元　駿一

例会委員会
委員長

副理事長副理事長

幹　事

三浦　博美

久保　良太

吉川　裕之

笹　　淳志

副委員長

小野　貴志

事務局長

副委員長

田澤　祐司

山形　昌弘

副委員長
石澤　美幸

副委員長

幹　事
泉谷　貴崇

総務委員会
委員長

幹　事幹　事

広報渉外委員会
委員長

大井　康敬

財政局長
三國　典央

木村　新俉
阿部　　塁 長谷川武史

中田　　論

野宮　智之 山崎　大介

福井　啓之

須藤るり子

事務局次長
相馬　春香

福士　　蔵
原田　　裕

事務局員

鈴木　大樹

下山　和子

田中　真人

委　員

幹　事
大湯　幸世

委　員
三宅　志保

秋元　牧人

大中　正樹

幹　事
大藪　貴雄

工藤　康宏

須藤　立也

野宮　誠鏡
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2014 年度　公益社団法人弘前青年会議所
出向者名簿

　出向先・出向名 役　職 出向者名

＊日本青年会議所　 

＊東北地区協議会　 
ゼ ミ ナ ー ル 委 員 会 委 員 葛 西　 豊 喜

＊青森ブロック協議会　 
副 会 長 （ 役　 員 ）清 藤　 洋 介

ア カ デ ミ ー 大 学 塾 長（ 役　 員 ）太 田　 厚 仁

ア カ デ ミ ー 大 学 運営幹事 福 島　 英 一

自 覚 あ る Ｌ Ｏ Ｍ 支 援 委 員 会 副委員長 福 井　 啓 之

委 員 鎌 田　 法 丈

自 覚 あ る 社 会 創 造 委 員 会 委 員 大 中　 正 樹

自 覚 あ る 地 域 創 造 委 員 会 委 員 工 藤　 順 敬

青 森 ブ ロ ッ ク 大 会 構 築 委 員 会 委 員 白 石　 将 一

総 務 兼 財 政 局 委 員 三 國　 典 央

ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 鈴 木　 大 樹

塾 生 櫛 引　 英 揮

塾 生 前 田　 完 治

塾 生 大 藪　 貴 雄

塾 生 三 浦　 博 美

塾 生 大 井　 康 敬

塾 生 川 嶋　 貴 裕

＊全国城下町青年会議所連絡協議会　 
全 国 城 下 町 青 年 会 議 所 連 絡 協 議 会 監 事 黒 部　 能 史
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2014年度出向者ご挨拶

　青森ブロック協議会
 副会長　　清藤　洋介

〈基本方針〉 
東日本大震災発災から3年という月日が経過し、未だ

進まない復興。また昨今を鑑みると、確かに我々世代は
厳しい環境下に晒されており、大きな変革期を迎えてい
るように感じます。今こそ我々JCが意識変革団体とし
て、人づくりを通した地域づくりを遂行していくことが、
我々JCの使命であります。国家国民としての意識を醸
成させる為に、私たちJAYCEEが県民の旗手となり、
人とまちとの繋がりから復興への原動力として、活気に
満ち溢れた魅力ある青森の未来を描かなければなりませ
ん。

まずは、県民が主権者としての責任と義務を認識し、
知識と見識を深め政策比較によって政治を選択する意識
を高める為にマニフェスト型公開討論会の開催、及び
LOMへの支援を行い、また政策本位による政治選択が
浸透する機会を広く提供するために、e－みらせんの運
用を推進し、政治や選挙をより身近に感じて貰います。
そして、憲法に対しより意識喚起を推進する為に共に考
える事の出来る、国民参加型の憲法に関する事業を開催。
また、被災地の復興支援活動の継続は勿論の事、いつ再
発するか判らない自然災害へ備え、正確な連携を図る為
にJC災害ネットワークの構築、さらに被災地への迅速
な支援活動を行う為に東北地区内の全てのLOMとのつ
ながりを強化し、密接な連携を図って参ります。

この青森を自らの手で変えていくという強い覚悟を
持った我々JAYCEEが、青年らしく決して失敗を恐れ
る事なく、今の目の前にある現実を真剣に考え、強い自
覚と志を持ち、光り輝く青森を創造します。

公益社団法人日本青年会議所
　東北地区　青森ブロック協議会
 アカデミー大学　塾長　太田　厚仁

〈基本方針〉 
豊かな自然、独自の伝統・文化等魅力あふれるこの青

森ではありますが、情報化社会やコミュニティ不足によ
り、人と人とのつながりが希薄化し、東日本大震災から
の復旧・復興は３年が経った今でも進んでおりません。
今こそ「青年の学び舎」で仲間との絆を育み「意気あふ
れる人財」を育成し、ＪＡＹＣＥＥの情熱を結集させ、
青森県の魅力や人と人のつながりを再認識し県民によ
る、結の精神満ちあふれる自立した青森の実現が必要で
す。

まずは、出会いが人を成長させる原動力となることか
ら「参加」することに目を向けます。そして、アカデミー
大学は何をするところかを理解してもらうために８青年
会議所を訪問し、アカデミー大学の魅力をＰＲ致します。

さらに、各講座において青森県独自の歴史・伝統・文化・
自然・人等の魅力を共有、共感すると共にＪＡＹＣＥＥ
として青年会議所運動を理解する「学び」の場として本
会やＪＣＩにも触れて頂きます。また、各講座でしっか
り学び、居酒屋の青春においてさらなる一体感を創出し、

「楽しむ」ことでアカデミー大学ならではの仲間と友情
や絆を醸成して頂きます。そして、厚い友情や深い絆を
育むために「青い森つながり運動」を展開し、塾生自ら
他の塾生を誘い楽しさを共鳴することで出席率１００％
を目指します。さらに、青森の魅力を活かし青森県を盛
り上げるためにはどうすべきか、各地域において何をす
べきか、ＪＡＹＣＥＥとしてどうすべきかを塾生が一体
となって考え導き出すために、塾生自らが体験し、積極
的に意見を交し合う場を設えます。また、２０１４年度
の集大成として塾生が一体となる全体事業を実施致しま
す。

参加して、自らが一歩を踏み出し、自分にそして仲間
や地域に向き合うことが人と人との繋がりを深化させ、
その繋がりによりＪＡＹＣＥＥが「意気あふれる人財」
に育ち、必ずや結の精神が満ちあふれる自立した青森が
実現され「たくましい国」日本を創造します。

全国城下町青年会議所連絡協議会
 監　事　黒部　能史

〈基本方針〉 
第29回全国城下町シンポジウム津軽弘前大会で記念事

業部会を担当した際、弘前のご縁を題材にさせていただ
きました。皆さんがご存知の中では、北海道の斜里町の
北方警備のご縁で友好都市に。関ヶ原の戦いの戦功で群
馬県尾島（現在の太田市）を領有したことがご縁で友好
都市になりました。しかしながら、弘前にはまだまだ隠
された縁がありました。それが熊本です。弘前藩の殿様
は12人おり、直系が途絶えれば黒石藩より養子をもらい、
津軽家の血を引き継いできました。（11代目の順承公は
三河吉田藩松平家出身で黒石藩に養子に入った後に弘前
藩を継ぐ）しかし、最後の殿様「津軽承昭公」だけは熊
本藩細川家より婿養子に弘前に来られ、激動の幕末・明
治維新を弘前が発展する方向に導いていただきました。
このご縁の中で自分が注目し、恩をいつか弘前が返さな
くてはいけない。そして熊本と手を携えて行きたいと
思ったのが函館戦争時、千葉県勝浦沖で起きた「ハーマ
ン号沈没事件」がキッカケです。熊本藩にはいろいろと
助けていただきました。時空を超えて弘前のご恩を熊本
の地にて、お返ししてきたいと思っております。
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2014年度　公益社団法人日本青年会議所

基　本　理　念

志高く未来へ
意気あふれる人財による

「たくましい国」日本の創造

基　本　方　針

１．未来を切り拓く国民意識の確立

２．意気あふれる人財の育成

３．活気に満ちあふれた地域の創造

４．日本の精神性による民間外交の推進

５．人と共に進化する強い組織の創造
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所　　　　信

公益社団法人　日本青年会議所　　　　

2014年度会頭　鈴　木　和　也　

公益社団法人 日本青年会議所
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公益社団法人　日本青年会議所　2014年度　組　織　図
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公益社団法人 日本青年会議所東北地区協議会
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2014年度  公益社団法人　日本青年会議所東北地区協議会

東北
とうほく

ＪＣ宣言
せんげん

 
 

われわれは 

新
あら

たな価値
か ち

を創造
そうぞう

する旗手
き し ゅ

として 

尊
とうと

い「結
ゆい

」の精神
せいしん

を呼
よ

び覚
さ

まし 

かつてない未来
み ら い

を切
き

り拓
ひら

くことを誓
ちか

う 
 
 
 
【東北ＪＣ宣言】 
東北各地の青年会議所は、地域における様々な問題を解決し、明るい豊かな社会の実現

に向けた運動を展開しております。地域を想い、地域の実情に目を向けながら活動する青

年会議所のそれぞれが抱く熱意を共有し、連帯感から生まれるスケールメリットを発揮す

ることで、計り知れない力へと繋がる、限りない可能性を有しているのです。 
「東北ＪＣ」とは、東北地区内すべての青年会議所が「東北は一つ」という想いを共有

する形を指します。同じ志を持ち行動する全ての青年会議所が、地域に暮らす人々と共に、

相互の信頼と尊敬から生まれる「結」の精神を育みながら力強い歩みを進めるため、ここ

に「東北ＪＣ宣言」を定めます。 
 
 
【われわれは】 

東北地区内すべての会員会議所会員を指します。 
 
 
【新たな価値を創造する旗手として】 

戦後日本は、先人たちの努力により高度経済成長期を経て世界トップクラスの経済大国

へと成長を遂げました。しかし、社会を取り巻く環境の変化に伴い、より良い地域づくり

への取り組みに求められる価値観も変わります。各地で育んできた地域の文化を持続発展

させながら、相手を思いやり、公共の幸せを願う気持ちを最上と捉える「新たな価値」を
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創りあげ、困難な社会に対し、前向きな姿勢で取り組む必要があります。 
旗手とは先頭に立って活躍する者であり、地域住民を先導し牽引するため、東北のＪＡ

ＹＣＥＥが地域のリーダーである使命感を奮い立たせながら、次代を築き上げる旗手とし

ての気概を強く持ち行動することが大切です。 
 
 
【尊い「結」の精神を呼び覚まし】 

人は誰しも相手を思いやり助け合う「結」の精神を心の奥に持っており、それはきわめ

て価値の高いものです。特に東北地方は昔から労働力や食物を貸し借りし、互いに協力し

合いながら暮らし、生きるための「結」の精神が深く根付いており、東北に暮らす人々の

アイデンティティとして秘めています。また、震災を受け厳しい状況下で、被災した人び

との行動により、東北には「結」の精神が確かに根付いていると誰もが改めて認識を強く

しました。ＪＡＹＣＥＥが展開する運動により、「結」の精神の大切さを確認しあうことで、

新たな価値が広く浸透していきます。 
 
 
【かつてない未来を切り拓くことを誓う。】 
思いやりに満ち溢れ、自ら主体性を持って地域を良くしようとする気持ちを最も価値あ

るものとして捉える人々が各地で多くなるに従い、未来への展望が開けていきます。未来

は誰も経験したことはありません。しかし、やがて来る未来を待つのではなく、今を変え

ることで未来を目指すべき方向へ変えることは出来ます。最も大切なことは目指すべき未

来の実現のために、一人ひとりが出来ることを行っていくことです。 
一人ひとりに出来ることは溢れています。この時代に生きる意義をそれぞれがしっかり

と認識し、今をどう生き抜かなければならないかを真剣に考え、責任世代としての役割を

果たすことを誓い合うことで、東北各地の青年会議所運動がより力強く推進されるのです。 
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2014年度
公益社団法人　日本青年会議所　東北地区　青森ブロック協議会　会長意見書

公益社団法人八戸青年会議所　　　　　　

2014年度　会長　山　田　修　也　

公益社団法人 日本青年会議所東北地区青森ブロック協議会

 
 

 

公益社団法人 日本青年会議所 東北地区  
青森ブロック協議会 ２０１４年度 

 

  
 

～人とまちとのつながりが新たな青森を切り拓く～ 
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【青森ブロック】事業計画 ver37.doc 

 

青森ブロック協議会 事業計画（案） 

結の精神が満ちあふれる自立した青森の実現 

 
青森ブロック協議会 会長 山田 修也 

 
世界遺産の白神山地をはじめ、世界に誇れる豊かな自然に囲まれ、風土や文化等、青森1 

独自の魅力が溢れる地域ではありますが、原油価格高騰による漁業の衰退や、東日本大震2 
災からの復旧・復興は、３年が経った今でも進んではいません。今こそ、責任世代である3 
ＪＡＹＣＥＥが為すべき事を明確に自覚したうえで気概と情熱にあふれる行動をとり、未4 
来を見据え行動する県民による、結の精神が満ちあふれる自立した青森の実現が必要です。 5 
 まずは、地域から日本の未来を切り拓くために、本会の事業・運動を会員会議所へ推進6 
します。そして、意気あふれる人財を育成するために、大きなフィールドを活かしたアカ7 
デミー事業を開催し、物事を多面的な視点で捉えることのできる人財を育みます。さらに、8 
活気に満ちあふれた地域をつくるために、本会と連携し県内８ＬＯＭの会員拡大支援を行9 
い、特に若い世代をターゲットにした増強に努めます。また、県民によってこの国のある10 
べき姿を描くために、日本人の精神性に立脚したうえで、憲法のあるべき姿を議論し、憲11 
法論議が深まる運動を展開します。そして、描いた国家像を実現するために、日本ＪＣ憲12 
法草案を広く発信し、県民の意見集約と意識の共有をはかります。さらに、有事の際に備13 
えるために、防災パッケージであるＪＣ－ＡＩＤの普及を推進し、これから起きうる災害14 
に対しての準備を進めると共に、他団体とディスカッションをすることで、有機的に機能15 
するネットワークを確立します。また、結の精神を県民に広く発信するために、青森ブロ16 
ック大会を主管ＬＯＭと協働して開催し、県民に結の意識を醸成する大会を開催します。 17 
社会を変革する原動力となったＪＡＹＣＥＥが同じベクトルに向かい学び行動し続け、18 

県民の意識がかわり当事者意識をもつ県民と共に地域の課題に対して不可能を可能に変え、19 
結の精神が満ちあふれる自立した青森が実現され、「たくましい国」日本を創造します。 20 
 21 
＜事業計画＞ 22 

１．本会の事業・運動の推進 23 
２．意気あふれる人財の育成 24 
３．憲法に関する県民の意識集約と意識の共有を図る事業の実施 25 
４．結の精神を醸成する青森ブロック大会の実施 26 
５．ＬＯＭと共鳴する調整機関としての協議会運営 27 
６．【ブロ連】国民参加型による憲法に関する事業への参加推進及び発信 28 

  ７．【ブロ連】多くの人が実働できる防災ネットワークの拡充・強化 29 
  ８．【ブロ連】本会と連携した会員拡大の実施 30 
  ９．【ブロ連】ＵＮ ＭＤＧｓ認知向上プログラムの推進・実施 31 
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公益社団法人 日本青年会議所 東北地区 青森ブロック協議会 
２０１４年度 委員会職務分掌 

 
◇自覚あるＬＯＭ支援委員会 
●本会と連携した会員拡大の実施 

 Ⅰ 会員拡大の推進 
   １．会員拡大セミナーの実施 
   ２．青森ブロック版拡大褒賞の実施 
 Ⅱ ＪＣプログラムを活用した指導力開発事業の実施 

１． ＪＣ推奨プログラムセミナーの実施 
（ＵＮ ＭＤＧｓ認知向上プログラムの推進・実施） 

２． ＪＣＩ ＮＯＴＨＩＮＧ ＢＵＴ ＮＥＴＳキャンペーンの推進 
３． 道徳心を育む運動の推進 

        
◇自覚ある地域創造委員会 
 ●国民参加型による憲法に関する事業への参加推進及び発信 
Ⅰ 未来に希望を託す事のできる国家像を描く憲法議論の開催 
１．マニフェスト型公開討論会の開催（随時） 

（１）公開討論会の開催及び各ＬＯＭへの支援 
  ２．ｅ－みらせんの運用（随時） 
  ３．浸透させる事業の開催 

 Ⅱ 国民参加型による憲法に関する事業の開催 
１．憲法タウンミーティングの開催 

●多くの人が実働できる防災ネットワークの拡充・強化 
 Ⅰ 広域災害に対しても機能するＪＣ災害ネットワークの構築 

１．ＪＣ災害ネットワークの改訂及び構築 
 ２．東日本大震災復興に関する支援 
 ３．発災時における復旧活動に関するデジタルアーカイブの作成・保管（地区） 

 
◇アカデミー大学 
 ●意気あふれる人財の育成 
 Ⅰ ブロックアカデミーの実施 

１．開校式・閉校式の開催 
２．全●回のアカデミー大学講座の開催 

 
◇青森ブロック大会構築委員会 
 ●主管ＬＯＭと協働した意気あふれる地域の創造 
 Ⅰ 青森ブロック大会の開催 

１．青森ブロック大会の開催 
２．主管ＬＯＭとの連携・協力 

   ３．青森ブロック大会の検証及び引継ぎ 
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◇総務・財政局 
●ＬＯＭと共鳴する調整機関としての協議会運営 
Ⅰ 組織進化に向けたＬＯＭのニーズに即したセミナーや支援の実施 
１．格ＬＯＭ法人格維持の為の指導・補助 
２．本協議会会計、会議体・委員会会計の予算・決算における指導・助言  
３．ブロック内監査の設営 
４．諸会議の設営及び議事録の作成並びに庶務全般 
５．本協議会のウェブサイトの運営及び各種情報の受発信 
６．新春名刺交歓会・卒業式の開催 

 
◇事務局 
●日本ＪＣ・地区協議会とＬＯＭの調整機関としての協議会運営 

１．本協議会の事務運営 
２．運営専務の補佐 
３．総務・財政局との連携 
４．諸会議の案内通知及び提出議案の取りまとめ 
５．ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会開催の支援（地区） 
６．その他必要とする事項 
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2013年度を振り返って

理事長　清　藤　洋　介

「この地域で暮らす責任世代として、我々は今なにをす
べきか」

　公益社団法人化２年目の幕開けであった、2013年。
「REBORN【地域創生】～守るべきもの　守りながら変
えるべきもの～」を基本理念に掲げ、震災後時代、地域
主権＝市民主権時代の到来と共に、私たち青年は混沌と
いう時代を未知の可能性として切り拓き、前進ある地域
社会の確立を目指し、地域の未来に明るい希望をもたら
す基軸、使命＝志を身にまとい、行政や地域コミュニ
ティー、地域全ての人々のつなぎ役として連携と協働と
いうつながりから地域の未来を考え、また次代の地域

（子供たち）を育む運動を展開してきました。

〜子供たちの未来創造〜
　未来の津軽人である若者同士が連携と協働して行く事
が出来る、人的なプラットホームとして、「未来の津軽
人育成プログラム」を立ち上げ、この地域の魅力や文化
に触れながら、参加者自らがデザイン・構成を手掛け、
まち歩きを創出し地域とつながった、「平成まんじ札」、
この地域の連綿と紡がれてきた誇りと伝統、道徳に触
れ、見知らぬ大人や高校生、子供たちが交流から人とつ
ながった、「JCねぷた運行」。また太田新田商工会青年部
との強いつながりのある上州尾島ねぷた会の弘前ねぷた
への初出陣。甚大なる被害を受けた、東日本大震災。あ
の日を忘れることなく、同じ東北に住まうものとして復
興への多様化するニーズに合わせ、経済的支援を視野に
入れた、絆（つながり）、「復興支援事業」。また売上金
を「釜石に桜を植える会」に寄付する等。こうした一つ
一つのつながりから、豊かな関係性を創り、この地域へ
の誇りや心の豊かさが育まれ、“道徳”、“伝統”が紡が
れ、はじめは特別なことであったとしても、時間を掛け
ることで、特別なことではなく世代を超えて、自然と交
流することが出来るような仕掛けを創っていくことで、
循環的に健全な人を創り、次代の地域（子供たち）を育
む確かな一歩を踏み出すことが出来ました。

〜地域プロモーション〜
　2012年度事業「HIROSAKIコミュニティーミーティ
ング～わげものビジョン～」事業化。様々な立場・年代
の方々が意見を交わし、今まで表面化し難い様々な地域
への想いが議論、共有され、そして多くの事業案が考え
られ、市民自らがつながり合い、まちづくりに参画する
連携・協働システム、「市民協働プロジェクト　わげも
のビジョン事業」。弘前さくらまつり期間中に弘前カ
ラーさくら色を身に付け、市民皆でまつりを盛り上げ
た、「弘前さくら色プロジェクト」。「夢」をメインテー

マに、子供たちと子供たちを支える大人を対象に、夢と
希望を持って未来へ向かって走り続けられる為に、その
成長を支える地域と家族が必要だと訴えた、社会教育事
業、「夢を目指す君たちへ　～Never　give　up　on　
your　dream～　落合博満氏　講演会」。そして、白神
山地　世界自然遺産登録20周年を迎えるにあたり、先人
たちより守り、紡がれ、世界に讃えられた白神山地を活
用したまちづくり、「環世界自然遺産サミット」。各地個
性に満ち溢れ、世界に讃えられた、屋久島・知床・小笠
原、そして白神山地の４つの世界自然遺産が、日本で初
めて顔を揃え「世界自然遺産を有する地域が、連携し合
いながら、自然と人が、共生していく社会の創造」を宣
言し、この先手と手を取り合い共に「日本ブランド」へ
と創り上げていくことを宣言しました。さらに、「地域
ブランド」をプロモーションする又とないチャンスと捉
え、人と人、人と地域、人と自然がつながり合うストー
リーをコンセプトに、地域が誇る物づくり文化、白神山
地の豊かな恵みによって育まれた日本一のりんごなど豊
富な農産物を有する食文化、そして音楽を取り入れた

「Cross.S(クロス・エス)」の開催。行政や地域コミュニ
ティーと手を繋ぎ、連携と協働から、震災後の地域主権
＝市民主権時代の到来を発信し、地域への誇りを呼び覚
まし、世界へ誇れる、安住しい、憧れの地域への向けた
一歩を踏み出すことが出来ました。

〜地域に住まう経済人として〜
　この地域に住まう地域経済人として、目的意識を持
ち、変化を恐れることなく、様々な視点から物事を捉
え、地域と己と向きあいながら、行動し、進んでいく、
資質向上を目的とした「例会」の開催。2012年度より市
民の皆さんとのつながりを意識し、市民一人一人が地域
づくりへ参画し、地域づくりへの力強い一歩を踏み出す
機会を創出するために引き続き開催した「HIROSAKI
コミュニティミーティング」。津軽地域の連携を視野に
入れ、五所川原青年会議所と共同開催した「わんぱく相
撲」。弘前ねぷたのオープニング飾った、「ちびっ子ねぷ
た」の開催。100人LOMへの礎を築き、23名もの新加
入会員拡大の成功。台湾　苗栗青年会議所45周年記念式
典への参加。全国城下町シンポジウムで培った絆、松本
青年会議所との地域の持つ個性を活かした、その地域に
しか出来ない地域づくりを実践すべく締結した、「城下
町まちづくり都市締結」。台風18号被害に係わる災害復
旧支援並びに義援金募金活動など、今目の前にある現実
を真剣に考え、覚悟と強い信念を持ち、自らが成長する
ために果敢に一つ一つの事業に取り組み、懸命に一歩一
歩踏み出した一年となりました。

　2013年、メンバー一人一人が己と向きあいながら、強
い信念と志という基軸を持ち、行政や地域コミュニ



81

ティー、地域の全ての人々のつなぎ役として、連携と協
働というつながりを意識しながら、活動して参りまし
た。
　委員長。一人一人が見せてくれた、己と、地域へ向き
合う姿勢は、この年の地域の原動力となりました。震災
後時代を迎え、我々を取り巻く環境は、今大きな変革期
を迎えています。この時代の中、私たちがどのような役
割を担い、運動を進めていくかは、己と向きあい、地域
と向きあい、青臭くても畏縮することなく、自分たちが
住むこの地域の、この国の未来を考え、ただひたすら、
この国、この地域の為に、もう少しだけ失敗を恐れずに
行動することだと思うのです。
　副理事長、担当幹事、メンバーの皆さん。１年間支え
てくれて、本当にありがとう。
　この地域に住まう経済人として、この地域に住まう責
任世代として活動し、私たちの本気の行動が、地域の活
力につながった一年となりました。

　弘前青年会議所65年目へ向けた、2013年度は終わりを
迎えました。
　2014年度　第64代 佐藤 譲理事長らに託し、引き続き
のご支援ご協力を皆さんに心からお願い申し上げ、私の
ご挨拶とさせて頂きます。
　行政や地域コミュニティー、地域全ての人々とのつな
がりを大事に。
　一年間、本当にありがとうございました。

直前理事長　藤　田　あつ志

◆亡き母の遺言
　思春期に揺れ動く自分自身と戦い過ごした紆余曲折の
10代。そして、産み育てていただいた父母への感謝に気
づき、遅すぎる償いの20代は昼は死に物狂いで働き、夜
は取り戻すかのように睡眠返上で勉強する。そして結
婚。最愛の我が子たちを授かった。ようやく自立を遂げ
ようと前進し始めた30代の時である。「あつ志は、もう
大丈夫。」と言葉の無い遺言を置いて優しすぎる母が若
くして他界した。ボーっと。そこには受け入れられない
母の死があった。その時である。当時入会間もない私に
弘前青年会議所のメンバーたちが、通夜に、葬式にと物
凄い団結力で事に向き合い駆けずり回ってくれていた。
そして気がつくと、力が抜けた私にしっかりと寄り添っ
てくれた多くの仲間たちがいた。
　それ以来、私にとっての青年会議所との出会いは、多
くの仲間たちと亡き母が紡いでくれた、何にも代えるこ
とができない一生涯の財産だとそう思っている。だか
ら、私は先輩や後輩、出会う人たちを大切に思う「志」
は人並みではないと自負している。

◆郷土愛の根源は家族愛にあり

そうして私の青年会議所への恩返しが始まった。まちづ
くりの修練。率先して利他の精神に飛び込み修練すれば
するほど、まちへの愛着が深まり、不思議に国家への誇
りも見えてくる。また、その度合いに比例して、まちの
課題が実感として多く見えてくるのである。そして、そ
こには日本人に生まれて良かった、弘前に生まれて良
かった、そう思える根源に圧倒的な家族愛によって育ま
れたものであることも同時に気づくのである。そんな、
自分自身との向き合い方の度合いによって、見えないも
のが、見えてくる。青年会議所とは実に不思議で良くで
きた組織であると、卒業の振り返りの段階にそう思うの
である。

◆卒業後は地域に帰れ！
　私たち青年世代は高齢となる親世代を支え、同時に我
が子を産み、育てるという子世代を支える両輪のミッ
ションがある。子どもたちには教育を受けさせ、そして
経済人として人々に勤労の場を創造し、また自らがその
勤労を率先して使命とし、それにより税を納めてさらに
互いの暮らしを補い支え合う。
　子どもからお年寄りまで、すべての世代が笑顔溢れる
ような、明るい心豊かな信頼社会創生へ向け、課題であ
る少子高齢化社を乗り越えるには、私たちJAYCEEの
力が必要である。修練を終えた卒業後たちは、どうして
も、帰らねばならない場所がある。それは、住み暮らし
てきたそれぞれの身近な地域だ。
　気がつけば、町に子どもの声が無い。気がつけば、独
り高齢者たちが苦しんでいる。その異常に気づかないこ
とは地域経営の損失。では、その異常に気づくことがで
きるのは？そう、これまでその場に住み暮らしてきた、
まちの変化を捉えることができる存在かつ、まちづくり
のトレーニングを経た、地域リーダーのことである。
　幾多の修練を乗り越えてきたJAYCEEは、卒業後、
弘前のまちに必要とされる各エリアのリーダーとしてバ
ランスある地域づくりをそれぞれプロデュースしていく
こと。一人でも多くの仲間たちが、地域再生の実践者た
る使命をもって、広く郷土に還元されることを願ってや
まない。

◆最後に。
　これまで多くの皆様とのつながりに心から感謝すると
ともに、この卒業を機に、今後も小生なりの最善を尽く
して、家族、会社、そして地域の為に勉強を重ね、さら
なる自らの志に生きることを肝に銘じたい。　
「笑顔溌剌をありがとう。」
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副理事長　小山内　隆　一

　地域プロモーションを展開した本年、わげものビジョ
ンの事業化からはじめ、講演会事業、そして初の試みと
なった白神山地世界自然遺産登録20周年記念事業である
Ｃross.Sを開催することが出来た。一年を振り返り感じ
たことは、つながることの大切さである。
　この地域で真剣に頑張っている人々が本当に多いこと
に改めて実感し、様々なことを展開できる可能性を見出
すことが出来たと思う。我々ＪＣだけで運動することの
必要性は、充分理解しているが、つながりを持つことで
できる事業は、無限である。
　また、今年度入会したメンバーにも本当に助けていた
だいたことを感謝します。メンバーが楽しみながら真剣
に頑張ってくれている姿が非常に感動しました。
　2014年度に向けて、私が入会したときに話した楽しみ
ながら運動することを意識しながらこのつながりをより
多く皆さんと持ちたい。そして、その関係をより強固な
ものとするために運動を展開することを誓う。

副理事長　小　野　貴　志

　2014年度は清藤理事長のもと、会員開発委員会担当を
任命されました。毎年のことながら「会員拡大は重要」
と年当初は議論されますが、弘前JCにおいては卒業生
と同等又は下回る入会者数で、年々会員数は減少してお
りました。
　清藤理事長より、「30名拡大」の目標を頂き、委員会
メンバーと1月から動き始め、花巻JCのOBで現役当時
に拡大褒章でゴールデンゴングを獲得した伊藤先輩をア
ドバイザーに迎え、会員拡大の重要性と拡大に向けての
方法手段を存分に指導いただきました。拡大候補者リス
トは約100名近くまで広がり、会員全体で23名の拡大に
成功いたしました。目標の30名には届きませんでした
が、メンバー全員の意識改革の結果であると自負してお
ります。
　会員拡大運動を通して感じたことは、会費で運営され
るJCにおいて拡大運動は、企業でいうと売上にあたる
と感じました。要は営業です。当会議所の目的や活動内
容、それらを訪問先の「青年会議所って何？」と思って
いる人たちに熱く語りかけるのです。全てが思い通りに
進むわけもなく、OBの諸先輩方からお力を借りる等、
様々な方法を模索していた1年でありました。
　この流れを来年以降も引き継いでもらい、弘前JCの
更なる発展に寄与していきたいと思います。

副理事長　佐　藤　　　譲

　地域経済の低迷が続く中、このような時代だからこそ
青年会議所創始の志を持って力強く「明るい豊かな社
会」の実現を目指し、共に手を取り合い未来の弘前を照
らす燈火とならなければなりません。そのためには地域
のリーダーとして共に行動できる人を育み、地域人・経
済人として弘前を牽引していかなければなりません。こ
の思いの基、委員会メンバーいや全メンバー一丸となり
運動を展開して参りました。
　例会を通じて、メンバーとの親睦を図るとともに、
リーダーとしての素質を向上するための学習・啓発活動
を行い、我々の使命を見つめなおし、個々のアイデン
ティティーを確立させ、地域を自発的に牽引していく
リーダーシップを兼ね備えた、まちを変えていく一歩を
踏み出せる活力のある人材を育成して参りました。そし
て、前年度実施したコミュニティミーティングにおいて
我々は市民の想い・意志を受け取ることができました
が、まだまだ多くの課題が残りました。多くの市民より
コミュニティミーティング継続の要望の声を多くいただ
き、我々はこの事業を継続していく責任があると考えま
す。弘前というまちがより一層活性化していくために、
より多くの市民と交流し、まちづくりへとつなげていく
ための意見交換を行い、意識の醸成を図り地域の強い絆
=つながりを築いてきました。さらには、わんぱく相撲
の歴史と伝統を絶やすことなく、後世にその誇りを受け
継いでいくために、国技である相撲を通じ、礼節や努
力、伝統や思いやりといった、将来の社会生活に必要な
精神・知識・道徳を学んでもらうことを目的としてこの
事業を継続しました。我々と次代を担う子供たちが暮ら
すこの弘前の未来を強く信じ、覚悟をもって切り開いて
いく誇り=基軸を胸に強く抱ける地域人の育成・意識の
醸成を図り、地域に自分にそして未来に責任を持ち、実
行力漲る経済人になることにより「地域創生」に繋がる
と確信しています。しかし運動はまだまだ続いていきま
す。いや必ずや次世代に繋いでいく責任が我々にはあり
ます。一つの区切りとして報告とさせていただきます。

副理事長　福　士　圭　介

　私にとって2013年はJC最終年即ち、卒業年でありま
す。その年に３期連続で副理事長をさせていただく事
は、最後まで燃え尽きろ！と言う事であると思い、気合
いをいれて挑んだ年でした。また、青少年事業が担当委
員会と言う事で、私が今までのＪＣライフで一度も取り
かかった事のない委員会でありました。
　青少年事業の内容としては、「まんじ札」の開催・弘
前ねぷたへの「ＪＣねぷた」としての参画・「津軽人」
の育成・「復興支援」の継続、などがありました。なか
でもＪＣねぷた事業は、予算規模からしても大変厳し
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く、また難しく、体力的にもかなりハードな事業であり
ました。その為「まんじ」にしても「津軽人」や復興支
援の事業も、すべてが「ねぷた」で燃え尽きてしまった
感のある委員長やメンバーをもう一度ＪＣの事業に向き
直させる事が私の役割なのですが、それを全うできな
かった感はあります。卒業の年に、非常に自責の念に駆
られる年となりました。まだまだ未熟と言う事です。
　「雨降って地固まる」と言う事で、卒業後もがんばっ
てまいります。
　本当に今までありがとうございました。

出向理事　太田　厚仁

　「タフチョイス」意味は「キツイときこそキツイ選択
を」2012年の青森ブロック大会のメインフォーラム講
師、ラグビートップリーグ、サントリーサンゴリアスの
選手が言っていた言葉ですが、2013年度はまさしくタフ
チョイスの１年となりました。
　2013年度出向理事として公益社団法人日本青年会議所
規則審査会議副議長としての出向、またLOMでは白神
山地世界自然遺産登録20周年記念事業として環世界自然
遺産サミットを担当させていただきました。日本JCは
出向者数が多く一人一人に与えられた担いを専門的に取
り組めるという利点があり、弘前JCは一人の担いが大
きく、総合的に取り組めるという利点があります。た
だ、日本JCであれ弘前JCであれ1日24時間しかない中
で運動、または活動しなければいけません。1日24時間
の時間を家庭に仕事にJCに使い、寝る間も惜しんで時
間を費やし、一見何が楽しいのかと思われるかもしれな
いが、その積み重ねが自分の成長、そして地域の成長に
繋がるものと信じております。
　2013年度もタフチョイスしたおかげで成長できた年に
なったのではないかと思います。これもひとえに支えて
くれた家族、そして仲間のおかげだと思っております。
ありがとうございました。

専務理事　安田伊佐武

逢仏殺仏　逢祖殺祖

事務局長　比　内　理　佑

　2013年度、事務局長を務めさせていただきました比内
理佑と申します。振り返るとこの1年間は、これまで弘前青
年会議所で過ごしてきた中で最も駆け抜けた時間でした。

　思い返せば多くの時間を事務局で過ごしたもので、事
業系の委員長では見えなかった総務・事務局系の大変さ
をつぶさに勉強させていただきました。安田専務からい
ただいた訓示「事務局長は事務局担当の副理事長相当」
を胸に、様々な事柄に主体的に取り組ませていただいた
結果、自分自身大きく成長できたと思っています。反
面、不慣れな事務局運営により皆様にご負担をおかけし
ましたことは誠に遺憾でございました。特に「弘前城
雪燈籠まつり」において高さ2m程度の雪燈籠製作が、高
さ4m・幅奥行各3mの雪像製作へと変貌した事、またそれ
に伴う一連の出来事については今でもしみじみと感慨深く、
率直に言うとごめんなさい、そしてありがとうございました。
　最後に、安田専務、１年間のご指導、ありがとうござ
いました。三宅委員長を始めとする総務渉外委員会の皆
様、お疲れ様でした。そして事務局員の鈴木さん、貴女
の献身的な仕事がなければ2013年度事務局はありません
でした。ありがとうございました、お疲れ様でした。

弘前白神プロモーション委員会　　　　
担当幹事　笹　森　聖　博

　「2013年度を振り返って」と言われても、思い出せな
いくらい内容の濃い一年でした。
　事業を振り返っても過ぎた事は戻ってこないので、委
員会メンバーに一言ずつ送ります。
　小山内副理事長、今までありがとうございました。あ
なたの下で本当に良かったです。秋元委員長、頼りにな
らない上役でごめんなさい。あなたのこれからのご活躍
を見守っています。黒部さん、ずっと友達でいて下さ
い。齋藤君、あなたと出会えたことが今年一番の収穫で
した。尾崎君、お世話になりました。あなたの熱い心、
尊敬しています。福井君、一年間お疲れ様でした。あな
たの冷静な分析がとても助かりました。相内さん、私の
事をJCに入れてくれて本当にありがとうございました。
工藤先生、これからも家族でお世話になります。大井
君、委員会でのムードメーカー役、ありがとうございま
した。三浦君、齋藤君の事を来年も助けてあげて下さ
い。石澤さん、成田さん、本当にお世話になりました。
るり子姉さん、一生付いていきます。委員会は違います
が、川嶋君、あなたのチャラさはずっと残して下さい。
中里君、「酒」は程々に。前田君、ずっと「出来る男」
でいて下さい。原田君、徳差さん、杉澤さん、山崎さ
ん、本当にありがとうございました。皆さんがいてくれ
たから、今年の事業を無事終える事が出来ました。本当
に感謝しています。
　最後に、清藤理事長、私にこんな大役を任せていただ
き、本当にありがとうございました。そして、一年間本
当にお世話になりました。感謝しています。　
出来れば、目立たない所でそっとＪＣ活動をして卒業年
度を迎えたかった、笹森でした。
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青少年委員会担当幹事　斉　藤　勇　太

　今年度を振り返ると、大変濃い1年間でした。年間５
本の事業を行い、休む期間がまったく無く常に事業の段
取り・実施していた様な気がします。
メイン事業のねぷたでは、小屋を建てた日から運行日ま
で、毎日夜遅くまで製作・運行の打ち合わせをし、時に
は飲みながら仲間と馬鹿話をし大変ではあったが、楽し
い時間を過ごしました。また高校生も笛・太鼓の経験者
がほぼいない中、1ヶ月間の練習でマスターできたのは、
担当させた立也・クッシーのお蔭でした。製作では泉
谷・吉川を筆頭にメンバーを動かし無駄なく出来たこと
は、彼らが今後理事なって行く上ではいい経験になった
と思う。
　まんじ札事業では、段取りが悪く参加店舗の方、収集
していた方にはご迷惑をかけました。ねぷた事業と重
ねっていたとはいえ、担当幹事としてサポートが出来な
かったことは反省し、次年度は気をつけながら頑張って
いきます。
　復興支援事業では、現地への視察・提供品の開発・販
売等、高校生が多くの体験をすることで、被災地域に対
する考え方・係り方を再度考える事が出来たのではない
かと思う。
　最後は卒業式事業です。我々の委員会から圭介さん・
原田さんの２名が卒業されます。2名とも今年度だけで
なく、昨年度・一昨年度と一緒の委員会で頑張ってきた
ので、JC生活の中で、一番思い出に残るようなものに
したいです。
　最後に、野村委員長あなたにはかなり、泣かされ・仕
事をつぶされましたが、これを経験に次年度は人の上に
立つ者として、もう少し自覚を持って進めてもらえばと
思います。しかし、年間５本の事業をこなしたのは頑
張った証ですので、今後の自分に活かされると思います
ので頑張ってください。本当に１年間お疲れ様！！

会員開発委員会担当幹事　工　藤　順　敬　

　今年度を振り返ると結果が求められる1年でした。
目標が30名入会、更には日本ＪＣの褒賞で拡大率上位に
与えられるゴールデンゴングを狙う。正直そんなの不可
能ではないかと思っておりました。
　目標があまりにも大きいと人間誰しも怯んでしまうも
ので、最初はあまりやる気が無く、
なるようにしかならない的な感じの会員拡大運動を展開
しておりました。
　しかし、委員長である坂本貢君のありあまる率先した
行動力、何人にも負けないくじけ
ない心につられて私もいつの間にか会員拡大運動にどっ
ぷり協力するようになっていきました。
　結果は23名の入会ということで当初の目標に7名ほど

足りず非常に悔しいですが、
　ここからが大事なのだと私は思います。この動きを来
年、再来年と半永久的に続けて
　いかなければ会員拡大運動の意味は無いと思います。
兎にも角にもそんな運動へ微弱ながらでも協力、携われ
たことに感謝しております。ありがとう。

地域のリーダー育成委員会担当幹事　三　國　典　央

　2013年度、地域のリーダー育成委員会の担当幹事を務
めさせていただきました三國典央です。今年度地域の
リーダー育成委員会では、「例会」と「HIROSAKIコミュ
ニティーミーティング」の2つの事業をメインに1年間活
動してまいりました。
　例会では、「地域のリーダーとして進んでいくために
自分達には何が必要なのか？」をテーマに、メインタイ
ムを担当する４回の例会にて、講師を招いての講演やメ
ンバーでのディスカッションを行いました。また、
HIROSAKIコミュニティーミーティングでは、全3回の
ミーティングにおいて、市民の皆様と一緒に「弘前の未
来」について真剣に考え、グループミーティングやグ
ループごとの意見発表を行いました。
　いろいろと気づきの多い充実した1年間になりました。
特にコミュニティーミーティングでは市民の皆様、特に
高校生・大学生の発想の豊かさや考えの深さに目を見張
り、感服することが何度もありました。今年度の経験を
糧にして、また1つ自分をステップアップさせてこれか
らも頑張っていきたいと思います。

総務渉外委員長　三　宅　志　保

　2011年に入会し、若輩ながら、2013年は総務渉外委員
長を拝命致しました。1年前、JCのなんたるかもわから
ないまま候補者会議が始まり、理事候補者会議を運営
し、議案を書くことでいっぱいいっぱいだった事を思い
出します。理事会や総会がスムーズに運営できず、反省
する事も多々ありました。その際には理事メンバーを始
めとする多くの方々にご迷惑をおかけし、申し訳ありま
せんでした。また、いろいろと助けていただき、ありが
とうございました。総務とは目立たない存在ですが、弘
前JCがどのように運営されているかを知り、私にとっ
て貴重な体験をすることができました。
　また、渉外事業を企画し運営する事で、LOM以外で
のいろいろな交流を持つことができ、とても刺激的な一
年でした。渉外事業の醍醐味は、弘前を離れ、ほかの土
地を訪れる事で弘前の魅力を再発見できる事にあると思
います。また、そこで出会った方々から受ける影響は弘
前JCにとっても、個人にとっても、きっとプラスに働



85

く事と思います。この経験で得た事を、より多くのメン
バーに知ってもらい、渉外事業への参加率を上げていけ
るよう今後とも努力していきたいと思います。
　最後に、総務渉外委員会を支えて下さった多くの方々
に心より感謝いたします。ありがとうございました。

弘前白神プロモーション委員長
　秋　元　駿　一

　ありがとうございました。
　今年１年間を振り返ると、自分としては皆さんに支え
られた1年間であったと思います。白神事業でバタバタ
と年初から、小山内副理と笹森幹事を引っ張り出し吹雪
の中打ち合わせに行ったり、行った先で門前払いされた
りとしょっぱなで厚い壁に当たりました。
しかし多くの方々のご協力を得てなんとかカタチにする
ことができました。
　わげものビジョンの実現化においては、会議をやりま
したがその後の実現へ向けての取り組みが、時間に追わ
れ多くできなかったところは反省すべきところだと感じ
ております。
　今年実現できたことはわずかでしたが、出会った方々
と親交が深まり、声をかけてよ！と言われる関係になれ
たことは本当に良かったと思っています。
　落合博満講演会では、白神の事業と時期が被り、詰み
将棋のように時間がなくなっていきました。しかし事前
準備から当日運営までとメンバーに助けられました。
　最後にＣｒｏｓｓ．Ｓ。私の力不足により最後がつ
まってしまいました。申し訳ありません。会社にもいか
ず事務局と家の往復がメインとなりました。（会社の皆
さんありがとう）日付が近づくにつれて私だけでなく、
事務局に来るメンバーが増えてきました。一緒に深夜ま
で何日も…子供を寝かせてから駆けつけてくれたりと、
本当にありがとうございました。皆さんがいなければこ
の事業はできなかったと思います。小山内副理、色々と
ご心配おかけしました本当にありがとうございました。
笹森幹事、卒業年度に最後まで助けていただきました。
大人を学びました。

　人生32年間で最も人の心に触れた1年間でした。
　ありがとうございました。

青少年委員長　野　村　太　郎

　2013年度、青少年委員会委員長を勤めさせていただき
ました野村太郎です。当委員会は本年度、青少年育成事
業として「未来の津軽人育成事業」「ＪＣねぷた事業」

「平成まんじ札事業」「復興支援事業」の４つの事業を展

開いたしました。各事業とも弘前の未来を担う青少年世
代に弘前の歴史、伝統を伝えることで己が故郷を愛し、
守っていこうという思いを醸成してもらうことを目指し
てまいりました。初めての委員長でもあり、実施段階で
様々な不手際、もたつきがあり反省ばかりが積みあがっ
ていくといった有様でありました。自らの至らなさを思
い知ったところでありましたが、事業に参加してくれた
高校生を中心とする皆さんからは「参加してよかった」

「前より弘前が好きになりました」といった感想を多く
頂くことができたのは満足であると考えます。青少年育
成事業は一朝一夕で上手くいくものでもありませんし、
結果がすぐに出るものではない事業です。しかし一方で
10年20年経ってから素晴らしい花を咲かせうるという

「夢」がある事業でもあります。いつの日か「自分が弘
前を支えていこうという志を持ったのはＪＣの青少年事
業がきっかけだった」といってくれる人物が現れるのを
夢見て本年度の事業の総括としたいと考えます。一年間
ありがとうございました。

会員開発委員長　坂　本　　　　貢

　2013年度は近年課題となっていた会員拡大事業が担当
でありました。外部アドバイザーとして、会員拡大に成
功してこられた花巻ＪＣのＯＢ伊藤泰尚先輩から多くの
アドバイスを頂き、新加入会員数23名という実績を残す
ことが出来ました。
　成功の要因のひとつは、会員拡大リストを徹底して掘
り下げたことです。会員全体ミーティングを数回行い、
拡大リストを100名近くまでリストを増やし、一つ一つ
丁寧に訪問することで入会者を増やすことが出来まし
た。
　会員拡大の新たな試みとして、ＯＢ諸先輩との交流か
ら新会員の情報をいただきました。また新加入会員が新
たな会員情報をもっており、新たな会員情報が会員拡大
大きな要因の一つでありました。会員拡大は、会議所が
ある限り行うべき大事な活動です。今年のいい点をなる
べく引き継いでほしいと願います。
　新人研修もおおくの新加入会員がおり、例年以上に活
気ある新人研修が実施でき、講師の方々にも心から御礼
申し上げます。
　この一年自分なりに必死に走り回った一年でありまし
た。多くの方々のご協力とご理解があり活動できたと感
じています。この一年大変お世話になり心より感謝申し
上げます。
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地域のリーダー育成委員長　白　石　将　一

　地域のリーダー育成委員会の委員長を務めさせていた
だきました白石です。私は「例会の企画・運営」、「官民
共同中心市街地活性化事業検討事業」、「わんぱく相撲の
検討調整」の３つの事業を担当させて頂きました。例会
の企画・運営では、地域のリーダー育成プログラムと銘
し、計４回のプログラムを運営させて頂きました。３名
の講師にお越しいただいて、地域のリーダーについての
ご講演を頂き、我々が目指すべき姿を再確認することが
出来ました。官民共同中心市街地活性化事業検討事業で
は、HIROSAKIコミュニティミーティングを計３回開
催し、市民の皆様と一緒になって弘前の地域を活性化さ
せるプランを考えました。わんぱく相撲の調整検討で
は、五所川原青年会議所の会員enjoy委員会と共催で、
わんぱく相撲LOM大会を開催し、各学年上位２名を引
率し全国大会に参加することが出来ました。これらの事
業を通じ、様々な方々と交流することが出来、得難い繋
がりを得ることが出来ました。この度得られた人の輪を
宝とし、今後のJC活動に活かしていければと思います。
拙い運営で様々なご迷惑をお掛けいたしましたが、１年
間委員長として活動出来た事をとても嬉しく思います。
支えて下さった多くの皆様に感謝申し上げ、次年度以降
も頑張っていきたいと思います。１年間誠にありがとう
ございました。
　

監事　鎌　田　法　丈

　監事とは、法人・団体の保有財産及び理事の業務執行
を監査する機関又は役職であります。公益社団法人と
なった当弘前青年会議所においては２年任期であり、
2013年度がその１年目でした。
　2013年度は例会、理事会、総会において最後に時間を
いただき皆さんに姿勢を正してもらい一言挨拶を述べさ
せていただきました。それとはもうひとつ個人的に行っ
ていた事は、青年会議所の活動、地域のイベントや全体
事業として町ぐるみで参加している事業など多くにいち
メンバーとして参加させていただきました。監事という
役職に甘んじる事無く、多くのそういった活動に一緒に
参加して、見て感じることでより多くの気づきを得られ
ました。
　次年度も引き続き、弘前JC活動の業務執行を表面的
なものだけではなく、根本にあるより大事なものを見て
いくことが必要とされます。そして、それを言葉に発し
次世代の青年に繋いでいきたいと思います。

監事　三　上　富　裕

　2013年度振返りとして、震災後の時代を築く為に組織
として進化しながら行動していかなければならないその
為に人作りとして弘前青年会議所メンバーが覚悟と責任
をもった行動力のあるJCになることが必要だと感じ若
い世代に先輩たちより受け継がれてきた大切なことを伝
え共に知恵を振り絞り弘前青年会議所運動に貢献する事
を監事としての職務をまっとうしていくという思いで一
年間やってまいりました。どこまで達成できたか分かり
ませんがメンバーに少しは覚悟と責任を持った行動力が
必要だと伝えられたと思います。一年間ありがとうござ
いました。

公益社団法人日本青年会議所　
規則審査会議　副議長　太　田　厚　仁

　2012年度専務理事を務め、その経験を活かし2013年度
公益社団法人日本青年会議所規則審査会議副議長として
出向させていただきました。全国から同志が集うことで
多角的な視点で物事を捉えることができ、日本JCのコ
ンプライアンスを審査することができました。また、自
分も学ぶ機会となり、LOMへも還元できたのではない
かと思います。特に公益社団法人格としての定款につい
て、弘前JCも公益法人格に移行する際に苦労はしまし
たが、2年経つ今でも変更を重ねております。移行して
から日本JCで定款変更をしたところについて2013年度
弘前JCへも還元できましたが、2013年度で変更できな
かった部分は2014年度に変更をかけていきたいと思いま
す。
　日本JCへの出向の魅力は、専門的に学ぶことができ
るし、何と言っても日本中に仲間ができることだと思い
ます。お金と時間を使いますが、使う価値のあるところ
だと私は思います。確かにLOMは大事だが、広い視野
を持つためにも日本JCへの出向をお勧めします。灯台
下暗しというようにLOMだけにいれば地域のことが案
外わからない状況にあるかもしれません。しかし出向す
ることによってLOMや地域のことが見えてくることも
あるかと思います。是非出向する機会があるなら機会を
逃さないでください。この機会をくれたLOMや家族、
そして出会えた仲間に感謝します。ありがとうございま
した。
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公益社団法人日本青年会議所青森ブロック協議会
前進あるLOM確立委員会　　　　

委員長　佐　藤　　　譲

　日本青年会議所全体を見ても近年多数の卒業生を輩出
し会員が３万人台に突入するという状況の中で「明るい
豊かな社会」の実現に向けて精力的かつ持続的なＪＣ運
動を展開していくため、青森ブロック内各会員会議所が
会員減少という問題を危機と捉え、一人ひとりが会員拡
大意識の高揚と、意義、目的を理解し早急に対応する必
要がありました。
　その中で、自分たちの地域の「明るい豊かな社会」の
実現に向けて精力的かつ持続的なＪＣ運動を展開してい
けるように、メンバー一人ひとりが会員拡大意識の高揚
と、その意義、目的を理解する必要があります。組織と
しての力をより強固にするためは、地域の未来を創造す
る人を増強し、意識変革団体としての基本運動との想い
を伝え、地域において必要とされるメンバーを一人でも
多く集め、本気で地域の未来創造へ寄与して行く事であ
る。それこそが基本運動＝会員拡大運動である。
　しかし、会員拡大運動とは入れるだけでは駄目です。
共に学び共に笑い共に感じ、共に共感できる地域のリー
ダーにしなければならない。
　一つの区切りとして、1月1日時点で381名でしたが、
10月31日時点で502名になり12月31日予測として509名、
年間純増数で128名33.59％の純増率となり、本年卒業生
が68名2014年度スタート時で441名スタート予測になり
ます。
　前進あるＬＯＭを確立するために組織としての成長と
一人ひとりの意識変革が必要です。ＪＡＹＣＥＥ一人ひ
とりが意欲的な行動力を呼び起こし、地域を照らす燈火
となり、夢と希望に溢れた意欲に漲る力強い青森を築き
上げることで「勇壮なる日本」を創造します。

公益社団法人日本青年会議所青森ブロック協議会
財政局長　三　上　富　裕

　震災後の時代を築く為に組織として進化する為に青森
ブロック協議会の財政局の進化の担い活動する必要があ
ります。その為総務委員会と共同し組織進化の為県内
LOMのニーズに対応した支援また公益社団法人等運用
セミナーを実施各LOMの公益性の進化の一助となるべ
く運営基盤の支援をしてきました青森ブロック協議会の
財政局として各LOMの会計の指導助言などを積極的に
行ってまいりました。そして青森ブロック協議会の財政
局として適正な会計処理をしてまいりました。

全国城下町青年会議所連絡協議会
監事　藤　田　あつ志

　長い間の城下町畑にもどっぷり浸かり、ようやく卒業
前の最終ミッションである監事の重責も無事に終えるこ
とができました。この城下町弘前のカンバンを背負って
出向させていただいた、どこかおなじ匂いのする全国の
城下町の仲間たちは、私にとっても、弘前にとっても、
かけがえのない「つながり」となることができました。
いまある地域の宝を最大限に活かす。そして、地域に眠
るまだ見ぬ多くの価値を呼び覚ます。そんな、地域の主
体性が日本を元気にし、日本本来の魅力を取り戻すこと
になる。
　年始の京都での総会において、「これからは、全国の
城下町がそれぞれのまちの魅力を率先して世界に示して
いかなければならない。」と、日本における“新しい城
下町時代”の幕開けであることを監事として次代の方向
性を示唆しました。
　10月に奈良で開催された役員会においては、2020年東
京オリンピック・パラリンピックが日本で開催されるこ
とについて、すでに30余年の全城連の歴史を紡いできた
城下町同士の“つながり”をもとに、今一度それぞれの
まちの磨き上げを推し進め、オリンピック開催の機運
を、おもてなしの心と共に全国の城下町が率先して高め
て行こうと伝え、その中で、東日本大震災による甚大な
被害や、全国で発生する自然災害における被害から、そ
の復興がすべての基礎となることも申し添え、国際化、
情報化、少子高齢化など、日本のおかれているキーワー
ドも背景に、全城連加盟青年会議所が一体となって、今
後のまちづくり在り方に一定の気づきを得るように監事
の職責を進めさせていただいた。
　このようにして、全城連加盟地域がもつ特有の課題を
広く掌握し、それらを日本全土の城下町が共有し、それ
ぞれの地域が意欲的な見解で切り拓き、明るい心豊かな
日本の創造へ向けて前進できるよう、微力ながら小生な
りの最善を尽くして役割を担わせていただくことができ
ました。
　結びに、卒業にあたり全城連での全国の皆さまとの
“つながり”を今後も大切に、ＯＢたちと共々に、今後
の現役たちの進める城下町のまちづくりを支援してまい
りたいと思います。出会って下さいました多くの皆さま
に心からの感謝を申し上げ御礼の言葉と致します。あり
がとうございました。
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公１ 地域社会の健全な発展
　　 に寄与する事業

●委員会名：弘前白神プロモーション委員会
●事 業 名：夢を目指す君たちへ
 ～ Never give up on your dream ～
 落合博満氏　講演会
●意義・目的：昔の地域（以下まち）では町内会ごとにねぷ

たや催しを行い、地域の連帯感の中で道徳
や社会性を学び、子どもたちも親も成長す
ることができた。しかし現代社会では地域
への関心や近所同士の連帯意識が薄れ、子
どもたちも親も社会性を身につける機会や
道徳を教わる機会が失われている。こんな
時代の中で次代を担う子どもたちは「夢」
と「希望」を持って地域の未来を支える人
財となるのでしょうか。子どもたちが「夢」
と「希望」を持って未来へ向かって走り続
けられるためには、成長を支える家族と地
域が必要である。地域に連帯感や思いやり
ある人間関係の大切さを気づかせる場を創
出し、地域の未来を支える思いやりと感謝
の心を持った青少年を育成する。

●実施日時：平成25年10月13日（日） 午後4時 講演開始
●実施場所・会場：青森県武道館　主競技場
●対 象 者：青少年、弘前市民、その他
●参加人員：919人（大人　７３８人　小人　１８１人）
●外部協力者：関西経営管理者協会
 弘前スポーツ・レクリエーション祭実行委員会
 HIROSAKI市民球団プロジェクト　弘前アレッズ
 高校生ボランティア
 弘前市体育協会（青森県武道館）
●方法手段：実動員数（半券計数）

大人 小人 合計
1 ローソンチケット 223 13
2 手売り・プレイガイド 475 103
3 ゲッティ 20 0
4 招待者（野田村） 20 65

合　計 738 181 919

チケット実販売数
大人 小人 合計

1 ローソンチケット 238 12 250
2 プレイガイド 284 91 375
3 手売り 439 156 595
4 当日券 90 10 100

合　計 1051 269 1320

ボランティア人数
12日　　　　　　　　13日

項目 人数 項目 人数
1 JCメンバー 12 1 JCメンバー 22
2 高校生 35 2 高校生 35

合計 47 合計 57

●スケジュール：
１月　講師選定　
２月　講師選定
３月　講師選定　スポレク祭協働交渉
４月　講師選定　スポレク祭へ資料提出
５月　講師選定
６月　講師選定　スポレク祭実行委員会参

加　チラシ・ポスター
７月　講師決定　チケット販売手続き・手

売りチケット作成開始
８月　　　　　　チラシ・ポスター・手売

りチケット作成完了　市
内各所に配布・掲示
チケット販売開始　スポ
レク祭　打ち合わせ
広報活動

９月　講師との最終打ち合わせ　広報活動
10月12日　前日設営　１８時～２１時
10月13日　設営並びに講演会
　　　　　開催　９時集合準備　～19時半
　　　　　撤収完了

開始 終了 次　第
16：00 16：01 司会者挨拶
16：01 16：05 主催者挨拶
16：05 16：10 講師入場
16：10 17：20 講演
17：20 17：35 質問コーナー
17：35 17：40 講師退場
17：40 17：55 抽選会
17：55 18：00 終了
18：00 19：30 撤収完了

●事業目的の実現と成果：
当日落合氏講演会に非常に多くの方々に来
ていただきました。
ご自身の体験を元に努力してきたことや逆
境等様々な経験談を元に講話されていまし
た。
子どもたちは講師の講話を聴いて、夢をよ
り現実として持つことができたのではない
かと思う。
また、大人たちにおいても、講師は最近の
大人は叱り方が下手だ等、大人としての躾

2013年度　　事　業　報　告
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についてや人を育てることの考え方につい
て述べられていた。

●次回への引継事項：
講師選定時期は早めに決めたほうが良い。
予算がかかっても広報活動は最低限必要で
ある
ゲッティは思った以上に利用者が少ない。
リンクステーションの配券管理はすごく役
に立った。
スポレク祭との共同をこちらから再度お願
いした形となったので、次年度必ず筋を通
してください。
ポスター配布リストは他の委員会とのリス
ト共有が図れればよいと思う。
後援依頼の文章は団体によって、ＪＣの依
頼文の他に、各社独自の形式を記入/提出
する必要がある.
販売戦略はきちんとシナリオを描いて行っ
た方が良い.
会場内は広いので１点で管理するよりも各
担当リーダーに任せる形がよい

●委員長所見：まずは、講師選定をギリギリまで待ってい
ただいた、理事の皆さまに感謝申し上げま
す。
講師選定に時間がかかり、その後の行動に
大きく支障をもたらしてしまいました。最
初広報費用を削減していただけに、足を
使ったポスターの配布展開を行いました。
チケット販売においても、序盤苦戦を強い
られていましたが、メンバーの皆様に販売
していただき、開催直前には、ＣＭや中日
ドラゴンズのＧＭ就任のニュースがタイム
リーに報道され、動員を後押ししました。
しかしながら、全体として子どもたちが少
なかったのは反省すべき点であります。
アンケート結果を見ても大人が多く来場し
ていた.特に30代～40代の小さい子を持つ
親の世代が多く来ていました。これは親と
子の事業として、親の世代が多く来ていた
だいたことでこの地域でもっと夢について
考えていただけるきっかけになれればと思
います.
また、事業には非常に多くの方々に支えら
れましたこと、この場を借りて感謝申し上
げます。
私自身、この事業を通じ、来場された方々
にとって100％良い結果だったかはわかり
ません。
しかし、熱心に講師に耳を傾けメモをとる
生徒と、少し変化球の効いたトークに夢中
になる大人を見て、この事業を担当させて
いただき本当に良かったと思っておりま

す。感謝申し上げます.
本当にありがとうございました.

●決 算：¥1,939,707

●委員会名：弘前白神プロモーション委員会
●事 業 名：～わげものビジョン～市民協働推進会議
●意義・目的：2012年度事業「HIROSAKIコミュニティー

ミーティング～わげものビジョン～」にお
いて様々な立場・年代の方々が意見を交わ
し、今まで表面化しがたい様々な課題が議
論・共有され、そして多くの事業案が考え
られた。私たちはこの2012年度事業で多く
の市民が自らの住む地域（まち）について考
え「実行したい」という思いを知ることが
できた。青年会議所はこの事業案をしっか
りと育てていく責任と使命がある。今後は
青年会議所が地域の架け橋となり、市民が
参加し行動する地域（まち）を目指し、様々
な方との協働を見据え、生まれた事業案を
一つでも多く実現することを目的とする。

●実施日時：適時
●実施場所・会場：
 弘前市総合学習センター　視聴覚室
 弘前公園・土手町コミュニティパーク
●対 象 者：弘前市民、各団体、2012年度ＨＩＲＯＳＡ

ＫＩコミュニティミーティングに参加した
方

●参加人員：25名
●外部協力者：弘前大学北原研究室
●方法手段：わげものビジョン事業化
 ①わげものビジョン事業化　２回

委員会に参加した市民の方々が企画した
プロジェクト
実行日時：平成25年4月20日（土）　13：
30～15：30

②弘前さくら色プロジェクト
委員会に参加した市民の方々が企画した
プロジェクト
実行日時：平成25年４月28日～５月５日

（さくらまつり期間中）
参加者：300名
方法手段：

「弘前さくらまつり」期間中に「さくら色」
の何かを身につけて、みんなでまつりを
盛り上げよう！

（わげものビジョンで56歳男性の方が考
案した『弘前カラー大作戦～まちなかを
弘前カラーの服で染めよう』が原案）
５月４日に弘前追手門にてさくら色を身
に着けた参加者で記念撮影（約50名参加）
周知方法：フェイスブック
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③Cross.S
Cross.S事業を参照

●スケジュール：
１月　わげものビジョン事業の精査　実行

委員会　組織準備（委員会内）
２月　わげものビジョン事業の精査　　　

実行委員会　組織準備（委員会内）
３月　わげものビジョン事業の精査　　　

実行委員会　組織準備（外部への周
知）

４月　第１回　委員会の開催
５月　事業実施（さくら色のプロジェクト）
６月　第２回　委員会の開催
11月　事業実施（Cross.S）
12月　ＪＣ次年度への引き継ぎ等

●事業目的の実現と成果：
まずはじめに第１回の委員会の開催を行
い、市民の皆さまと前年度の事業について
精査いたしました。熱い議論を重ね、その
結果として自発的に市民の皆さまが行動
し、「さくら色のプロジェクト」としてわ
げものビジョンの事業を事業化することが
できました。これは単年度で終わるもので
はなく、市民の皆様の力で継続可能な事業
として根付いていくものと考えておりま
す。また、私たちJCが架け橋となってい
くことができた第１歩目であったと考えま
す。またCross.Sにおいても、秋に対して
のイベントの構想や土手町でのわげものの
活性化という意見がある中で合致し、実施
することができたと考えております。

●次回への引継事項：
市民と共に行動するにはきちんと事業案を
示した後でないといけない。
委員会という形の運営は管理をきちんとし
ないといけない。
事業によっては予算がかからない場合もあ
るので、事業精査の段階で計画する必要が
ある。

●委員長所見：まずは様々な方にご協力を賜り、ここに感
謝申し上げます。事業はJCとして意見を
きちんと順序立てて、市民の方々を招致し
ないと厳しいと思った。今回、市民の方々
から自発的に行動が起こされたことは、
我々が想像していた以上にうれしく、それ
と同時に管理が難しかった。私たちが市民
の意見を伺い実行するのではなく、市民の
意見を市民と一緒に行動していくのだと感
じた。

●決 算：¥17,432

●委員会名：弘前白神プロモーション委員会
●事 業 名：環世界自然遺産サミット～知床・白神・小

笠原・屋久島　いま　つながる～
●意義・目的：豊かな生態系、類稀なる姿のままで守られ

てきた。人が自然を想い在るものすべてに
感謝し、紡がれてきた雄大な自然。人類の
宝、それが世界自然遺産。今ここに個性に
満ち溢れた、雄大な大自然を有する知床・
白神・小笠原・屋久島が集います。世界に
讃えられた日本の自然。今まで成す機会を
得なかったこの試み。いまここで、共に手
と手を取り合い、一歩を踏み出す。それが
この先、大きな道になり、その道が環とな
り魅力となり「日本ブランド」＝「おもて
なしブランド」へと繋げていく。

●実施日時：９月21日（土）～22日（日）
●実施場所・会場：

岩木文化センター あそべーる（弘前市）及
び暗門の滝自然観察教育林周辺（西目屋村）

●対 象 者：環世界自然遺産関係者及び一般市民
●参加人員：サミット　160名

案内板　除幕・白神山地トレッキング　40
名

●外部協力者：共 催
弘前市、西目屋村、
弘前・西目屋エリア白神山地世界自然遺産
登録20周年記念事業実行委員会
　後 援
青森県、鰺ヶ沢町、深浦町、斜里町、小笠
原村、屋久島町、一般社団法人青森県ユネ
スコ協会、知床観光協会、小笠原観光協会

（父島）、小笠原母島観光協会、屋久島観光
協会、弘前商工会議所、公益社団法人弘前
観光コンベンション協会、目屋観光協会、
公益財団法人知床財団、公益財団法人小笠
原協会、公益財団法人屋久島環境文化財
団、一般財団法人白神山地財団、（株）東奥
日報社、（株）陸奥新報社、白神の魚普及実
行委員会、ユースサミット弘前、社団法人
斜里青年会議所、屋久島青年会議所（順不
同）

●方法手段：基調講演（対談）
ねらい：造園家で日本の伝統的景観に造詣
の深い涌井史郎氏とＣＳＶ（共有価値の創
造）論を唱え、全国の地域再生に取り組む
赤池学氏の対談を通じて、自然遺産の価
値、まちづくり、環世界自然遺産の連携意
義を発信する。
サミット
・パネルディスカッションを行う。
・メインコーディネーターは涌井史郎氏
・サブコーディネーターは赤池学氏
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・パネリストは各地から2名
・テーマは２つ
　①世界自然遺産の来し方・活動
　　【涌井さん・パネリストとのトーク】
　②日本各地世界自然遺産の魅力・強みは
　　何か、また今後のまちづくり・ひとづ
　　くり
　　【涌井さんのコーディネイトを基に赤
　　池さん・パネリストとのＣＳＶトーク】
　　最後の涌井さんにまとめてもらう
ねらい：世界自然遺産という資本経済（自
然資本経済）を基軸とした地域の在り方と、
自然遺産を有する地域が連携することで拡
がる未来像を各々の視点から議論し、得た
ものを持ち帰り活かしてもらう。

「菅江真澄の辿った杣道」案内板除幕式及
び白神山地トレッキング
・菅江真澄の歩いた古道の再生に向け、案

内板を寄贈
・白神山地を歩くことでの白神の可能性を

探る
ねらい：実際に我々の地域の世界自然遺産
白神山地にて、白神山地の可能性を探るこ
とで世界自然遺産の価値を肌で感じてもら
い、未来への活路を見出すきっかけを創造
する。
記念切手事業
・「白神山地」と題し弘前市・西目屋村の小・

中学生及び高校生から切手のデザインを
募集する。

・弘前市長賞、西目屋村村長賞、公益社団
法人弘前青年会議所理事長賞を決め、賞
に入ったデザインを切手シートにする。

ねらい：小・中学生及び高校生にデザイン
を考えてもらうことで、白神に興味を持っ
てもらい、子供たちへも世界自然遺産地域
に住んでいるという意識の醸成につなげた
い。

● スケジュール：
７月下旬　内容の確定・予算の確定・関係

者との調整
８月上旬　案内文・依頼文の発送等
８月中旬　挨拶まわり・関係者と綿密な打

ち合わせ
９月上旬　各種取り纏め

９月20日（金）　サミット前日　会場設営　
　　　　　　　13：00～21：00
９月21日（土）　サミット当日

時間 所要 内容 備考

9：00 120分 集合・
会場準備 JCメンバー

11：00 60分 リハーサル 出演者
打ち合わせ

12：00 60分 開場
出演者と
市長懇談
ランチ

サミット
13：00 １分 開会

13：01 ５分
主催者
挨　拶

（理事長）
理事長
清藤洋介

13：06 ５分
開催地
代表挨拶

（弘前市長）

市長代理
観光振興
部長
高木伸剛

13：11 ２分 お祝い
メッセージ

東北森林
管理局
津軽森林
管理署長

13：13 ２分 祝電 三浦
雄一郎様他

13：15 10分 記念切手
表彰式

弘前市長賞、
西目屋村長、
理事長賞
授与

13：25 ３分 オープニング
映像

※記念切手表彰者：
　弘前市長賞：

 南中学校3年　斎　藤　はなか
　西目屋村長賞：
 西目屋小学校6年　堀　川　　　心
　弘前青年会議所理事長賞：
 南中学校3年　対　馬　紗　奈

13：28 １分 講師入場・
紹介（2名）

13：29 40分

基 調 講 演
（ 対 談 ）
■日本の世
界自然遺産
と は（ 魅 力
な ど ）　　
■世界の世
界自然遺産
とは（比較）
■日本の世
界自然遺産
の持つポテ
ン シ ャ ル

（共生した、
ま ち づ く
り・ひとづ
くり・可能
性 な ど ）　

日本の各地
世界自然遺
産について、
魅力をお話
しいただく。
そ れ か ら、
それぞれの
講師による
世界の世界
自然遺産の
豊かさ（まち
づ く り・ ひ
とづくりな
ど）と日本と
の 比 較。 最
後に共生し
た世界自然
遺産との関
わりを考え
た 上 で、 日
本の世界自
然遺産の可
能 性 と は。
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14：09 １分 講師退場

14：10 ５分 休憩＆準備

14：15 ２分
講師入場

（10名）
講師紹介

14：17 100分

パネルディス
カッション
テーマ１：
世界自然遺
産 の 来 し
方・ 活 動
テーマ２：
日本各地世
界自然遺産
の魅力・強
み は 何 か、
また今後の
ま ち づ く
り・ひとづ
く り（ 現 状
の 課 題 な
ど ）

なぜ世界自
然遺産を取
得 す る に
至 っ た の
か？ 自 然 を
支 え た 心？
市 民・ 町 民
にとっての
世界自然遺
産 と は？ 想
い と は？ を
涌 井 さ ん・
パネリスト
とのトーク
を し、 日 本
各地世界自
然遺産の魅
力・ 強 み は
何 か、 ま た
今後のまち
づ く り・ ひ
とづくりと
は を、 涌 井
さんのコー
ディネイト
を基に赤池
さ ん・ パ ネ
リストとの
ＣＳＶトー
ク を す る。
各地まちづ
く り・ ひ と
づくりに対
す る 意 見。
そして世界
自然遺産と
共生し遺産
を 持 つ 地
域・ 人 が 繋
がる事で何
を可能性と
して秘める
か、 そ し て
それを活か
していく為
に は。 ま と
めとして涌
井さんのお
話しいただ
く。　　　

15：57 １分
ビジョン・
ミッション
準備

ビジョン・ミッション披露
15：58 ２分 サミットの趣旨説明
16：00 ２分 ビジョン・ミッション

披露
16：02 １分 エンディング映像
16：03 １分 閉会・交流会のご案内

交流会　　会場：ホテルニューキャッスル
白神の魚　旨いｄｅＳＥＡに参加（主催：
白神の魚普及実行委員会）
　18：00　開会
　20：00　閉会
９月22日（日）　「菅江真澄の辿った杣道」
案内板除幕式
　10：00　アクアヴィレッジANMON集合
　10：05　除幕式開式 会式のことば 司会
　10：06　弘前青年会議所理事長挨拶
　　　　　理事長　清藤洋介
　10：10　弘前市長挨拶　市長代理
　　　　　国際広域観光課長 福田実
　10：14　案内板除幕
　　　　　除幕者：市長・村長・理事長
　11：16　西目屋村長謝辞　村長　関和典
　10：20　除幕式閉式 閉式のことば 司会
　　　　　白神山地トレッキング
　10：30　ブナ林散策
　12：00　終了解散

●事業目的の実現と成果：
今までは役所や環境系諸団体によって似た
りよったりの会が重ねられてきたと思いま
す。しかし今回の環世界自然遺産サミット
は、弘前青年会議所が主催であったことに
意味がありました。それは日本で初めて経
済も視野に入れた世界自然遺産の関係者、
特に民間団体が多く一堂に会したこと。そ
して将来に、世界遺産に深くかかわる地域
がどのような課題解決に向き合うべきかを
発見し、明示できたこと。さらに白神山地
を愛する弘前市民に改めて蘇生価値を認識
いただいたことであります。またコーディ
ネーターをはじめ、パネリストの方々との
繋がりを持てたことが必ずや大きな道とな
り魅力となり日本ブランドに繋がっていく
と皆が確信した事業となりました。

●次回への引継事項：
・まずは、世界自然遺産を有する地域に協議

会を立ち上げてもらう。そしてその協議会
でどのような方向で世界自然遺産を盛り上
げていくか協議してもらう。その協議会の
代表者をサミットのパネリストとして招聘
し、開催したほうが良い。

・実際に地域での協議会の運営はその地域に
任せるが、環世界自然遺産サミットの事務
局は周年ごとに持ち回りしたほうが良い。

・サミットの開催には資金がかかるため、資
金調達も各地域の協議会にて協議してもら
い、持続可能な運営を心掛けてほしい。

●委員長所見：当初の想いは世界自然遺産の地域が繋がれ
ば日本で初めての試みであるし、可能性が
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広がると思い計画しました。共生という
テーマで、準備をし各地の世界自然遺産を
学んでいくうちに、白神山地の課題が見え
てきて、保全と活用、特に活用をうまくし
ていかなければいけない地域は白神山地と
いうことに気付きました。白神山地は活用
のしづらい場所であり、活用の捉え方につ
いて、涌井氏や赤池氏に貴重なご意見を頂
くことができました。また、各地の取り組
みや課題を共有でき、繋がりを持てたこと
に意味がありました。今回の事業はその意
味で良い一歩を踏み出すことができたと思
います。今後は、まず弘前・西目屋エリア
で協力し白神を盛り上げるべく一体となる
必要があると思います。また難しい問題も
あるかと思いますが、一歩一歩進め確実に
盛り上げていければと思っております。こ
のたびご協力いただきた皆様に感謝申し上
げます。

●決　　算：¥3,932,981

●委員会名：弘前白神プロモーション委員会
●事 業 名：Cross.S
●意義・目的：2013年、世界最大級のブナの天然林が広が

る白神山地は世界遺産登録20周年を迎え
る。
白神山地から流れる大川は岩木川となり、
私たちの日々の生活を支える源となってい
る。
この白神山地の玄関口となっている弘前。
弘前市民は玄関を預かる身として白神山地
について理解し、世界遺産としての価値
や、私たちの生活の源である白神山地から
受けている豊かなめぐみを次代へ紡いでい
かなればならない。白神山地を知り、共生
し、世界遺産白神山地を取り入れた「弘前
ブランド」を市民とともにプロモーション
を行い、日本全国に発信する。

●実施日時：平成25年11月３日（日）　10：00～22：00
 平成25年11月４日（月・祝）　10：00～18：

30
●実施場所・会場：

土手町コミュニティパーク、弘前Mag-
Net、かだれ横丁、　 蓬莱橋広場、吉野町
緑地公園
東奥義塾高校

●対 象 者：観光客、弘前市民、その他
●参加人員：8637名（2日間）
●外部協力者：弘前市役所下土手町商店街振興組合

ライブハウス　Mag-Net中土手町商店街振
興組合

東奥義塾高校白神の魚実行委員会
ユースサミット弘前ボヌール
学生団体irosaki 前田酒類食品販売(株)
Conchaビファーボ
弘前市工芸協会ひろさき珈琲スクール
弘前大学教育学部美術学講座弘前実業高校
NPO法人harappaひろさきマルシェコン
ソーシアム
アップルウェーブ

●方法手段：Cross.S
音楽祭部会
フードマルシェ部会
クラフトワークショップ部会

●スケジュール：各部会を参照のこと
音楽祭部会
フードマルシェ部会
クラフトワークショップ部会

●事業目的の実現と成果：
Cross.Sを通じて白神を発信する最初の一
歩ができたのではないかと考えておりま
す。
フードを通じて白神のめぐみの大切さを伝
えることができた。クラフトコンペティ
ションを行ったことによって、白神からあ
らたな弘前ブランドの発信をすることがで
きた。
音楽を通じて弘前が白神の玄関口であるこ
とをＰＲするとともに、今後のこの地域の
重要さをＰＲすることができたのではない
かと考える。
この白神の事業をするにあたって、実際に
白神に登り私たちも理解を深められたとい
うことも良かった。

●次回への引継事項：別紙参照のこと
 Cross.S　引き継ぎ事項
●委員長所見：まずは今回のCross.S事業を通じて多くの

皆さまのお力添えをいただき感謝申し上げ
ます。第１回目の本事業は、私の力不足に
より、多くのご迷惑をお掛けしました。し
かしながら、毎日深夜まで一緒に資料を
作ってくれたメンバーの皆さん、本当にあ
りがとうございました。皆さんがいなけれ
ばこの事業はできなかったと思います。
JCは修練の場であります。事業終了後も
身を引き締めて、周りの方々の期待に応え
ていく行動が求められていくと、考えてお
ります。
本当にありがとうございました。

●決　　算：¥11,554,717

●委員会名：弘前白神プロモーション委員会
●事 業 名：Cross.S 音楽祭
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●意義・目的：2013年、世界最大級のブナの天然林が広が
る白神山地は世界遺産登録20周年を迎え
る。
白神山地から流れる大川は岩木川となり、
私たちの日々の生活を支える源となってい
る。
この白神山地の玄関口となっている弘前。
弘前市民は玄関を預かる身として白神山地
について理解し、世界遺産としての価値
や、私たちの生活の源である白神山地から
受けている豊かなめぐみを次代へ紡いでい
かなればならない。白神山地を知り、共生
し、世界遺産白神山地を取り入れた「弘前
ブランド」を市民とともにプロモーション
を行い、日本全国に発信する。

●実施日時：平成25年11月3日（日）　11：30～22：30
　　　　　　11月4日（月）　11：00～18：35
●実施場所・会場：

ライブハウス　Mag-Net
土手町コミュニティセンター
かだれ横町
東奥時塾高校礼拝堂
蓬莱橋広場

●対 象 者：弘前市民、観光客、その他
●参加人員：4270名
●外部協力者：弘前市役所・東奥義塾高校・マグネット・

ユースサミット・irosaki 
●方法手段：弘前市土手町周辺各所で様々なジャンルの

音楽を演奏する。
観客には「街歩き」をテーマにマップを作
成し、自分の好きな音楽の場所に移動しな
がら聞いてもらう
Cross.S最終日のグランドフィナーレとし
て、有名ミュージシャンによるスペシャル
ライブを披露してもらう。

●スケジュール：一日目
蓬莱広場　*詳細は参考資料
11：25～12：15
弘前大学アカペラサークルV.E. 72

12：20～13：10
弘前大学吹奏楽団 52

13：15～14：05
弘前大学三味線サークル 44

14：10～15：00
弘大囃子組 36

15：05～15：55
山下知徳 71

合　計 275 名

土手町コミュニティパーク　*詳細は参考資料

12：00～12：30
弘前大学ＪＡＺＺ研究会 42

12：45～13：55
ＤＪ オラシオ 48

14：00～14：40
リベルアルチスタ 53

15：00～15：40
ＺＯＤＩＡＣ（ゾディアック） 69

18：00～19：00
KOICHI NAKAMURA 182

19：00～20：30
JAZZ BROTHERS 220

20：30～22：30
MONDAY 満ちる 400

合　計 1014 名

マグネット　*詳細は参考資料
11：30～11：50　EveryFly 50
12：00～12：20　mups 61
12：30～12：55
DEAD STOCK 84

13：10～13：40　黒 89
13：55～14：25　ond 131
14：40～15：10　halos 110
15：25～15：50
S.P.N POWER 185

16：10～16：50
LOST IN TIME 220

17：05～17：30
FATMAN SEMINAR 135

17：50～18：30
FOUR GET ME A NOTS 203

18：50～19：30
STANCE PUNKS 173

19：50～20：30
creeps 115

合　計 1556 名

かだれ横町　*詳細は参考資料
12：00～12：30　相馬智行 18
12：45～13：15　ISAMI 38
13：30～14：00　ツシマケンタ 54
14：15～14：45
つがりあんブラス 72

15：20～16：10
りんご娘。LIVE&サイン会 93

18：00～18：30　上海石 68
18：45～19：15　 blue colors 65
19：30～20：10
COBRA STYLE 69

20：25～21：05　小山内創佑 72
合計 549 名

二日目
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蓬莱広場　*詳細は参考資料
10：30～11：15
愛隣＆成田浩司 39

11：30～12：15
TAKURON＋太田翔 46

12：30～13：15　本城奈々 50
13：30～14：00　笹川皇人 29
14：00～14：30
オ ー ル ラ イ ツ ＆ 音 楽 ワ ー ク
ショップ参加の皆さん

42

合計 206 名

土手町コミュニティパーク　*詳細は参考資料
音楽ワークショップ
11：00～12：00
笹川皇人氏による津軽三味線ワークショップ
参加人員 28 名
12：30～13：30
オールライツの皆さんによるゴスペルワー
クショップ　
参加人員 16 名
マグネット　*詳細は参考資料
ティーンズバンドコンテスト
12：00～13：40
参加バンド 観客票 審査員票 合計
LOZAS

（ローザス） 8 20 28

green ducks
（グリーンダックス） 4 60 64 優勝

EveryFly
(エビフライ） 10 30 40

Alter Ego
（オルター エゴ） 14 20 34

合計 36
入場者数 36 名

東奥義塾礼拝堂　*詳細は参考資料
16：00　開場
17：00～18：35

「青山テルマ」スペシャルライブ
入場者数 590 名
実売数 660 枚
スタンプラリーコンプリート者数 121 名

●事業目的の実現と成果：
二日間に渡り合計39組のアーティストが出
演した事で、弘前を音楽で溢れるまちにす
る事が出来た。又、スタンプラリー参加者
が当初の目的通り「街歩き」をする事で、
普段は車で通り過ぎてしまう場所をゆっく
り歩いて見る事が出来、自分の住んでいる
まちの素晴らしさを再認識する事が出来た
と思う。

東奥義塾でのライブでは900名のキャパシ
ティに対して、約600名の来場があった。
この事からも、次年度以降のアーティスト
の選定、会場場所、お客様の参加方法等、
様々な取り組み方法を検討する、きっかけ
作りが出来た。
弘南鉄道大鰐線の利活用という点で、平常
運航時の2.5倍の利用者がいた事は、今後
の同線の活用方法にとって大きな役割を担
う事が出来た。
合計5か所の会場で様々なジャンルのライ
ブをする事により、たくさんの世代の方た
ちに来場してもらう事が出来た。
音楽ワークショップでは、初めて津軽三味
線に触れる参加者（特に弘前大学の留学生）
が、津軽の伝統芸能に触れ、改めて津軽三
味線の奥深さ、難しさを知ることが出来
た。ゴスペルでは、参加した高校生が実際
に客前で歌うという経験を積み、歌う事の
楽しさを知ることが出来た。
ティーンズバンドコンテストでは、プロの
アーティストを目指すアマチュアバンド
が、互いに切磋琢磨しながら競い合い、審
査員・観客の審査により優勝者を決める事
で、現実の厳しさ、プロになることの大変
さを知る、良いきっかけ作りが出来た。

●次回への引継事項：別紙参照
●部会長所見：まず始めに、今回の音楽祭を開催するに当

たり、お世話になりました市役所、ユース
サミット、irosaki 実行委員会の皆様、出
演していただいた全てのアーティストの皆
様、音響・照明・会場スタッフの皆様、Ｊ
Ｃメンバーに感謝申し上げます。
二日間に渡り、事故や怪我も無く終わり、
ほっとしました。
私自身、初めての経験で右も左も分からな
いまま、企画・設営・運営と携わらせてい
ただきましたが、関係諸団体の皆様に多大
なご迷惑をお掛けしたと反省しておりま
す。
又、東奥義塾ライブでは、販売枚数に対し
て予想以上に来場者数が少なく、私の認識
不足、企画力の無さを痛感しています。
しかしながら、市長からもお褒めの言葉を
いただき、又、市役所の皆さまから「ＪＣ
よくやった」と、激励のお言葉をいただき
ました。それにも増して、来場いただいた
お客様の笑顔、声援等を目の当たりにし、
私たちが行ってきた事は間違ってなかった
んだと、確信いたしました。
改善しなくてはならない諸問題も多々ある
とは思いますが、お客さまからのクレー
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ム、関係諸団体の皆様からのご指摘等を真
摯に受け止め、次年度はさらに素晴らしい
事業になるよう、しっかり引き継ぎをした
いと思っております。
未熟な私にこのような大役をを任せていた
だいた、清藤理事長をはじめ、理事の皆様
には本当に感謝いたしております。ありが
とうございました。

●委員会名：弘前白神プロモーション委員会
●事 業 名：Cross.S フードマルシェ
●意義・目的：2013年に世界自然遺産登録20周年を迎える

白神山地。その白神の山より流れる清流の
恵みを受けた食べ物を集め、子供から大人
まで気軽に食べることができ、尚且つ身近
に感じて、白神山地の保全又、白神のブラ
ンドに興味を持っていただく。弘前のアッ
プルパイ、珈琲の街弘前ということも改め
て周知し、また東日本大震災に対する復興
支援の一部として、被災地の食材を使った
食べ物も提供する。

●実施日時：平成25年11月３日　10：00～16：00
 平成25年11月４日　10：00～15：00
●実施場所・会場：
 土手町
 土手町蓬莱橋広場
 土淵川吉野町緑地公園
●対 象 者：弘前市民、観光客、その他
●参加人員：1411人
●外部協力者：弘前市役所
 ひろさきマルシェコンソーシアム
 弘前実業高校
 下土手町商店街振興組合
 中土手町商店街振興組合
 白神の魚
 ボヌール
 前田酒類食品販売（株）
 ビファーボ
 ひろさき珈琲スクール
 その他
●方法手段：白神山地のめぐみを取り入れたブースを設

置する
　　　　　●土手町蓬莱橋広場

①フードコート
白神山地のめぐみの食材を利用したフード
の提供
②マルシェ
白神山地のめぐみの食材を利用したマル
シェの提供
りんごの販売
③実業高校生徒によるブース展示

被災地の食材を使ったクラムチャウダーの
販売
被災地のパネル展示

　　　　　●土淵川吉野町緑地公園
フードコート
クラフト・ワークショップブースに併設し
たフードスペースの提供
アップルパイとコーヒーのセット(２日間
で120食）
アップルパイ（青弘トラスト）300円
コーヒー（ひろさき珈琲スクール）200円
※単品300円のコーヒーをセットの場合200
円にしていただき、差額を助成する。

●スケジュール：
平成25年11月２日　前日設営　９時から17
時まで
平成25年11月３日　８時集合　集合後各テ
ナントにて準備開始　10時より会場
10時30分より無料振る舞い（鮭のチャン
チャン焼き）　16時終了
平成25年11月４日　８時集合　集合後各テ
ナントにて準備開始　10時より会場
10時30分より無料振る舞い（鮭のチャン
チャン焼き）　15時終了
平成25年11月５日　８時集合　各所撤収作
業　12時終了

●事業目的の実現と成果：
11月３日・４日と２日間に渡り、鮭のチャ
ンチャン焼きの無料振る舞いを行い、各日
300食が完食となるなど、多くの市民や観
光客の方が来場してくださいました。両日
ともに雨が降ったものの、お昼時間になる
と椅子が満席になるなど、たくさんの集客
が見られたと思います。蓬莱橋が今回本部
設置個所という事、下土手町と吉野町の真
ん中という事で、街歩きの方々の休憩所と
しての役割も果たせていたと思います。吉
野町でのアップルパイ四種食べ比べとコー
ヒーのセットも予定していた販売数の約８
割売れるなど、集客に一定の効果がありま
した。また高校生の復興支援のブースも２
日目は完売し無事に終了できました。

●次回への引き継ぎ事項：
食べ物の選定作業をもっと急ぐ必要がある
と思います。
当初、白神の恵みを受けた食べ物という縛
りがある中で出展者を選定していたが、縛
りがあるとなかなか見つからず苦労しまし
た。
音楽のステージが終わると人がさみしくな
る。通しで何かしら出来れば。（子ども向
けの物も）
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蓬莱橋と吉野町を分けずに同じ場所で行え
ると、もっと一体感が出るかと思います。
雨の対策をもう少し考えるべきだと思いま
す。

●部会長所見：まずこの度ご協力いただきました、出展者
の皆様、またスタッフの方々に感謝申し上
げます。私自身、理事経験もなく、事業に
係わるのが初めてで、非常に困惑した中で
のスタートでした。しかし、皆様に助けら
れながら無事に終わることができて、本当
に感謝申し上げます。部会としてもフード
出展者の選定が遅くなり、焦りもありまし
た。ただ白神の食べ物は最低限出せたかな
と思っております。白神の恵みを受けた魚
介類、お肉、またアップルパイにコーヒー
と弘前ならではの食べ物をご用意させてい
ただきました。小さなお子様連れの方でも
振る舞いもの等をご購入頂き、家族一緒に
食べていってくださったり、お年寄りのご
夫婦が一緒にきて、食材に興味を持ってく
ださった方々も多々いらっしゃいました。
また高校生ブースも２日目は完売したとい
う事で、ほっとしました。両日ともにお昼
頃ちょうど来場者がピーク近くの時に雨が
こぼれ帰ってしまった方もいらっしゃるの
で、それがとても悔やまれます。これから
改善しなければならない事や指摘等を踏ま
えまして、来年度はもっと良い事業になる
よう、引き継ぎたいと思います。最後にこ
のような経験をさせて頂きましたことを感
謝申し上げます。ありがとうございまし
た。

●委員会名：弘前白神プロモーション委員会
●事 業 名：Cross.S クラフト・ワークショップ
●意義・目的：2013年、世界最大級のブナの天然林が広が

る白神山地は世界遺産登録20周年を迎え
る。
白神山地から流れる大川は岩木川となり、
私たちの日々の生活を支える源となってい
る。
この白神山地の玄関口となっている弘前。
弘前市民は玄関を預かる身として白神山地
について理解し、世界遺産としての価値
や、私たちの生活の源である白神山地から
受けている豊かなめぐみを次代へ紡いでい
かなればならない。白神山地を知り、共生
し、世界遺産白神山地を取り入れた「弘前
ブランド」を市民とともにプロモーション
を行い、日本全国に発信する。

●実施日時：平成25年11月３日 10：00～16：00
 平成25年11月４日 10：00～15：00
●実施場所・会場：土淵川吉野町緑地公園
●対 象 者：弘前市民、観光客、その他
●参加人員：約2956名
●外部協力者：弘前市役所
 Concha
 弘前市工芸協会
 弘前大学教育学部美術学講座
 NPO法人harappa
 ひろさきマルシェコンソーシアム
●方法手段：
　　　　　１クラフト　コンペティションの開催

『白神山地』をテーマにさまざまなアーティ
ストが作品を表現する。
出展された作品を審査員が選定する。
①募集方法

募集チラシを作成し県内各地の作り手に
紹介し、出展を募る。

②審査
Ａ．審査員

氏名・職業
a 弘前市
b 西目屋村
c 弘前大学教育学部美術学講座　石川善朗氏
e 公益社団法人弘前青年会議所　清藤洋介

Ｂ．審査方法
作品から白神山地の創造力が感じられる
ものについて、判断する

Ｃ．賞金
グランプリ（BUNA BELT） 10万円 １点
SKK情報ビジネス専門学校 高山典久
ゴールド（ブナごろも） １万円 １点
弘前大学教育学部 鳴海宏美

　　　　　２クラフト即売会
クラフトの即売会　13店舗

　　　　　３ワークショップ
Concha協力による、手仕事ワークショッ
プ体験　14店舗

●スケジュール：
平成25年11月２日　前日設営
８：00～17：00
平成25年11月３日　当日　８時集合
10：00～16：00
平成25年11月４日　当日　８時集合
10：00～15：00
平成25年11月４日　撤収作業　８時集合
８：00～15：00

●事業目的の実現と成果：
さまざまなクラフトの作家の方々とワーク
ショップ参加の方々と交流することによっ
て、この地域のプロモーションをすること
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ができたのではないかと思う。コンペティ
ションにおいても新たな価値観を見出すこ
とができ、この地域から新しい文化を若い
人から発信できる可能性があると感じた。

●次回への引き継ぎ事項：
クラフト出展者の募集案内は半年前ぐらい
から行った方が良い
各所に封書にて案内も必要だが、何よりも
ホームページへの誘導が必要であり重要
テントは今回準備したが、参加費用を下げ
てそれぞれで準備してもらっても良いかも
クラフトを取り入れた要因はものづくりに
あるので、次年度の展開はクラフトだけに
限定しない方がこの地域のブランド向上の
ためと考えた時によいかもしれない。
コンペティションの募集期間もやはり多く
の期間が必要。
コンペティションの選定期間は１か月ほど
見たほうがよく、選定会議などを行った方
が良い
出展者からさまざまな要望があるが、“程
度”を見て判断したほうがよい

●部会長所見：Cross.Sを事故もなくまずは無事に終えれ
たことを、スタッフの皆さんと参加者の皆
さまに深く感謝申し上げます。クラフト部
会長としては、他の業務もやりながらで、
自分が一番やりたかったことにも関わら
ず、事前準備の詰めが甘く、注力できな
かったのは反省の致すところです。この場
を借りてお詫び申し上げます。しかし、設
営から撤収まで非常に多くのメンバーに助
けていただきました。初めてのことだらけ
で、外部の方々にも多くのご迷惑とお世話
をおかけいたしました。ただその中でも準
備は足りずとも暖かい言葉をかけていただ
き、本当に感謝いたしております。
本当にありがとうございました。

●委員会名：会員開発委員会
●事 業 名：ちびっ子ねぷたのお通りだい
●意義・目的：８月１日より開催される弘前ねぷたまつり

のオープニングとして「ちびっ子ねぷたの
お通りだい」を開催することにより、次代
を担う子ども達のまつり参加の参加意識を
高め、後継者育成を目指すものである。さ
らには、子ども達の発表の場と捉え、家族
や地域全体でまつりを盛り上げることによ
り、観光振興に寄与することを目的に開催
するものである。

●実施日時：平成25年７月28日（日曜日）
 14時50分～16時15分

●実施場所・会場：
 土手町商店街（上土手町～桜大通り付近）
●対 象 者：保育園児、弘前市民、観光客、その他

今年度８団体（保育園）参加、計547人　　 
　内訳　子ども401人　学童146人
昨年度９団体（保育園）参加、計794人　　
　内訳　子ども529人　学童265人
※親等その他関係者含まず

●参加人員：当会メンバー（12名）
津軽姫＆青森県立弘前実業高校ボランティア
ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会

●外部協力者：ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会と
して
弘前市、公益社団法人観光コンベンション
協会、弘前商工会議所、社団法人弘前市物
産協会、青森県立弘前実業高等学校、グ
リーンカメラ

●方法手段：◆実行委員会会議へ出席
 実行委員会出向者

清藤理事長 実行委員長
小野副理事長 委　員
工藤幹事 委　員
坂本委員長 委　員
大湯副委員長 委　員

※実行委員会出向者が会議、打ち合わせに
出席する。

 ◆当日スケジュール 
集合時間 会員開発 13：30
  その他  14時
  ※土手町分庁舎へ集合
開会式
　14：50～ 開会の言葉
  子ども達へ激励の言葉
  観光コンベンション協会　清藤会長
  事務連絡　注意点等について
　15：00～ 掛け声 清藤理事長
  出発 ８団体
運行コース

弘前市役所土手町分庁舎→土手町→一番
町→桜大通り

◆当日役割
準備、運行がスムーズかつ安全に進むよう
に役割を分担、段取り。
弘前市、観光コンベンション協会、津軽姫
保かと協力して行なう。
準　　備

会員開発及びJCメンバー　積荷運搬
手伝い、交通誘導
実業ボランティア

開 会 式
清藤理事長　掛け声
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保育園運行警護
藤田直前理事長　藤代保育園スタッフ
大湯副委員長　保育園の整列場所誘導

（役員、会員開発）　隊列脇で運行警護
を行なう
石澤委員　城南保育園スタッフ
相馬委員　保育園の整列場所誘導

（会員開発、総務渉外）　隊列脇で運行
警護を行なう

路上運行警護交通誘導
太田出向理事　各保育園の整列場所誘
導、最後尾ねぷた誘導
齊藤委員　運行コース２（ねぷた出発
地点、土手町分庁舎）

（出向理事、会員開発）　全てのねぷた
が通り過ぎ、規制解除されるまで
工藤幹事　敷地内入口にて運搬車両の
交通誘導
吉川副委員長　運行コース６（交差点
配置、まちなか情報センター）

（会員開発、青少年）　全てのねぷたが
通り過ぎ、規制解除されるまで
小野副理事長　敷地内入口にて運搬車
両の交通誘導
坂本委員長　運行コース９（交差点配
置、朝日会館）
佐藤副理事長　全てのねぷたが通り過
ぎ、規制解除されるまで

（会員開発、地域）
全体　その他

会員開発及びJCメンバー
運行全体監視、カメラ撮影
観光館到着後→アイス配付手伝い
津軽姫実業ボランティア
団体先頭のプラカード担当
具合の悪くなった子の救護、対応
その他 
※津軽姫、実業ボランティアにはこち
　らから指示を出す

服　　装
JCTシャツもしくは動きやすい格好

備　　品
誘導棒  10
担当　吉川副委員長（青少年）
JCTシャツ 10
担当　工藤幹事（会員開発）
JC半纏
担当　小野副理事長（会員開発）
※JCTシャツは納期の関係で当日配布
※JC半纏は実業高校ボランティアへ
貸し出し、着用

●スケジュール：
６月13日 実行委員会（１回目）
６月中 委員会にて打ち合わせ
６月下 実業高校へ協力依頼文送付
６月下 メンバーへ協力依頼文送付
７月１日 実行委員会（２回目）
７月上 参加メンバー確定
７月中 アイス数量確定、発注段取り
７月中 津軽姫及び実業高校と打ち合
　　　　　　わせ
７月28日 実施
  実行委員会反省会

●事業目的の実現と成果：
今年度は昨年より参加人数が減少したが、
次代を担う子ども達の「ねぷた」に対する
熱い想いは昨年と変わりは無かったと思
う。ちびっ子ねぷたの後に開催された弘前
ねぷたまつりにも多くの子ども達が参加し
ていたことから、当事業によって参加意識
の向上を促すことが出来たと考えられる。
また、事前準備や当日の運行などを見て、
そして体験させる場を与えたことで、次代
の後継者育成という部分でも一定の成果は
築けたと考えられる。

●次回への引継事項：
 【参加団体より一部抜粋】

●弘前文庁舎での対応をもう少し的確に行
なうこと。（園児のバス誘導、園児の誘
導を特に）

●広報マイクが非常に聞き取りづらい。後
ろの方はほぼ聞こえてない。改善必要。

●観光館と裁判所の間の道の警備をもう少
ししっかりと行なってほしい。

●開催時間は午前中（10時スタート）を検討
してほしい。

 ※その他は反省会資料にて
 【実行委員会より】

●解散場所の検討が必要。（おおまかで特
定されていないため）

●集合場所外にもう少し気配りが必要。（園
児のバスで渋滞が発生）

●交通規制解除のタイミングの検討。
●交通規制強化のポイント有り。
●当日行なう行なわないの合図は花火でい

いのか。（聞こえないのでは？）
●参加団体を次年度以降は増やすのか、現

状維持でいくのか。
●PR方法の検討
●次年度は青年会議所で事務局諸々を行

なってほしい。
 【会員開発委員会より】

●当日の参加、お手伝いが少ない。担当委
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員会任せになっている。
●誘導棒は買った方がいいのではないか。
（現在は全て吉川建設より借りている）

●次年度もTシャツや半纏で衣装を全員揃
えることは良いことだと思う。

●委員長所見：当日の天候は雨で、運行自体が危ぶまれた
が、出陣時には天候も回復し、沿道に来た
見物客の方々も子ども達の「ヤーヤドー」
の掛け声に笑みがこぼれ微笑ましい所も見
えた。個人的には自分の息子も是非参加さ
せ、立派な弘前人へ育てたいと思った。

●決　　算：¥50,000

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：HIROSAKIコミュニティミーティング　

４月ミーティング
●意義・目的：前年度のコミュニティミーティングにおい

て我々は市民の想い・意志を受け取ること
ができた。しかし、まだまだ多くの課題が
残っている。また、コミュニティミーティ
ング継続の要望の声を多くいただき、我々
はこの事業を継続していく責任があると考
える。本事業は、弘前というまちがより一
層活性化していくために、より多くの市民
と交流し、まちづくりへとつなげていくた
めの意見交換を行い、意識の醸成を図るこ
とを目的とする。

●実施日時：2013年４月21日　14：00～16：00
●実施場所・会場：弘前文化センター
●対 象 者：弘前市民
●参加人員：43名、JCメンバー13名
●外部協力者：なし
●方法手段：１）昨年同様チラシやポスターでの告知活

動 に 加 え、Facebook、Twitterと い っ た
ソーシャルメディアを活用し、若者に向け
て広く告知を展開していく。ポスターは３
回分の日程を記載して100枚印刷し各所に
掲載、チラシは各ミーティングごとに1000
枚ずつ印刷し、配布する。
２）同時に、いつ・もの・ことといった紙
媒体のメディアでの告知も広く行い、参加
者を制限することなく、幅広い世代・業種
の参加を呼びかけていく。
３）ミーティングでは、『弘前の「現状」と

「可能性」』を共通テーマに据え、KJ法を
用いての意見交換を行い、現在の弘前の良
いところ及び悪いところを参加者に再確認
してもらう。
４）コミュニティミーティング終了後、日
を改めて第２回ミーティングでより深く話
し合うテーマを参加者有志で選定し、第２

回ミーティングへの自発的参加意欲と連帯
感を高める。

●スケジュール：
事前準備

２月下旬　告知、会場手配。SNSページ
　　　　　運営開始
３月下旬　案内状発送、取材開始
４月上旬　出欠確認（４／７締切）

当日スケジュール
12：00　事務局集合、備品積み込み
12：05　会場到着、設営開始
13：10　設営終了、最終確認
13：30　開場、受付開始
14：00　開会
14：01　理事長挨拶
14：06　趣旨説明
14：08　自己紹介
14：13　ミーティング説明＆前半ミー
　　　　ティング開始
15：00　休憩
15：10　後半ミーティング開始
15：50　ミーティング終了、PRタイム
15：55　副理事長挨拶
15：58　終了
16：01　撤収作業開始
16：21　撤収終了、解散

●事業目的の実現と成果：
実業高校への呼びかけが遅れたことや、社
会人の参加が少なかったこと等あり、予定
人数の半数にも満たない人数での開催と
なってしまった。だが、高校生や大学生ら
学生たちと社会人とが同じテーブルで交流
し、意見交換することができた。参加者ア
ンケートからも、ほぼ全員から楽しかった
という意見を頂き、また普段話さない世代
と会話し意見を交わし合うことが出来たと
いう意見も多く、事業目的にある、市民同
士の交流や意見交換、意識の醸成は行われ
たと言える。頂いた弘前のまちに対する意
見は、次回以降に確実に反映していき、参
加頂いた市民と共に弘前のまちをより良く
するための糧とする。

●次回への引継事項：
参加者への呼びかけ不足が大きかった。早
い動き出しだけではなく、積極的に粘り強
く呼びかけすることが必要。
他のグループの意見を聞きたかったという
参加者も多く、発表時間は必ず設けた方が
いい。
グループにファシリテーターを置かないと
いう手法をとってみたが、やはりグループ
に進行役が一人いた方が進行がスムーズに
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なる。
特別会員へは声掛けやSNSでの勧誘だけで
はなく、ちゃんとした案内を送った方がい
い。
切手代の定形外や重量超過の計算が甘かっ
たので、送る物のサイズや重さを計算した
方がいい。
アンケートにはどの情報を参考にして参加
したかの項目も記載した方が、次回以降の
参考にしやすい

●委員長所見：案内の周知徹底不足に加え、各種団体等の
他イベントと重なったことも災いし、予定
人数の半数にも満たなかったことは非常に
残念だった。また、実業高校の動員数が非
常に少なかったのも残念だった。だが、参
加下さった方々の半数以上が初参加で、そ
のほとんどの方々に、参加して楽しかった
と言っていただけたのは非常にうれしかっ
た。台本を見ないと上手く話せなかった
り、何度も詰まったりなど自分の司会の課
題も多かった。次回以降はもっと人数を増
やし、もっと活発な意見交換ができるよう
にしていきたい。

●決　　算：¥97,357

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：HIROSAKIコミュニティミーティング　

５月ミーティング
●意義・目的：前年度のコミュニティミーティングにおい

て我々は市民の想い・意志を受け取ること
ができた。しかし、まだまだ多くの課題が
残っている。また、コミュニティミーティ
ング継続の要望の声を多くいただき、我々
はこの事業を継続していく責任があると考
える。本事業は、弘前というまちがより一
層活性化していくために、より多くの市民
と交流し、まちづくりへとつなげていくた
めの意見交換を行い、意識の醸成を図るこ
とを目的とする。

●実施日時：2013年５月26日（日）　14：00～16：02
●実施場所・会場：弘前文化センター
●対 象 者：弘前市民
●参加人員：53名、JCメンバー７名
●外部協力者：なし
●方法手段：１）４月ミーティングで出た意見をまとめ、

その中から５月ミーティングのテーマを選
定する為の委員会を４月28日に行う。それ
に際し、４月ミーティングにて委員会の日
時を告知し、参加市民の中でテーマ選定に
も参加を希望する方々がいた場合は、その
人たちにも委員会に参加してもらいテーマ

選定を行う。
２）選定されたテーマを基に、各グループ
ごとに「自分たちが出来そうなこと」を
KJ法を使用して話し合い、より深く掘り
下げた話し合いを行う。その後、各グルー
プで１点ないしは２点の事業をピックアッ
プし、事業の大まかな形まで形成し、それ
を最後に各グループ３分程度で発表する。
３）告知については、作成したポスターは
そのまま掲示していただき、チラシの配
布、SNSページやホームページでの情報公
開、各新聞社への記事掲載依頼を行い、広
く周知する。

●スケジュール：
事前準備

４月28日　テーマ選定委員会開催
５月１日～　チラシ配布
５月15日　出欠締切

当日スケジュール
11：50　備品積み込み
12：00　会場到着、設営開始
13：05　設営終了、最終確認
13：30　開場、受付開始
14：00　開会
14：01　趣旨説明
14：03　自己紹介
14：11　ミーティング説明＆ミーティング
　　　　開始
15：15　休憩
15：25　発表
15：46　発表終了
15：46　講評
15：50　終了
15：51　撤収作業開始
16：02　撤収終了、解散

●事業目的の実現と成果：
実業高校から24名の参加があり、また全体
でも10名の増加があり、告知や宣伝の効果
が表れた。だが、JCメンバーが非常に少
なかった他、各種団体の出席も少なく、ま
だ案内告知が足りないものとみられる。内
容としては、交通マナーを重視したり、新
たな弘前のイベントを作ろうという意見が
見られ、各グループごとにより具体的な方
向性が見えた。しかし、グループで纏め方
に差異がみられ、１つにまとめ切れなかっ
たグループも数多くあった。伝え方に不備
があったため、本来意図していた結果まで
導くことが出来なかった。参加者の約６割
が高校生・大学生で占められ、学校同士の
コミュニティ形成など、学生目線での意見
も目立った。発表では、高校生を主体に発
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表するグループが多く見られ、学生により
スポットが当たる形になった。

●次回への引継事項：
学校関係の行事等でJCメンバーの参加が
非常に少なかった。もっと多くのメンバー
に参加してもらえるよう準備が必要
グループでの纏め方に差異が出てしまった
ので、伝え方やツール（纏めるための用紙
等）で全グループ同じような纏め方になる
工夫が必要
時間が短かったという意見が多く出たた
め、片付けや設営を手早く行い時間短縮を
図り、ミーティング自体の時間を長くして
みてもいいかもしれない
備品の積み忘れがあったので、事前の確認
は欠かさずに行う

●委員長所見：実業高校の学生の参加が非常に多く見ら
れ、参加者の約６割を学生が占めるという
結果に非常に喜ばしく思う。ただ、グルー
プごとの纏め方がうまく伝わりきらず、意
見を一つに集約できないグループが多かっ
た。まだまだ司会が拙く、意図していたこ
とを伝えきれなかったのは反省するところ
である。次回は最後の纏めになるので、う
まくプランの形に纏まるよう工夫したい。

●決　　算：¥51,460

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：HIROSAKIコミュニティミーティング　

７月ミーティング
●意義・目的：前年度のコミュニティミーティングにおい

て我々は市民の想い・意志を受け取ること
ができた。しかし、まだまだ多くの課題が
残っている。また、コミュニティミーティ
ング継続の要望の声を多くいただき、我々
はこの事業を継続していく責任があると考
える。本事業は、弘前というまちがより一
層活性化していくために、より多くの市民
と交流し、まちづくりへとつなげていくた
めの意見交換を行い、意識の醸成を図るこ
とを目的とする。

●実施日時：2013年７月15日　14：00～16：00
●実施場所・会場：

土手町コミュニケーションプラザ
１F多目的ホール

●対 象 者：弘前市民
●参加人員：市民45名、JCメンバー10名
●外部協力者：なし
●方法手段：１）５月ミーティングで作成したプラン案

を基に、それをどのようにしたら実現でき
るかを、5W2Hを用い、JCメンバーやわげ

ものビジョン実行委員会のメンバー、それ
と参加した市民を交えて話し合う。
２）各グループごとに１つの具体的なプラ
ンを作成し、各グループをそれぞれのプラ
ンの実行委員会に見立て、実際に実現する
ための計画書を作成し、発表する
３）作成したプランはホームページ上にす
べて掲載し、投票用のフォームを設け、８
月31日を締切として、一人３票での投票を
募り、得票数の多かった物から順にわげも
のビジョン実行委員会と共に精査し、次年
度以降の事業化に向けて話し合いを続けて
いく。ミーティング参加者にはわげものビ
ジョン実行委員会へ協力・加入して頂ける
よう働きかける。
４）告知については、作成したポスターは
そのまま掲示していただき、チラシの配
布、SNSページやホームページでの情報公
開、各新聞社への記事掲載依頼を行い、広
く周知する。
５）報告書を作成し、参加頂いた方々・団
体に配布し、ミーティングの思い出を形に
残していくと共に、一緒に作ったプランを
確認し、次年度以降の参考にする。

●スケジュール：
６月下旬　案内状発送、取材開始

７月上旬　出欠確認（４／７締切）
当日スケジュール

11：50　備品積み込み
12：00　会場到着、設営開始
13：05　設営終了、最終確認
13：30　開場、受付開始
14：00　開会
14：01　趣旨説明
14：03　自己紹介
14：11　ミーティング説明＆ミーティング
　　　　開始
15：15　休憩
15：25　発表
15：50　発表終了
15：50　理事長挨拶
15：56　まとめ
16：00　終了、記念撮影
16：05　撮影終了、撤収作業開始
16：15　撤収終了、解散

実施後
７月23日～８月31日　JCのHPにて投票
を実施

●投票結果：Aグループ：０票
 Bグループ：１票
 Cグループ：０票
 Dグループ：２票
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 Eグループ：６票
 Fグループ；０票
 Gグループ：０票
 Hグループ：０票
 Iグループ：２票
 Jグループ：８票
 総 投 票 数：19票
●事業目的の実現と成果：

同日行われた別事業や、高校選抜等が重な
り、結果的に全３回中参加者が一番少な
かった。しかし、今回からの参加者も多
く、参加者の幅は広がり、今まで出てこな
かった意見も出てきて、意見の幅は広がっ
た。作成された10グループの計画書は、今
既にある枠組みを活かし、それを拡大・発
展させるものや、今までなかったようなも
のをやってみようという創造的なものまで
多岐にわたり、弘前市の未来のためにみん
なで考えることが出来た。今回作成された
計画を、来年以降に向けて一つずつでも実
現していくことが肝要である。
投票に関して、総計19票しか得られること
が出来なかった。周知徹底を入念に行う必
要がある。
また、自身の不手際により報告書の作成が
大幅に遅れてしまった。しっかりと早めに
スケジュールを作成したうえで、スケ
ジュール通りに進めていかなければならな
い。

●次回への引継事項：
SNS主体の告知も重要ではあるが、それと
並列して呼びかけや電話掛け、メール等の
声掛けも行わないと、連絡が行き届かない
ところが多い。
計画書の撮影、読み込み等に時間がかか
り、もたついた。紙ベースでやる場合は、
スキャナを用意するか、張り出して皆に見
てもらう等スムーズに行う工夫が必要。
JCメンバーの参加が少なかった。メン
バーへの声掛けを徹底し、もっと参加して
もらえるよう呼びかけが必要
ミーティング時間が２時間では足りないと
いう声が多かった。会場の使用時間と折り
合いがつくのならば、１回あたりの時間を
長く取り、その分開催回数を減らすのも一
考の余地があると思った。
７月は様々なイベント等重なり、参加者の
折り合いをつけるのが難しい。前２回のス
ケジュールも併せて検討し、間を開き過ぎ
ないように調整しつつ、８月後半などに開
催することも視野に入れてもいい。
参加者からは、それぞれ２回ずつの計２回

開催の声も上がっていた。前期で１回、後
期で１回などの複数開催も考慮してもい
い。
写真データや当日使用した資料などの重要
なものは、事務局にもデータを保存しても
らうなど十分なバックアップを取っておく
必要がある。

●委員長所見：時期の折り合いが悪く、各種団体等の他イ
ベントと重なったことも災いし、参加人数
が少なかったことは非常に残念だった。だ
が、初参加の方もそれなりにいて、今まで
出てこなかったような意見が飛び出し、グ
ループごとの意見に広がりが出来たのはよ
かったと思う。また、ミーティング自体の
継続を要望する声が数多く聞かれたので、
やり方を変えてでも、交流の機会は今後も
設けていくことを考えてもいいと思う。こ
のミーティングを通し、様々な市民の方と
触れ合えた機会は、実に有意義なものだっ
た。
投票に関して、総計19票しか得られず残念
に思った。SNSでの呼びかけはしていた
が、書面や電話掛け、口頭伝達も含めもっ
と入念に呼びかけが必要だと思った。
報告書の作成について、私自身のスケ
ジュール管理不足やデータ紛失等で大幅に
遅れてしまい大変申し訳なく思う。今後は
このような事のないようしっかり反省し、
これからの自身の活動に取り組んでいきた
い。

●決　　算：¥110,370

公２ 青少年の健全な育成に
　　 寄与する事業

●委員会名：青少年委員会
●事 業 名：未来の津軽人育成事業
●意義・目的：津軽の未来を担う自覚、社会との関わり方、

企画力、実行力は若者が社会人になるにあ
たって必要な資質である。青年期は社会へ
の目が開き、自らの未来や地域への関わり
方に関して、現実的且つ真剣に考え始める
時期である。この時期に若者同士が連携
し、津軽の文化や歴史に触れながら、何ら
かの事業を計画、実施することは未来に対
する大いなる糧となるものである。しかし
ながら、現状ではそれを可能とする枠組み
は無い。本事業を通じて、思いを持った若
者同士をつなぎ連携していくことができる
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枠組みを構築し、若者達に未来の津軽人と
して、社会人として必要な資質を身につけ
る機会としてもらう。

●実施日時：６月初旬募集開始、年内一杯随時活動
●実施場所・会場：

平成まんじ札事業実施店舗、JCねぷた事
業実施場所、岩手県釜石市及び大槌町

 Cross.S実施会場
●対 象 者：弘前近隣在住の高校生及びその他青年世代
●参加人員： 

平成まんじ札事業 ４人
JCねぷた事業 19人
復興支援事業 23人

 延べ　46人
●外部協力者：

平成まんじ札
事業

青森県立弘前実業高等学校
弘前市役所
陸奥新報
東奥日報

JCねぷた事業
青森県立弘前実業高校
弘前ねぷた組
陸奥新報
東奥日報

復興支援事業

青森県立弘前実業高等学校
公益社団法人釜石青年会議所
宗教法人日澤山
仙寿院
釜石に桜を植える会

●方法手段：津軽人としての資質を備えた社会人を養成
するカリキュラムとして本年度の各種事業
に参加及企画に携わってもらう。各々が力
を入れた事業にちなんだ「津軽人修了書」
を授与する。
１募集活動
・就職を前提とする市内の高校（義塾、実

業、工業、他）の進路指導教諭に対し要
旨を説明し協力を求める。

・市内高校生に接触し募集開始（５月）
２メンバー参集（５月中旬）

募集に応募してもらったメンバーに対
し、説明会を行う。（カリキュラム、道
筋の説明）カリキュラムを経て、就職に
際しての自らのセールスポイント、強み
を得てもらう事を説明。
１　JCねぷた事業への参加（チームワー
クとリーダーシップの養成、歴史、伝統
の理解）
　６月から開始するJCねぷた事業に参
加してもらい、アイスブレイキング、連
携強化の機会とする。
２　平成まんじ札事業の企画、運営（企
画力、交渉力の養成）
　平成まんじ札事業において、参加店の
開拓、まんじ札のデザインを行い事業を
実質的に運営する。（企画力、交渉力を

養成するとともに、弘前の街への理解を
増進する）
４　Cross.Sにおいて復興支援事業に参
画（被災地の現状への理解、絆の醸成）
Cross.Sの白神マルシェにおいて復興支
援ブースを運営、被災地の物品を販売
５　11月の終了時に「津軽人修了書」の
授与。事業参加者に記念品贈呈（こぎん
ざし名刺入れ）

３評価
修了証書にみずからが参加した事業、獲
得した素養を明記する。
事業に参加したメンバーには記念品を進
呈。

４メディア
NHK、東奥日報、陸奥新報の取材を要
請していく（メディアへの露出を図るこ
とにより、メンバーのモチベーションの
向上及び、進路資料としての実効性を上
げる）

●スケジュール：
３月　市内各高校を訪問事業説明
４月　市内各高校説明継続
５月上旬　各高校訪問
　　中旬　参加者募集締め切り（５月21日）
　　下旬　参加者説明会（５月25日実施済）
６月　募集開始、まんじ札事業準備開始
６月　ねぷた製作、囃子練習開始、平成ま
　　　んじ札事業開始
８月初旬　弘前ねぷたまつり参加
９月　復興支援事業準備開始
11月　Cross.Sにおいて復興支援事業実施、
　　　津軽人事業修了書授与

●事業目的の実現と成果：
今回の事業において延べ46名の高校生の参
加者を得て、JCねぷた事業、平成まんじ
札事業の３つの事業に参加してもらった。
これまで高校生同士や大人と一緒になって
作業をした経験が全くなかった生徒同士が
連携して事業を実施、完成させることが出
来た点は、本事業の目論見を達成できたと
考える。また事業を通じて地元津軽、弘前
の文化に直に触れることができたことから
津軽人としての素養の習得も達成できたも
のと総括する。

●次回への引継事項：
・高校ごとにJCの事業への反応は大きく
異なる。進学校は特に反応が鈍い。より広
い高校の参加を得るには生徒会へのコンタ
クトなど生徒と直接接触手法を検討するこ
と。



106

●委員長所見：今回の事業は青少年委員会の事業をはじめ
とする、本年度の弘前青年会議所の事業の
人的なプラットホームとなるものであっ
た。参加高校生は平成まんじ札、JCねぷ
た、復興支援の各事業において中心的な役
割を担ってくれた。大人への対応や積極性
が大いに向上した点は大いなる成果である
と考える。参加メンバーの人に対する態度
の積極性、丁寧さが事業の最初と最後では
雲泥の差があり、この成長の速さを見て今
後の津軽を支えていく社会人となってくれ
るであろう事を確信できた意義ある事業で
ありました。

●決　　算：¥99,498

●委員会名：青少年委員会
●事 業 名：JCねぷた事業
●意義・目的：ねぷたは、わが弘前の魂といえる祭りであ

る。しかしながら、近年祭りに参加する若
者や子どもたちが減少し、弘前の魂と伝統
の継承が難しくなっている。一方で居住す
る町会がねぷたを運行しておらず、参加が
困難な子どもたちがいることも事実であ
る。多くの大人と交流し、社会の道徳を学
び、伝統を紡いできたのがねぷた運行であ
る。本事業は、次世代を担う子どもたちに

「道徳」と「伝統」を伝え、彼ら彼女らの
未来を創造せしめ、加えて、友好・姉妹都
市である斜里町、太田市とも祭りを通して
絆を深めることを目的とする。

●実施日時：平成25年５月～８月12日（日）
●実施場所・会場：

弘前ねぷたまつり会場
（土手町コース及び駅前コース）

●対 象 者：弘前市及び周辺市町村の学童及び生徒、市
内大学生、JCメンバー及びOB、弘前市民
一般、その他関係諸団体、他

●参加人員：
８月１日 ８月３日 ８月４日 ８月６日
JC
メンバー
27人

JC
メンバー
10人

JC
メンバー
31人

JC
メンバー
30人

高校生
17人

高校生
０人

高校生
14人

高校生
16人

その他
90人

その他
90人

その他
34人

その他
71人

合計
144人

合計
100人

合計
79人

合計
117人
延べ
440人

●外部協力者：弘前市、弘前ねぷた組、太田市新田商工会
青年部、上州ねぷた会、その他関係諸団
体、他

●方法手段：１　参加者の公募（広報弘前、パンフレッ
　トを作成し各団体へ出向きPR）
２　寄付金募集活動
３　オリエンテーション実施（事業概要及

びねぷたの歴史に関する講義実施）
４　ねぷた製作（ねぷた組の骨組みを賃借

して製作する、ねぷた絵は八嶋龍仙先
生）

５　ねぷた囃子講習会
６　ねぷた運行（弘前ねぷたまつり期間の

３日間）
７　感想文回収等事後評価作業
８  太田新田商工会青年部及び共同運行
（灯篭絵を協働して製作し運行する）

９　斜里JCとの共同運行
10　友好都市青少年と弘前の青少年とで協

働したまんじ札集め（青少年交流）
●スケジュール：

４月中旬 ねぷた骨組みの賃借契約完了
（小屋を含む）、小屋建設用地確保、太田青
年部、斜里JCとの交渉開始
５月 参加者募集開始、ねぷた小屋
建設（月末）、オリエンテーション
６月 小屋開き、ねぷた製作開始、
囃子講習開始
７月中 ねぷた製作、囃子練習、各種
運行手続き
８月１、４、６日 ねぷた運行、斜里、
太田との交流事業
８月初旬 撤去作業開始、感想文等事後
評価作業開始
８月中旬 作業終了

●事業目的の実現と成果：
青少年世代への弘前の歴史文化の継承と次
代を担う大人への成長をめざしたねぷた事
業であった。ねぷた製作及び囃子の練習に
おいても多くの青少年世代の参加を実現し
た。特にねぷたへの参加の機会が少ない、
高校生21名の参加を達成できたのは大いな
る成果であると考える。また、男子１名を
除いて全員が囃子未経験者であったが、１
か月間の練習の結果祭り本番の３日間を見
事に演奏できる技量に達することができた
ことは、ねぷたの「伝統」の継承が実現で
きた点で大きな成果であったと考える。ま
た、高校生が他の子供たちを指導する場面
も見られたことから世代間の交流による

「道徳」の継承も実現できたと考える。
アンケートの結果、100％がねぷたへの理
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解が深まったと回答し、また100％が今後
もねぷたに参加したいと回答している場面
も見られたことから世代間の交流による

「道徳」の継承も実現できたと考える。
●次回への引継事項：

・事業費の半分以上を寄付金に頼る事業で
あったことから、事業規模に関しては事業
計画段階からしっかりとした想定を立てて
おくこと。

・各種外部資金（むつ小川原財団等）の制度趣
意、性格をしっかり調査して補助の申請を
行うこと。（ハードには基本的に補助しな
いなど事業の根幹にかかわる事態に陥る恐
れがあるから）

・一般からの参加はかなり厳しい状況であ
る。（参加者の主力と想定しないこと）

・次回JC独自で運行する場合は小型ねぷた
の運行から始めるのが望ましい。単年度制
の不自由さはあるが運行のノウハウを複数
年かけて蓄積しなければ、スムーズな運行
はできない。

・参加者のアテンドや運行計画、その他の打
ち合わせ等、運行時は異なる様々な業務を
同時にこなさねばならない。分掌指揮官を
置いてスムーズな運営体制を構築するこ
と。

●委員長所見：弘前青年会議所としては久々のねぷた運行
であり暗中模索の面が多くありましたが、
製作作業、本番運行期間中１人のけが人も
出すことがなかったことは何よりも大きな
成果であったと考えます。これも多くの会
員の皆様からご助言、ご協力をいただいた
が故と感謝いたします。今回の事業では多
くの高校生の事業参加を得ることができま
した。しかも１か月間の練習の結果ほぼ全
員が笛と太鼓を一通りこなすことができる
ようになった事は驚愕すべき成果だったと
考えます。今後、彼ら彼女らが他の団体で
囃子を担いねぷたの伝統を紡いくことを鑑
みれば、この成果は弘前にとって大きな宝
になるものであると確信しています。ま
た、就職等で弘前を離れる事になったとし
ても、彼の地でねぷたについて弘前につい
て語り、誇る人材になってくれるものと確
信します。これも大いなる弘前の宝です。
メンバー一同、暗中模索、疲労困憊の壮絶
な事業でありました。しかし、今回の事業
は10年、20年たってから大きな成果を咲か
せるものと委員会一同信じています。
今年度、このような意義ある事業を任せて
いただきありがとうございました。

●決　　算：¥2,415,209

●委員会名：青少年委員会
●事 業 名：平成まんじ札事業
●意義・目的：まんじ札事業を継続運営し、子供たち、そ

して若い世代に弘前の様々な施設を訪ねて
もらい、弘前の魅力や文化に触れてもら
う。そのことにより子供たちの弘前を愛す
る心を醸成し、子供たちの笑顔があふれ賑
わう元気な弘前を創造することを目的とす
る。

●実施日時：平成25年７月24日～11月30日
●実施場所・会場：

土手町ルート 配布場所　20
大町駅前ルート 配布場所　10
弘前公園周辺ルート 配布場所　10
観光客用簡易ルート 配布場所４

（ただし他の３ルートからのピックアップ）
   配布場所　合計　40

●対 象 者：弘前市民一般
●参加人員：

40箇所まんじ札
コンプリート数 110人

※各店舗配布状況
●外部協力者：弘前市（観光振興部観光政策課）、弘前上土

手町振興組合、弘前中土手町商店街振興組
合、弘前下土手町商店街振興組合、弘前駅
前商店街振興組合、弘前大町商店街振興組
合、百石町商店街振興組合、県内外各報道
機関、その他各商店街、関係諸団体、他

●方法手段：１　他団体との協働
・各商店街振興組合や関係諸団体を窓口と

して参加店の募集を行う。
２　未来の津軽人育成チームの参加

（１）まんじ札のデザイン 
まんじ札の裏面のイラストのデザインを
行なってもらう。（津軽の春夏秋冬がテー
マ）

（２）まんじ札のデザインの校正などの店舗
との打ち合わせの一部を高校生に担当し
てもらう。
参加店の中から市役所のまんじ校正担当
を高校生チームで担当制にする。

・ブロッサムホテルにおいて校正の打ち合
わせの練習を行ない、市役所に出向く準
備を整える。６月下旬に実施予定。

・弘前市役所経営戦略課に出向きデザイン
のリクエストを取りまとめる。７月初旬
までにデザインを決定させる。

２　まんじ札作成
表側

デザインは基本的に施設、店の担当者が
行うが、未来の津軽人育成事業とのコラ
ボで高校生等の未来の津軽人育成事業参
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加メンバーにデザインを依頼したい企業
があればこちらで行う。
寸法　50×150（ミリ）、普通紙使用、三
色印刷

裏側
昨年に引き続きすべての札を集めること
によって完成する絵のパズル形式のもの
を作成。
デザインは未来の津軽人育成事業参加メ
ンバーに行ってもらう。（４色印刷）

仕様
両面普通紙シール

発行枚数
各店舗700枚

参加料
１店舗につき15000円（市役所は除く）
39×15000円＝585000円

３　まんじマップ作成、配布
・チラシ 表面は参加店名とポスターイ

メージ、裏面に具体的なマップを表示す
る。

・ポスター ポスターには参加店舗施設を
表示。

・表札 参加店には目印の表札を掲げ
てもらう。

４　記念品及び景品
全数収集者には先着順に記念品（40種ま
んじ札）を贈呈（11月末締め切り）
市長サイン入りまんじ札持参者にはスペ
シャルまんじ札を贈呈

（スペシャルまんじ札のデザインは未来
の津軽人育成事業参加メンバーが行う。）

５　広報
・新聞を中心にプレスリリースを行う。
・チラシの配布、ポスターの掲示。

●スケジュール：
４月中旬 事業企画開始
５月上旬 協力各団体への協力依頼
５月下旬 未来の津軽人チーム編成
  （事業の概要説明）
  参加店舗募集開始
  （JCメンバーが担当）
  スペシャルまんじ札
  デザイン開始
  （未来の津軽人チーム）
  業者への見積もり依頼
  （まんじ札、チラシ、ポスター）
６月初旬 チラシ、ポスター、まんじ校正
  （ブロッサム、市役所を担当）
６月中旬 スペシャルまんじデザイン完成
７月初旬 参加店確定、
  まんじデザイン完成

７月24日（夏休み開始日） 事業開始
事業期間中　途中状況の確
認、コンプリート者へのスペ
シャルまんじ贈呈作業

11月30日 事業終了
＊事業終了後も各企業に残ったまんじ札の

配布は続けてもらう。
●事業目的の実現と成果：

本事業は子どもを中心とする弘前市民にま
んじ札を集めてもらうことで弘前市の文
化、魅力を知ってもらうことを目的とし
た。７月後半に事業を開始し、また駅前再
開発ビルの再オープンと時期を合わせた結
果、夏休み期間の反響はきわめて大きかっ
た。結果的に110組に及ぶコンプリートを
達成できたのは大きな成果と考える。ま
た、デザイン段階、校正段階において新た
に高校生の協力を得ることができた点はデ
ザイン面での可能性を広めることが出来た
と考える。更に昨年度より10個所の新規配
布場所を確保することにより弘前をより細
かく知ることが出来る事業になったと考え
る。一方において、実施期間の延長を行
なった効果そのものは目立って現れること
はなかったと考える。後半の広報が不十分
であった点を鑑みれば次回以降は広報の充
実で解決できるかもしれないので一概に期
間の短縮を薦めるものではない。何れにせ
よ、期間中満遍なく広報活動を行なうこと
が必要であると考える。

●次回への引継事項：
・参加店の選定は出来るだけ早くしたほうが

いい。（出来れば４月までには）
・小学生は学区外への外出は厳しく制限され

ている。中高生や大人世代など広く市民一
般を対象とする事業とするほうがよい。

・事業実施は夏休み期間に必ずかかるように
すること。（コンプリート者の大半が８月
中である）

・参加店は大いに越したことはない、逆に各
店の配布枚数はこれまでより少なくしてよ
い。各参店とも残数にかなり気を使ってい
る。

・参加店の増大を図るにしても市内広範囲に
散らばらないよう工夫すること、旧市街地
に集中している方がはけ方もよいように見
受けられる。

・旧まんじ札の代表者への挨拶を忘れないこ
と、礼儀も当然だが２年間続けている現行
まんじ札にも注目しておられるので面白い
アドバイスをもらえるかも知れない。

・今回はメディアでの宣伝は控え気味にした
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（手が回らなかった点もあるし、人伝の広
まり方に期待した点もある）が、結果的に
宣伝不足の感が否めない。メディアを使っ
た宣伝は可能な限りやった方がいい。（前
期、中期、後期満遍なく行なうこと）

・集める人のモチベーション、マスメディア
の取材意欲を喚起する為にも、デザインや
配布場所には工夫をこらすようにしたほう
がいい。

・参加料は昨年の10000円くらいまで落とし
たほうがいい。参加料の高さ、配布枚数の
多さに不満を訴えてこられる店舗が数件
あった。 

●委員長所見：平成まんじ札事業２年目の年となり、ある
程度市民一般への認知がなされている中で
の事業でありました。本年度は高校生にウ
ラ絵のデザインを担当してもらうことで独
自色を持たせました。本格的なデザインで
臨んだことから、何年か時間が経ってから
価値が増してくると考えます。今回の事業
において特に感じたことは夏休み期間がこ
の事業のクライマックスであるということ
です。夏休みに始めるよりは事業期間の昼
間に夏休みをもってこれるようにする方が
より多くの参加者が見込めると考えます。
一方で参加促進を目指して各店舗枚数の増
大とそれに伴う参加料の15000円への増額
は参加店舗からはかなりの不評であったこ
とは特記すべきことと考えます。かつての
事業時代から毎年かなりの残数を生じるこ
とを問題視している店舗もあることから、
次回は参加を見合わせる店舗が少なからず
存在すると思います。これに関しては慙愧
の念に絶えず、大変申し訳ないと考えてお
ります。次回はこの点を考慮した枚数と価
格設定をお願いいたします。不具合が多々
見られましたが、何れにしましても、最後
に小生他委員会メンバーにとってもこれま
で行ったことのない店や久々に訪れる場所
に赴くことが出来た極めて貴重な経験であ
りました。弘前を再発見することで、これ
からの地域活動へのモチベーションとする
ことが出来る経験であったと考えます。

●決　　算：¥833,400

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：わんぱく相撲
●意義・目的：「相撲王国」と言われる青森県。わんぱく

相撲の歴史と伝統を絶やすことなく、後世
にその誇りを受け継いでいくために、国技
である相撲を通じ、礼節や努力、伝統や思

いやりといった、将来の社会生活に必要な
精神・知識を学んでもらうことを目的とし
てこの事業を行う。

●実施日時：2013年５月18日　土曜日　13：00～15：10
●実施場所・会場：
 つがる地球村　スポーツパーク相撲場
 青森県つがる市森田町床舞藤山244
●対 象 者：わんぱく相撲参加者（小学生　４～６年生）
●参加人員：弘前JCメンバー　４名
 五所川原JCメンバー　５名
 大会参加者　19名
 父兄　50名
 相撲協会関係者　13名
 計　91名
●外部協力者：つがる市相撲協会　青森県相撲連盟西つが

る支部　公益社団法人五所川原青年会議所
公益社団法人東京青年会議所　財団法人日
本相撲協会

●方法手段：【弘前場所　準備】
五所川原場所と合同で予選大会を開催。
大会の運営は五所川原JCと弘前JCが共催
して行う。
青森県ブロック出場枠が４つの為、本大会
では五所川原JCと弘前JCの枠、２つある。
本大会において２チームを選抜し、一方を
弘前JC代表、もう一方を五所川原JC代表
として全国大会に出場する。
採点方式：参加人数によって異なる。総当
たり戦、予選トーナメント→決勝総当たり
戦など。五所川原場所の参加人数と合わせ
協議し、決定する。

【ブロック大会】
ブロック内での参加LOM数が４か所のた
め、今年度はブロック大会を開催しない。

●スケジュール：
事前準備

３月～５月上旬　五所川原JCと大会実
施に向けての打ち合わせ
４月下旬　各小学校に案内文送付
５月上旬　参加のとりまとめ

当日スケジュール
12：00　集合
12：30　受付
12：45　監督会議
13：00　開会式

開会宣言　五所川原青年会議所
副理事長　佐藤昭義
主催者挨拶　弘前青年会議所
理事長　清藤洋介
審判長注意　青森県相撲連盟
審判部長　三浦武正
選手宣誓　つがる相撲クラブ
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小関拓道君
13：15　取り組み開始
15：00　閉会式

成績発表
表彰式
講評　五所川原青年会議所
理事長　小嶋英嗣
閉会宣言　弘前青年会議所
副理事長　佐藤譲

15：10　大会終了
●事業目的の実現と成果：

誰も怪我をすることなく、無事に取り組み
を終了することが出来た。年長者への元気
な挨拶や、取組後に手を差し伸べる等の敗
者への配慮がきちんとなされており、礼節
や思いやりの精神がしっかりと育まれてい
る。ただ、弘前からの子どもの参加者が一
人もいなかった事が非常に残念であった。

 全国大会出場者
４年生　つがる相撲クラブ
古坂　裕聖（こさか　ゆうせい）君
５年生　つがる相撲クラブ
相馬　良亮（そうま　りょうすけ）君
６年生　薄市小学校
神　歩武（じん　あゆむ）君

●次回への引継事項：
昨年に引き続き共催という形をとったが、
大会運営委託から横断幕の作成、スポーツ
保険等、運営にまつわるほぼ全ての部分を
五所川原JCに委託することとなってし
まった。依頼の都合や運営の都合があると
はいえ、来年も共催するのであれば、五所
川原の負担をいくらかでも受け持つことが
出来るように設える必要があると感じた。
弘前単独で開催するのであれば、弘前市内
からの参加者集めや、黒石JCがわんぱく
相撲を行っていない点を鑑みて、黒石地区
からの募集をするなど、参加者を集め運営
していく方法を考える必要がある

●委員長所見：昨年に引き続きの五所川原との共催であっ
たが、理事会の時期のズレや、実際の負担
に対する支払いや見積もりの方法等苦労す
る部分が多かった。また、実際の運営の大
半を委託という形式になってしまい、五所
川原JCに多くの負担をかけてしまったこ
とを心苦しく思う。しかし、お互い協力し
合ったり、お互いのLOMの話が出来たり
と有意義な面も多かった。
実際のわんぱく相撲の場では、子ども達の
熱い取り組みに思わず手に汗を握り、また
感動する場面があった。弘前からの参加者
が少なく賛否色々ある事業ではあるが、こ

の子ども達の取り組む姿を維持するために
も、絶やさずに継続していっていただきた
い事業であると感じた。
最後に、オリエンテーション登録料を予算
に盛り込み忘れたことを大いに反省してい
ます。

●決　　算：¥33,692

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：わんぱく相撲全国大会
●意義・目的：「相撲王国」と言われる青森県。わんぱく

相撲の歴史と伝統を絶やすことなく、後世
にその誇りを受け継いでいくために、国技
である相撲を通じ、礼節や努力、伝統や思
いやりといった、将来の社会生活に必要な
精神・知識を学んでもらうことを目的とし
てこの事業を行う。

●実施日時：2013年７月28日　日曜日　８：00～18：00
●実施場所・会場：両国国技館
●対 象 者：わんぱく相撲LOM大会成績優秀者
 （小学生　４～６年生）
●参加人員：JCメンバー（白石）

わんぱく力士
（古坂　裕聖君・相馬　良亮君・神　歩武君）

●外部協力者：公益社団法人五所川原青年会議所
公益社団法人東京青年会議所　財団法人日
本相撲協会

●方法手段：【全国大会】
五所川原JCと共催の弘前場所で選出され
た４～６年生の２位の選手３名を弘前チー
ムとする。
弘前JCメンバーが弘前チームを引率する。

【交通手段】
新幹線にて東京　両国まで移動する。新青
森駅集合

【その他】
選手３名に遠征費用を計上する。他保護者
から滞在費として１万円を徴収する。
選手たちに国技館で記念のお土産を購入する。
宿泊する部屋にお土産を用意する。
出場選手
４年生　つがる相撲クラブ
古坂　裕聖（こさか　ゆうせい）君
５年生　つがる相撲クラブ
相馬　良亮（そうま　りょうすけ）君
６年生　薄市小学校
神　歩武（じん　あゆむ）君

●スケジュール：
 ７月上旬

五所川原JCと打ち合わせ。
保護者へ全国大会に向け案内（五所川原
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JC）・新幹線の手配（弘前JC）
７月下旬

お土産を用意。ラグノオささき（気にな
るリンゴ）を購入

７月27日
６：00　新青森集合
６：46の新幹線はやてにて東京へ出発
10：36　東京駅到着。乗り換えて両国駅
に11：05到着。その後昼食
11：40　両国国技館到着。12：00開場。
手荷物検査後、エントリーシートを提出
し、桝席へ移動。
13：00リハーサル開始。同伴JCメンバー
と選手は別行動。
17：00リハーサル終了、相撲部屋へ移動。
両国駅から秋葉原・日暮里を経由し、日
暮里・舎人ライナー　西新井大師西駅下
車
西新井大師西駅から徒歩20分程で玉ノ井
部屋に移動。
玉ノ井部屋に宿泊。

７月28日
５：00起床　５：15朝食
６：00に玉ノ井部屋を出発。玉ノ井部屋
から両国国技館までタクシーで移動。
７：00開場。書類提出
８：00開会式
９：00取組み開始
17：30閉会式
18：00終了
終了後、現地にて各自解散

選手記念品内訳：Tシャツ・スポーツタオ
ル・リストバンド

●事業目的の実現と成果：
怪我や事故等無く、無事に両国国技館へ引
率し、全国大会に出場することが出来た。
相撲の精神に則り、土俵内外においても、
礼節を重んじ、年長者への挨拶などしっか
りと出来ていた。取組後に相手を引き起こ
す等、敗者への配慮もされていた。
この事業で得た経験は、必ず将来の社会生
活において良い影響をもたらす。

【弘前チーム】  【結果】
４年生　古坂　裕聖君 ２回戦出場
５年生　相馬　良亮君 ５回戦出場
６年生　神　　歩武君 ４回戦出場

●次回への引継事項：
・五所川原JCと何度も打ち合わせを行い、

作業を分担し案内や手配等行った。来年も
LOM大会を共催し、共に全国大会へ行く
のであれば、入念な打ち合わせを行う必要
がある。

・わんぱく相撲公式サイトは細目にチェック
し、必要な情報を逐次確認する。情報は全
てサイト経由で提供されるため、確認を怠
ると重要な情報を見落としかねない。

・リハーサル日の昼食の際、五所川原JCと
共に行動する場合、五所川原JCは選手の
食費を計上しないため、支払いには注意が
必要。特に個々人で食券を購入するタイプ
の飲食店は領収書の回収・計上が煩雑にな
るため避けた方が良い。

・東京JCの先導で部屋まで電車と徒歩で移
動したが、切符代等領収書の出ない支払い
が発生し、また長距離の移動になると子ど
も達の負担も大きいため、タクシーの移動
を考慮してもいい。

・会場で用意されているのぼりの支柱が弘前
JCの旗とサイズが合わないため、旗を
ちゃんと張れず不恰好になる。支柱持込み
は邪魔になるので、サイズを合わせた旗を
用意する方が良い。

・７月７日のオリエンテーションは、今まで
も参加していなかったという情報から割愛
したが、後日確認したところ、県内参加４
LOM中八戸JCのみが参加し、他LOMの分
も色々決定してくれていた。他LOMに迷
惑をかけないためにも、参加できるメン
バーがいたら参加した方が良い。

・京都会議の参加や同伴等、担当者の負担が
大きくなる。例会後の懇親会などでカンパ
を募る等、少しでも負担を減らす工夫が
あってもいい。

●委員長所見：五所川原JCと協力し、無事全国大会へ出
場することが出来た。五所川原の担当者が
子ども達と長く付き合っていて、子ども達
のことをよく理解し、打ち解けていた。個
人的にも、相撲部屋での体験や引率を通し
て子ども達と一緒に過ごさせて頂いたが、
子ども達の笑顔が絶えずとても楽しい貴重
な時間を過ごすことができ非常に有意義で
あった。また、LOM同士の協力も、ノウ
ハウが培われ少しずつスムーズになって
いった。この協力体制は、他事業等で五所
川原JCを訪問する際にも役立ったため、
貴重な体験になった。この全国大会出場と
いう機会は、子ども達にとってとても有意
義な体験となるため、弘前LOM内の子ど
も達にも出場する機会を設けるためにも単
独開催を行うべきだと考える。

●決算：¥26,710
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公３ 東日本大震災の被災地の
　　 復興に寄与する事業

●委員会名：青少年委員会
●事 業 名：復興支援事業
●意義・目的：東日本大震災により我々のふるさとである

東北地方は甚大なる被害を受けた。これま
での２年間、当弘前青年会議所は同じ東北
に住まう者として様々な復興支援事業を展
開し、被災者への支援を中・長期的な視点
で行ってきた。発災から３年目を迎え、復
興への歩みは着実に進みつつある。本事業
はこの現状を鑑み、多様化するニーズに合
わせた更なる支援活動を、行政及び各種団
体と連携して展開していくことを目的とす
る。

●実施日時：・被災地視察　平成25年９月４、５日
・Cross.S　平成25年11月３日及び11月４日

●実施場所・会場：
・被災地視察　岩手県釜石市、岩手県大槌

町
・Cross．S実施会場（蓬莱広場）において

●対 象 者：弘前市民一般
●参加人員：

釜石視察
９月 ４、５日 高校生 ４人 メンバー ４人
Cross.S
11月 ３日 高校生 23人 メンバー ５人 ボランティア 10人
11月 ４日 高校生 23人 メンバー ５人 ボランティア 17人

●外部協力者：県立弘前実業高校、社団法人釜石青年会議
所、有限会社リアス海藻店

●方法手段：被災地食材販売（Cross.S）
・釜石市の産品を用いた料理をCrossS実

施会場（蓬莱広場）にて販売する。（高校
生が開発）

→釜石は昨年度の復興支援事業でのご縁が
あり事業の継続性を確保できる。

→釜石産ワカメを使ったクラムチャウダー
を販売。（実業高校家政科が開発）
一杯200円×500食×２日販売予定
試作品写真

→被災地の高校が開発した地元産品の販売
（弘前実業高校の友好校）
商品名「たまげ大福だっちゃ」 開
発　宮城県立女川高等学校100円（卸値）
×200
商品名「そばはっと」 開発　岩手
県立水沢商業高等学校200円（卸値）×200

→販売スタッフも未来の津軽人育成メン
バーが担当する。（行動力）

→商品開発にあたっては現地釜石の協力を
得る。（被災地の現状を知る「恕の精神」）

・売上金を被災地に寄付する。
被災地パネル展示

・Cross.Sの被災地食材販売コーナーにお
いて被災地の現状や課題に関するパネル
を展示。 

→釜石視察を終えた高校生が内容を製作す
る。（現状に関するコメントやグループ
補助金、沿岸地域の土地かさ上げ問題、
釜石に桜の木を植えるプロジェクト紹介
等）

収益金寄付
・本事業の売上金を「釜石に桜を植える会」

に寄付する。
→荒涼とした被災地釜石に復興のシンボル

として桜を植える市民運動。
→釜石JC歴代理事長である芝﨑恵應氏が

事務局長を務めている団体。
→一口3000円からの寄付（一本当たりの苗

木費用）平成27年春から植樹開始
→マスコミに取材してもらう予定
参考　釜石に桜を植える会HP
　　　URL　http://senjyuin.info/sakura/
　　　釜石に桜を植える運動チラシ
被災地視察・食材選定
・高校生に被災地の実情を知る機会を持っ

てもらう。
→釜石JCOBの平野嘉隆先輩の（有）リアス

海藻店のご協力を得る。
→釜石市、大槌町の現状を視察する。
・被災地の食材を選定する
→実業高校家政科の開発するスープに適し

た食材を選定する。
●スケジュール：

９月４日　高校生と共に釜石視察出発
　　　　→リアス海藻様訪問、作業体験、
　　　　　海産物から食材選定
９月５日　釜石市内復興状況視察、
　　　　　弘前移動
９月中旬～10月末
　　　　　商品開発、現地との打ち合わせ
　　　　　継続
11月２日　Cross.S設営作業、食材納入
11月３日　出店設営、10：00～15：00販売、
　　　　　撤収作業
　　４日　出展設営、10：00～15：00販売、
　　　　　撤収作業
 タイムスケジュール
12月19日　釜石市において寄付金の贈呈

●事業目的の実現と成果：
今回の事業においては被災地の産品の販売
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によって被災地支援を行なうことを目標と
した。結果として物産、クラムチャウダー
の販売により82370円の収益を得、これを

「釜石に桜を植える会」に全額寄付するこ
とが出来た。また、高校生による被災地視
察の結果と「釜石に桜を植える会」の運動
をCross.Sにおいて啓発活動を行なった結
果来場市民653人にチラシを配布した。ま
た、陸奥新報においても今回の事業を掲載
していただくことにより市民一般への啓発
効果があったと考える。
今回の事業において被災地が自ら発起した
復興運動を支援しそれを促進していくとい
う形態を見出すことが出来た。以上のこと
から本事業の目的は達成できたものと総括
する。

●次回への引継事項：
・被災地は確実に復興の歩みを速めており

こちらの発想で支援するというスタンス
では現地の状況とミスマッチをおこす。

・被災地でどのような運動を行なっている
かなど、被災地自身がやろうとしている
ことをしっかり把握たうえで実施計画を
立てること。

・三年間の復興支援事業を通して釜石との
絆は深い。来年度も釜石を中心とした活
動を行なってほしい。特に「釜石に桜を
植える会」の運動に積極的に貢献してほ
しい。

・高校生等青少年世代を事業参画させる場
合は事前学習をしっかり行なうこと。
JCメンバーとは違い市民、特に未成年
にとって東日本大震災はテレビの中の出
来事に過ぎないという認識でしかないこ
とがごく当たり前のことだという認識で
企画してほしい。

・調理の段取りはより綿密に行なう必要が
ある。今回はクラムチャウダーを焦がし
てしまうなど、不具合が多く見られ猛省
している。

・仕入れ量、売り上げ目標にはより綿密に
作成すること、今回は被災地物産を中心
に売れ残りが極めて多く、寄付金の金額
が予定より大きく下回ってしまった。

●委員長所見：東日本大震災発災から３年目の復興支援事
業を担うにあたって最も難しかったのが、
現状の被災地にとって何が支援になるのか
ということでした。被災地は被災の事後処
理から具体的な「復興」へと歩みを進めて
います。そのような状況下ではこれまでの
こちらから提案して、被災地の皆さんに参

加してもらうという事業形態はその役割を
終えたといってよいと考えます。
今回は釜石に実際に赴き「釜石に桜を植え
る会」の活動を知ることが出来ました。被
災地自らが発起した運動であり、被災地の
現状のニーズそのものであると考えます。
次年度以降はこういった、被災地自身が考
える復興への運動をしっかり把握してそれ
をサポートするという形式で臨むべきであ
ると考えます。

●決　　算：¥299,228

他１ 会員の資質向上及び
　　 親睦を図る事業

●委員会名：会員開発委員会
●事 業 名：あおいりんごNo.359の作成
●意義・目的：弘前JCの事業紹介・報告の広報誌として、

事業へ参加、興味がわくような記事を適時
に作成し、特別会員やメンバーに情報提供
する事を目的とする。またHP上での告知
充実を徹底し、広く市民に活動内容を広報
していく。また、会員拡大用や市民への事
業活動の周知の一面を持つ広報誌として、
幅広い周知活動が出来る記事作成を目指
す。

●実施日時：発行日　平成25年３月26日(火)
●実施場所・会場：適宜
●対 象 者：現役メンバー及び特別会員、OB、その他
●参加人員：適宜
●外部協力者：適宜
●方法手段：規　　格　B4、白黒印刷、二つ折り
 発　　送　特別会員
 配布場所　市役所、まちなか情報センター、
　　　　　　　　　　　観光館、かだれ横丁、叙々苑
 最終校正　あおいりんごNo.359
●スケジュール：

１月上旬 掲載原稿、写真、資料収集
１月中旬 校正
１月下旬 No.359実施計画書上程
２月 校正等全体的な調整作業
３月上旬
３月中旬
３月下旬 最終校正
  No.359実施計画書審議
  発行、発送作業、配布場所へ
  お届け、HP掲載

●事業目的の実現と成果：
今号は2013年理事長所信、基本方針、新年
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祝賀会の報告、委員長紹介、新加入会員紹
介を掲載し、当会の2013年度の新たな出発
を広く周知出来た。また会員の拡大に取り
組んでいく記事も掲載し、特別会員やメン
バーへ会員拡大運動の協力、お願いを周知
出来た。

●次回への引継事項：
◆白黒でいくのかカラーでいくのか方向性

を決めておく
◆メンバーへも送付した方が良い
◆配布場所に何部か置いたが、ほぼ無く

なっていなかった
◆誰がどの事業で写真を撮影しているか把

握しておいた方が良い
●委員長所見：今年度１号目は当会の新たな動きを掲載す

る号だったので、何を掲載するかなどの準
備に関してはスムーズに運んだ。しかし、
誤字、脱字のチェックや修正、印刷までの
流れなど細かい部分は初めて経験で、少し
時間がかかってしまった。次号から各委員
会毎に事業がスタートするので、何を掲載
し、どう周知するかを早い段階で決定し、
今回時間のかかってしまった部分を正して
いきたいと思います。

●決　　算：¥39,270

●委員会名：会員開発委員会
●事 業 名：あおいりんごNo.360の作成
●意義・目的：弘前JCの事業紹介・報告の広報誌として、

事業へ参加、興味がわくような記事を適時
に作成し、特別会員やメンバーに情報提供
する事を目的とする。またHP上での告知
充実を徹底し、広く市民に活動内容を広報
していく。また、会員拡大用や市民への事
業活動の周知の一面を持つ広報誌として、
幅広い周知活動が出来る記事作成を目指
す。

●実施日時：発行日　平成25年６月26日（水）
●実施場所・会場：適宜
●対 象 者：現役メンバー及び特別会員、OB、その他
●参加人員：適宜
●外部協力者：適宜
●方法手段：規　　格　B4、白黒印刷、二つ折り
 発　　送　特別会員

配布場所　市役所、まちなか情報センター、
　　　　　観光館、かだれ横丁、叙々苑

 最終校正　あおいりんごNo.360
●スケジュール：

５月上旬 掲載原稿、写真、資料収集
  校正
５月中旬 No.360実施計画書上程

５月下旬 校正等全体的な調整作業
６月上旬
６月中旬
６月下旬 最終校正
  No.360実施計画書審議
  発行、発送作業、配布場所へ
　　　　　　お届け、HP掲載

●事業目的の実現と成果：
今号では各委員会のこれからの事業につい
て、OBとの交流、新加入会員紹介等を掲
載し、当会の現在行なっている内容を広く
周知出来た。また寄付のお願いや会員拡大
への協力のお願いを掲載し、特別会員やメ
ンバーへ協力も周知することが出来た。

●次回への引継事項：
◆白黒でいくのかカラーでいくのか方向性

を決めておく
◆メンバーへも送付した方が良い
◆配布場所に何部か置いたが、ほぼ無く

なっていなかった
◆誰がどの事業で写真を撮影しているか把

握しておいた方が良い
◆出向者の紹介をいつするのか検討必要
（早い方が良い）

◆紙面の大きさの検討
◆字が多いと読みづらい。字と写真のバラ

ンスを精査して記事を作成すること
◆HPへのアップのタイミング、HPへ誰が

アップするのかを把握すること
●委員長所見：今号はこの内容をメインで掲載するという

のをこちらで選定しなければならず、そこ
に非常に時間がかかった。また、各委員会
毎に事業がスタートし、写真が個々に撮影
されていて集めるのに時間がかかったり、
発行のタイミングによっては次号の掲載に
なってしまうなど諸問題も多く発生し、最
終校正が発行直前までかかかってしまっ
た。次号はそういった部分を改善し、ス
ムーズな発行を目指します。

●決　　算：¥39,270

●委員会名：会員開発委員会
●事 業 名：あおいりんごNo.361の作成
●意義・目的：弘前JCの事業紹介・報告の広報誌として、

事業へ参加、興味がわくような記事を適時
に作成し、特別会員やメンバーに情報提供
する事を目的とする。またHP上での告知
充実を徹底し、広く市民に活動内容を広報
していく。また、会員拡大用や市民への事
業活動の周知の一面を持つ広報誌として、
幅広い周知活動が出来る記事作成を目指
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す。
●実施日時：発行日　平成25年９月26日（木）
●実施場所・会場：適宜
●対 象 者：現役メンバー及び特別会員、OB、その他
●参加人員：適宜
●外部協力者：適宜
●方法手段：規　　格　B4、白黒印刷、二つ折り
 発　　送　特別会員、現役メンバー
 最終校正　あおいりんごNo.361
●スケジュール：

７月上旬 掲載原稿、写真、資料収集
  校正
  No.361実施計画書上程
７月中旬 校正等全体的な調整作業
７月下旬
８月
９月上旬
９月中旬
９月下旬 最終校正
  No.361実施計画書審議
  発行、発送作業、配布場所へ
  お届け、HP掲載

●事業目的の実現と成果：
今号では次年度理事候補者決定の報告、事
業御礼、事業告知並びに新加入会員紹介等
を掲載し、当会の現状を広く周知出来た。
また会員拡大への協力のお願いを掲載し、
特別会員やメンバーへ協力を周知出来た。

●次回への引継事項：
◆白黒でいくのかカラーでいくのか方向性

を決めておく
◆メンバーへも送付した方が良い
◆配布場所に何部か置いたが、ほぼ無く

なっていなかった
◆誰がどの事業で写真を撮影しているか把

握しておいた方が良い
◆出向者の紹介をいつするのか検討必要
（早い方が良い）

◆紙面の大きさの検討
◆字が多いと読みづらい。字と写真のバラ

ンスを精査して記事を作成すること
◆HPへのアップのタイミング、HPへ誰が

アップするのかを把握すること
◆画像の著作権等の注意

●委員長所見：今号は前号の教訓を生かし、スムーズな発
行を心がけた。最後に誤字、脱字訂正で若
干の時間はかかったもののスムーズに発行
出来たと思う。次号で今年度最後の発行と
なるが、次号も今号の様にスムーズ且つ魅
力的な広報誌にしていきたいと思います。

●決　　算：¥39,270

●委員会名：会員開発委員会
●事 業 名：あおいりんごNo.362の作成
●意義・目的：弘前JCの事業紹介・報告の広報誌として、

事業へ参加、興味がわくような記事を適時
に作成し、特別会員やメンバーに情報提供
する事を目的とする。またHP上での告知
充実を徹底し、広く市民に活動内容を広報
していく。また、会員拡大用や市民への事
業活動の周知の一面を持つ広報誌として、
幅広い周知活動が出来る記事作成を目指
す。

●実施日時：発行日　平成25年11月27日（水）
●実施場所・会場：適宜
●対 象 者：現役メンバー及び特別会員、OB、その他
●参加人員：適宜
●外部協力者：適宜
●方法手段：規　　格　A3、白黒印刷、二つ折り
 発　　送　特別会員、現役メンバー
 最終校正　あおいりんごNo.362
●スケジュール：

10月上旬 掲載記事、写真、資料収集
10月中旬 No.362実施計画書上程
10月下旬 校正、調整、精査作業
11月上旬
11月中旬
11月下旬 理事会審議
  発行
  発送作業、HPへ掲載

●事業目的の実現と成果：
今号では今年度理事長、次年度理事長候補
者の一問一答、次年度委員長紹介、今年度
委員長報告、卒業生紹介、事業御礼、報告
などの記事や写真を掲載し、当会の現状報
告並びに次年度のこれからの体制などを周
知出来た。また、今年度後半に行なわれた
事業やその他行事の報告や御礼、会員拡大
の最終報告などをわかりやすく掲載し、沢
山の内容を周知をすることが出来た。

●次回への引継事項：
◆白黒でいくのかカラーでいくのか方向性

を決めておく
◆メンバーへも送付した方が良い
◆配布場所に何部か置いたが、ほぼ無く

なっていなかった
◆誰がどの事業で写真を撮影しているか把

握しておいた方が良い
◆出向者の紹介をいつするのか検討必要
（早い方が良い）

◆紙面の大きさの検討
◆字が多いと読みづらい。字と写真のバラ

ンスを精査して記事を作成すること
◆HPへのアップのタイミング、HPへ誰が
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アップするのかを把握すること
◆画像の著作権等の注意
◆どのような事業、行事でも写真は多く撮

影しておいた方が良い（記事とのバラン
スや校正がスムーズに行なえる）

◆次年度理事長候補者を撮影する際にネー
ムプレートが気になった。理事長候補者
のネームプレートもあった方が良いと思
う

◆12月に入会したメンバーはどう紹介して
いくのか

◆題字は次年度も理事長が書いた方が良い
と思う

●委員長所見：今年度最後の発行ということでNo.359から
No.361での教訓を生かし、スムーズな発
行、読みやすい記事、わかりやすい写真、
見やすい校正などあらゆる面に気を配り作
り上げました。沢山の資料や写真などを
様々な人から協力を頂き、今年度１番の出
来ではないかと思うぐらい魅力的で素晴ら
しい号に仕上がったと思います。次年度も
今年度のあおいりんごを参考にして、より
良いあおいりんごを期待しています。

●決　　算：¥39,270

●委員会名：地域のリーダー育成/会員開発　委員会
●事 業 名：３月例会（会員拡大講演会）

●意義・目的：我々JAYCEEは、地域人・経済人として
の活躍を期待されており、地域の希望とし
て、地域を牽引するリーダーとしての資質
の向上が急務である。例会活動を通してメ
ンバーとの親睦を図るとともに、地域の将
来を担うリーダーとしての素質を向上する
ための学習・啓発活動を行い、我々の使命
を見つめなおし、個々のアイデンティ
ティーを確立させ、地域を自発的に牽引し
ていくリーダーシップを兼ね備えた、まち
を変えていく一歩を踏み出せる活力のある
人材を育成する。

●実施日時：平成25年３月８日（金）19：00～21：35
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル 松の間
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：JCメンバー 34名

オブザーバー １名
山形昌弘氏（山形商店）
OB   １名
中井浩二先輩
その他  ７名
　佐藤一尚会長（青森ブロック協議会）
　日野勲運営専務（青森ブロック協議会）

　虻川洋行理事長（一般社団法人大館青年会議所）
　藤田甲之助事務局長（公益社団法人花巻青年会議所）
　伊藤芳徳会員交流委員長（同上）
　上田直輝会員拡大委員長（同上）
　佐藤芳樹会員拡大委員（同上）
合計 43名
紹介誓約書、例会前アンケート提出　55名
※全メンバーより紹介誓約書、例会前アン
ケートの提出有り。よって100％出席の
100％例会とした。全員の誓約書は電子資
料に添付

●外部協力者：講師　花巻JCOB　伊藤泰尚先輩
●方法手段：①例会案内郵送時に会員拡大に関するアン

　ケートも同封し、現状のメンバーの意識
　や質問等を集計して、例会に臨む（講師
　にもその内容を確認してもらう）

配布物　３月例会案内、講師プロフィー
ル、例会前アンケート、１名紹介誓約書

②多くのメンバーに会員拡大の意識向上を
図る
１月下旬より、メンバーに出席を促し、
100％例会にする
どうしても所用等で出席出来ない場合は
１名紹介誓約書の提出をもって出席とす
る

③例会出席者に１名紹介誓約書の持参して
もらい、LOM全体での活動を促す
誓約書はまとめて事務局に掲示

●スケジュール：
◆事前スケジュール

１月
上旬
中旬
下旬

委員会で例会の検討
講師打ち合わせ
講師打ち合わせ

２月
上旬
中旬
下旬

会場仮押さえ、役割分担、
備品等精査
講師最終打ち合わせ
メンバーへ案内、会場手配

３月 上旬 出欠確認、最終打ち合わせ

◆当日スケジュール 
時　間 内　容 担　当
16：00～ 講師と打ち合わせ 坂本委員長

17：00～ 会場集合、準備、
メンバー打ち合わせ

会員開発委員会、
白石委員長、
比内事務局長

18：00 受付開始
18：10 講師を迎えに行く 大湯副委員長

18：30～ コミュニケーショ
ンタイム

18：30 青森ブロック専務
お出迎え

安田専務、
工藤幹事

18：40 講師お出迎え 工藤幹事

18：45 青森ブロック会長
お出迎え

工藤幹事、
大湯副委員長

開会セレモニー
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19：00～ 開会宣言 小野副理事長
（司会）白石委員長

国歌斉唱
JCソング斉唱
JCIクリード 工藤博政君
JCIミッション並びに
JCI VISION唱和 比内事務局長

JC宣言朗読並び
に綱領唱和 三宅委員長

理事長挨拶 清藤理事長
青森ブロック会長
挨拶

佐藤一尚会長
（青森ブロック協議会）

オブザーバー紹介
並びに
来訪JC紹介

（オブザーバー）
山形昌弘氏（山形商店）

（来　　　　　訪）
佐藤一尚会長

（青森ブロック協議会）
日野勲運営専務

（青森ブロック協議会）
虻川洋行理事長

（一般社団法人大館青
年会議所）
藤田甲之助事務局長

（公益社団法人花巻青
年会議所）
伊藤芳徳会員交流委員
長（同上）
上田直輝会員拡大委員
長（同上）
佐藤芳樹会員拡大委員

（同上）

19：35 新加入会員認証式
（新）久保良太君、
笹淳志君、相馬春香君

（司会）坂本委員長
19：50 休憩

メインタイム

20：00 会員拡大講演会
伊藤泰尚先輩

（司会）坂本委員長
（講師誘導）
工藤幹事

20：50 質疑応答
21：00 理事長謝辞 清藤理事長

講師退場 （講師誘導）工藤幹事
21：10 専務理事報告 安田専務

報告依頼事項
監事講評 鎌田監事

21：35 閉会宣言 福士副理事長
懇親会会場へ講師、
花巻JC送迎 大湯副委員長

●事業目的の実現と成果：今例会は弘前JCの会員増加
及び必要性を感じ、会員減少の危機感をメ
ンバー全員より一層認識してもらう為に開
催した。近年このような例会で会員拡大を
テーマにした例会は無く、改めて外部協力
者からの講演を拝聴し効率的なシステム・
手法を学び委員会単位ではなく、メンバー
一丸でメンバー募集しなければ大幅な会員
増加には繋がらない説明を受けた。今後の
弘前JCの存続も左右する会員拡大の重要
性を参加したメンバーは感じたように思え

る。例会の成果は毎月の会員拡大ミーティ
ングの状況と今年度の会員増加数で表され
る。

●次回への引継事項：
●来賓が来る連絡がほぼ当日だったので、

対応に困った。
●タイムテーブルに不備が有り、講師を待

たせる場面が多かった。
●軽食を準備したが、食べる時間が限られ

ており、多量に残る結果となった。
●予算関係でゆとりが無かった。
●誓約書、アンケートをもって100％例会

としたが、例会への参加人数が少ない。
●こういった会員拡大についての内容は今

年だけではなく、来年、来々年も行なっ
た方が良いと考えられる。

●２月の総会や前の日の全事業終了時にこ
ういった会員拡大の重要性を説く内容の
事をやるのも良いと思う。それにより次
の年にスタートダッシュが出来る。

●オブザーバー、先輩、来賓への気遣い、
対応がイマイチであった。外部の人が来
る場合は注意すること。

●委員長所見：年頭に掲げた会員拡大30名の目標達成の為
の第一歩である今例会。例会案内に同封し
た紹介誓約書・アンケートの回収率による
100％例会を目指しました。誓約書の提出
に疑問を唱えるメンバー、快く提出するメ
ンバーの意識を認識できました。即ち
JAYCEEの存在意義、そして今、活動し
ている事自体への疑心を払拭できたように
私は捉えました。
多くの他団体がある弘前の中でも突出した
メンバーが集い、様々な事業を行える強い
団体を構築する為にメンバーの確保を今年
度行っていきます。

●決　　算：¥62,975

●委員会名：地域のリーダー育成／弘前白神プロモー
ション／青少年委員会

●事 業 名：４月例会
●意義・目的：我々JAYCEEは、地域人・経済人として

の活躍を期待されており、地域の希望とし
て、地域を牽引するリーダーとしての資質
の向上が急務である。例会活動を通してメ
ンバーとの親睦を図るとともに、地域の将
来を担うリーダーとしての素質を向上する
ための学習・啓発活動を行い、我々の使命
を見つめなおし、個々のアイデンティ
ティーを確立させ、地域を自発的に牽引し
ていくリーダーシップを兼ね備えた、まち
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を変えていく一歩を踏み出せる活力のある
人材を育成する。

●実施日時：平成25年４月５日（金）19：00～21：05
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル 桜の間
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：JCメンバー  27名
 オブザーバー １名
 前田完治君
 アカデミー大学来訪 ５名
 アカデミー大学学長　高橋　誠君以下５名
 合計　  33名
●外部協力者：なし
●方法手段：授業形式

・白神山地の歴史及び文化のレクチャー（講
師　秋元委員長）

・ねぷたの歴史についての講義（講師　野村
委員長）

●スケジュール：
◆事前スケジュール

２月
上旬
中旬
下旬

委員会において例会内容協
議、白神委員会との協議
委員会において例会内容精
査、協議
委員会において内容精査、協
議

３月
上旬
中旬
下旬

会場仮押さえ、内容精査
物品購入等準備作業
出欠確認、会場契約

４月 上旬 実施

◆当日スケジュール
時　間 内　容 担　当
16：00～ 物品搬入 野村委員長
17：00～ 会場集合、準備、

メンバー打ち合わせ
青少年委員会、白石委
員長、比内事務局長

18：00 受付開始 弘前白神プロモーショ
ン委員会

開会セレモニー
19：00～ 開会宣言 小山内副理事長　（司

会）白石委員長
国家斉唱
JCソング斉唱
JCIクリード 比内事務局長
JCIミッション並
び にJCI VISION
唱和

吉川裕之君

JC宣 言 朗 読 並 び
に綱領唱和 大中正樹君

19：10～ 理事長挨拶 清藤理事長
19：20～ オブザーバー紹介（オブザーバー）

前田完治
19：30～ 新加入会員認証式（新）阿部塁、葛西豊

秀、櫛引英樹
（司会）坂本委員長

19：50～ 休憩
メインタイム

20：00～ 白神山地の歴史と
文化について 秋元委員長

20：20
20：20～ 休憩

20：30～
20：50

ねぷたの歴史につ
いて 野村委員長

20：50 専務理事報告 安田専務
報告依頼事項
アカデミー大学第
４回講座PR 塾生一同
監事講評 鎌田監事

21：05 閉会宣言 福士副理事長
事後懇親会

●事業目的の実現と成果：
・今年度の主要事業となるねぷた及び白神に

対する理解を深める内容になった。
・地域のリーダーとしてねぷたや弘前の歴

史、白神の歴史文化を知っておくことは必
須の素養である。堅い講義形式を採った点
はこの目的の達成の為には大いにプラスの
効果をもたらした。

・各々の委員会において事業への理解、士気
の向上をもたらした。

・具体的な成果はねぷた事業、及び白神関係
事業へのメンバーの参加状況に現れる。

●次回への引継事項：
・複数委員会の合同で行なう場合は実施計画

と実際の実施を明確に分担するほうがい
い、細かく分担するとかえって混乱の元に
なる。

・地域のリーダー育成委員会（例会担当）に早
めに例会の内容や要望事項を伝達する必要
がある。

・今回はコミュニケーションタイムを行わな
いで、食事等は懇親会にまわすことにし
た、毎回軽食が余る傾向にあるので軽食を
用意するのをやめるなど対策が必要であ
る。

・新加入会員やオブザーバーなど、JCがど
のような団体であるのかまだ分からない人
がいる段階での例会のありかたを熟考して
内容を立案したほうがいい（趣とアイスブ
レイキングの兼ね合ね合いのとり方を中心
に）

●委員長所見：青少年委員会　野村委員長
講義形式を採ることによりあいまいにしか
認知してこなかった地域の事柄に対する理
解を深める事にはつながった。そのような
感想を多くいただいた。形式をブラッシュ
アップしてこういった講義形式の例会を今
後も多く行なうのは会員の資質向上に大い
につながる。新加入会員を多く迎えたあと
の例会のしつらえとしては多少堅い内容で
あった。新加入会員のアイスブレイクと会
員の資質の向上を同時に達成できる方法手
段に関しては、今後検討していく必要があ
る。
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弘前白神プロモーション委員会　秋元委員
長
４月例会は白神のことについてメンバーに
発表いたしました。メンバーからは「意外
と知らなかった、よかった」という意見を
多くいただきました。また、担当委員長と
しても白神についての理解を深められるこ
ととなりました。白神全体事業について勢
いがついたことになりました。今後もメン
バーの協力を得ながら一つずつ進めていき
たいと思います。次年度以降こういった形
での委員長の発表は機会として、大変良い
機会だと思いますし自分自身の事業に対す
る思いが深まります。

●決　　算：¥51,975

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：例会の企画・運営
 （５月例会、リーダー育成講師講演会）

第１回地域のリーダー育成プログラム
「リーダーとしての基軸～Visual Future
～」

●意義・目的：我々JAYCEEは、地域人・経済人として
の活躍を期待されており、地域の希望とし
て、地域を牽引するリーダーとしての資質
の向上が急務である。例会活動を通してメ
ンバーとの親睦を図るとともに、リーダー
としての素質を向上するための学習・啓発
活動を行い、我々の使命を見つめなおし、
個々のアイデンティティーを確立させ、地
域を自発的に牽引していくリーダーシップ
を兼ね備えた、まちを変えていく一歩を踏
み出せる活力のある人材を育成する。

●実施日時：平成25年５月９日（金）18：58～21：31
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル 松の間
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：JCメンバー 33名
 オブザーバー １名 原田裕さん

青森ブロック協議会 ９名
青森ブロック協議会会長
佐藤一尚君以下９名
青森JC  ３名
青森青年会議所拡大研修委員会委員長
北山敏彦君以下３名

 合計　  33名
●外部協力者：ヘッドトレーナー　三ツ井仁君
●方法手段：地域のために率先して行動していけるリー

ダーとなるために必要な素質を学ぶべく、
日本青年会議所のJCプログラムVFセミ
ナーを行う。ヘッドトレーナーには静岡青
年会議所の三ツ井仁君を、アシスタントト

レーナーに当青年会議所の葛西豊喜君をお
招きする。
JCセミナーの一つであるVisual Futuerセ
ミナーを開催し、向かうべき未来に向かっ
てどのようにアプローチしていくかのセミ
ナーを、リーダーシップ・ディベロップメ
ントを交えて講演頂き、リーダーとして、
見据える未来に確実に到達するための知識
を学ぶ。

●スケジュール：
◆事前スケジュール
１月18日　京都会議にて講師打ち合わせ
２月～４月　メールにて講師との打ち合わ
せ
４月15日　青森JC例会にオブザーブして
講師と打ち合わせ
５月　最終打ち合わせ
◆当日スケジュール

17：00　事務局集合、備品積込
　　　　白石 比内事務局長 三宅委員長
17：25　会場移動、設営開始
17：30　講師送迎対応　佐藤副理事長
18：00　受付開始
　　　　工藤（康）委員　中村委員
18：03　講師到着
18：30　臨時総会
18：58　メインタイム設営
19：10　青森ブロック協議会ブロック大
　　　　会PR　佐藤ブロック協議会会
　　　　長　（司会：白石）
19：15　来訪JC並びにオブザーバー紹
　　　　介　（来訪JC）青森青年会議所
　　　　北山委員長以下３名
　　　　（オブザーバー）原田裕さん
19：20　メインタイムヘッドトレーナー
　　　　三ツ井仁君
　　　　VFセミナー
　　　　アシスタントトレーナー　葛西豊喜君
20：50　質疑応答　鎌田監事
　　　　　　　　　三國担当幹事
　　　　　　　　　佐藤副理事長
21：05　理事長謝辞清藤理事長
21：08　講師退場
21：10　専務理事報告安田専務理事
21：15　報告依頼事項
21：25　監事講評鎌田監事
21：30　閉会宣言佐藤副理事長

●事業目的の実現と成果：
VFセミナーを通し、今まで自らが気付か
なかった自分の姿や、自分が持っている資
質などを知ることが出来た。また、目的に
向かって外れることなく向かうための手段
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を学び、同時にリーダーシップ・ディベ
ロップメントも学ぶことができた。セミ
ナーアンケートでは、87％の人から良く理
解できたと回答いただき、内容と理解度か
ら非常に有意義なセミナーになったと確信
する。成果は目に見えづらいものではある
が、参加したメンバーの基軸となったこと
は間違いないものと思う。また、日頃なか
なか触れる機会のないJCプログラムに触
れる機会が持てたことはとても有意義なこ
とと思う。

●次回への引継事項：
当日のオブザーバー連絡にも対処できるよ
うにしておく
設営への呼びかけや指示を速やかに、かつ
的確に行い、スムーズに進行できるよう協
力を仰ぐメインタイム部分だけでも台本は
用意し、焦らずに司会を行う
講師がスケジュールの予定より前に来るこ
とがあるため、事前に対応できるように予
測・打ち合わせしておく
講師プロフィールの紹介部分は事前に打ち
合わせを行い、講師に失礼のないようにす
る
講師や来訪JC、オブザーバーへの対応が
イマイチであった。外部からの参加者には
注意して対応すること
当日講師が資料をコピーして持ってきてい
ただいたが、事前の打ち合わせで配布資料
等をしっかり確認し、すべて事務局で用意
できるようにした方が良い。

●委員長所見：初のメインタイム進行であったが、緊張の
あまり司会で不手際をかけ、青森ブロック
の佐藤会長や講師の三ツ井さんには大変失
礼をしてしまい申し訳なく思う。セミナー
の内容としては、非常にわかりやすく、満
足度も高く、非常に有意義なセミナーと
なった。次回はあわてず、講師にご迷惑を
おかけすることのないようきちんと下準備
を行い、万全の態勢で講師を迎えられるよ
うにしたい。
また、JCプログラムに対する反応が非常
によく、普段あまり触れる機会のないJC
プログラムを行うことが出来た事が大変良
かったと思う。これを機に、JCプログラ
ムを取り入れる機会を増やすことが出来た
ら良いと思う。

●決　　算：¥84,365

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：例会の企画・運営（６月例会、理事選挙例会）
●意義・目的：我々JAYCEEは、地域人・経済人として

の活躍を期待されており、地域の希望とし
て、地域を牽引するリーダーとしての資質
の向上が急務である。例会活動を通してメ
ンバーとの親睦を図るとともに、リーダー
としての素質を向上するための学習・啓発
活動を行い、我々の使命を見つめなおし、
個々のアイデンティティーを確立させ、地
域を自発的に牽引していくリーダーシップ
を兼ね備えた、まちを変えていく一歩を踏
み出せる活力のある人材を育成する。

●実施日時：平成25年６月３日（月）19：00～20：58
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル 麗峰の間
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：JCメンバー 33名

オブザーバー　２名
三浦博美さん、中里元哉さん
合計　33名

●外部協力者：なし
●方法手段：選挙管理委員会と協力し、理事選挙を行う。

事前に立候補期間を設け、当日の立候補の
処理を簡略化する。
理事長選考委員会用に別室を用意。開票も
そちらで行う。
選挙時間を有効に使い、開票中などの時間
を利用し各委員長から中間報告を行う。
投票率100%を以って100%例会の達成を目
指す。

●スケジュール：
◆事前スケジュール
５月上旬　会場抑え
５月下旬　立候補・辞退受付、告示、期日
　　　　　前投票開始
◆当日スケジュール

18：00 事務局集合、備品積込
  白石　安田専務理事
  比内事務局長
18：15 会場移動、設営開始
18：30 受付開始　工藤（康）委員
19：00 開会セレモニー開始
  司会：白石
19：00 開会宣言　佐藤副理事長
  国歌斉唱
  JCソング斉唱
  JCIクリード唱和
  秋元弘前白神プロモーション委員長
  JCIミッション並びに
  JCIビジョン唱和　葛西豊喜君
  JC宣言朗読並びに綱領唱和
  三宅総務渉外委員長
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19：05 理事長挨拶 清藤理事長
19：10 新加入会員認証式並びにオブ
  ザーバー紹介
  新加入会員
  石澤美幸君　齋藤拓靖君
  オブザーバー
  三浦博美さん　中里元哉さん
19：20 メインタイム
  理事選挙　選挙管理委員会
  趣旨説明・投票方法解説
  工藤（博）選挙管理委員長
  投票
  集計
  白神山地登録20周年事業説明 
  安田専務理事、秋元委員長
  集計結果発表
  理事長候補者選考委員会選任
  選挙
  理事長候補者選考委員会選任
  結果発表
20：40 専務理事報告安田専務理事
20：45 報告依頼事項
20：55 監事講評　鎌田監事
20：58 閉会宣言　太田出向理事

●事業目的の実現と成果：
期日前投票を含め、投票率100％を達成す
ることができた。主だった事業の始まる前
の６月に、皆の気持ちをまとめることがで
きた。ただ、例会自体の出席率は60％に届
かず、出席率の向上を図る必要がある。
理事選挙自体はつつがなく終了し、理事長
候補者選考委員会の選任も滞りなく終了し
た。皆で次年度を担う理事を選出すること
ができた。

●次回への引継事項：
例会への出席率をもっと上げるよう、電話
掛けや声掛けを皆で協力して行う必要があ
る。
クールビズでも上着を持参するように案内
文に記載するほうがいい。
集計中と理事長候補者選考委員会選出の際
に結構時間ができるので、あらかじめその
時間の使い道を計画しておくほうがいい。
コミュニケーションタイム用の料理がいつ
も余る傾向にある。減らすことも考慮して
もいい。
期日前投票の確認は早めに行い、職場に伺
うなども考慮する。

●委員長所見：投票率100％を達成することができ非常に
嬉しく思う。期日前投票を集めるのには若
干の苦労もあったが、協力頂けたメンバー
の皆に非常に感謝している。

クールビズで上着を忘れてしまい、非常に
申し訳なく思った。次回からは必ず持参す
るとともに、メンバーにも持参するよう例
会案内や電話掛け等で呼びかけていきた
い。

●決　　算：¥51,975

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：例会の企画・運営（７月例会、リーダー育

成講師講演会）
第２回地域のリーダー育成プログラム「目
指せ夢ある経営者」

●意義・目的：我々JAYCEEは、地域人・経済人として
の活躍を期待されており、地域の希望とし
て、地域を牽引するリーダーとしての資質
の向上が急務である。例会活動を通してメ
ンバーとの親睦を図るとともに、リーダー
としての素質を向上するための学習・啓発
活動を行い、我々の使命を見つめなおし、
個々のアイデンティティーを確立させ、地
域を自発的に牽引していくリーダーシップ
を兼ね備えた、まちを変えていく一歩を踏
み出せる活力のある人材を育成する。

●実施日時：平成25年７月３日　19：00～21：05
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル　桜の間
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：JCメンバー　35名
●外部協力者：CSグループ最高経営責任者　新戸部　八

州男先輩
●方法手段：講師を招き講演を行い、我々が地域経済人

として相応しい人材となるべく、講演を通
して必要な知識や考えを学び、地域のリー
ダーとしての育成へと繋げる。
講師に新戸部先輩をお招きし、弘前のまち
をより活性化するため、人先の地域経済人
として必要な知識や心得を伺う。
新戸部先輩から頂く講演で、経済面からこ
の地域を支えるリーダーとして、我々青年
世代が弘前の未来を支え発展させていくの
に必要な経済的な知識を学ぶ。

●スケジュール：
◆当日スケジュール

18：00 事務局集合、備品積込
18：15 会場移動、設営開始
18：20 講師到着
18：30 受付開始
19：00 開会セレモニー開始
19：00 開会宣言
  国歌斉唱
  JCソング斉唱
  JCIクリード唱和
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  JCIミッション並びに
  JCIビジョン唱和
  JC宣言朗読並びに綱領唱和
19：05 理事長挨拶
19：10 新加入会員認証式
  新加入会員
  三浦博美君　中里元哉君
  田中寿紀君　原田裕君
19：20 メインタイム
  講演「目指せ夢ある経営者」
  講師　新戸部　八州男先輩
20：50 専務理事報告
20：55 報告依頼事項
21：00 監事講評
21：05 閉会宣言

●事業目的の実現と成果：
新戸部八州男先輩をお招きし、経営に関し
ての熱い講演を受けた。超少子高齢化社会
に向け、備えておかなければならない知識
等、非常にためになる講演を頂くことが出
来た。リーダーとして、そして組織のトッ
プとして、部下に対しどういう態度で臨め
ばいいか等、地域のリーダーとして必要な
ことを学ぶことが出来、今後のJC活動に
活かされていく。日程変更が急であったに
もかかわらず、35名のメンバーに参加頂け
た。ただ、それに満足することなく、参加
率をさらに上げていくよう努力が必要であ
る。

●次回への引継事項：
例会への出席率をもっと上げるよう、電話
掛けや声掛けを皆で協力して行う必要があ
る。
講師への質問をメンバーにより多く行って
もらうために工夫が必要である。
講師への打診は早めに行い、日程変更等あ
る場合は早めに告知する必要がある。

●委員長所見：新戸部八州男先輩から、経営だけではなく
リーダーとしても大事なことを教えていた
だき、とてもうれしく思う。日程変更が急
ではあったが、35名のメンバーに参加して
いただけたことも非常に嬉しかった。当初
の予定変更等あり、講師選定などで非常に
迷惑をかけてしまい、大変申し訳なく思
う。今回得た知識や経験を次回に活かし、
反映していきたい。

●決　　算：¥57,475

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：例会の企画・運営（９月例会、リーダー育

成講師講演会）

第３回地域のリーダー育成プログラム「地
域のリーダーとは」

●意義・目的：我々JAYCEEは、地域人・経済人として
の活躍を期待されており、地域の希望とし
て、地域を牽引するリーダーとしての資質
の向上が急務である。例会活動を通してメ
ンバーとの親睦を図るとともに、リーダー
としての素質を向上するための学習・啓発
活動を行い、我々の使命を見つめなおし、
個々のアイデンティティーを確立させ、地
域を自発的に牽引していくリーダーシップ
を兼ね備えた、まちを変えていく一歩を踏
み出せる活力のある人材を育成する。

●実施日時：2013年９月６日　19：00～20：35
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル 桜の間
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：JCメンバー　　34名

オブザーバー　３名　市役所より
岩崎隆さま、藤田知道さま、木村敬之さま
合計　38名

●外部協力者：弘前市長　葛西憲之氏
 弘前市役所
●方法手段：講師を招き講演を行い、我々が地域経済人

として相応しい人材となるべく、講演を通
して必要な知識や考えを学び、地域のリー
ダーとしての育成へと繋げる。
第３回目となる今回は、今実際に地域の
リーダーして頑張っている地域人の方をお
招きし、我々JCが地域人として何がすべ
きかを講演から学ぶ。

●スケジュール：
◆当日スケジュール

18：30 臨時理事会終了
18：30 設営開始
18：30 受付開始
19：03 メインタイム
  講師紹介
  講演「地域のリーダーとは」
  講師　葛西　憲之氏
  質疑応答
  理事長謝辞
  講師退場
20：25 専務理事報告
20：30 監事講評
20：35 閉会宣言

●事業目的の実現と成果：
弘前市長葛西憲之氏をお招きし、リーダー
とは何か、ということを講演頂いた。葛西
市長が実際に取り組んできた姿勢や活動を
紹介し、リーダーとして必要なことを多く
学び取ることが出来た。自らが変われば周
囲が変わり、そして組織が変わり、街が変
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わるというこの流れは、我々のJC活動に
おいても同じことをもたらすことは間違い
ない。そのために、我々がリーダーとなら
なければいけないということを再確認し
た。設営に手間取り、開会が遅れてしまっ
たので、スムーズに設営を行っていくよう
にしなければならない。

●次回への引継事項：
例会への出席率をもっと上げるよう、電話
掛けや声掛けを皆で協力して行う必要があ
る。
行政機関との打ち合わせは入念に何度も行
う必要がある
備品の確認をしっかり行い、スムーズに設
営を行う。

●委員長所見：葛西憲之氏の講演に際し、プロジェクター
の準備に手間取り開会が遅れ、非常に申し
訳なく思う。また、音響等の確認に不備が
あり、音声コンテンツが十分に反映されな
かった事も慚愧に耐えない。入念に打ち合
わせを行い、不備がないように気を付けて
いきたい。講演内容は非常に充実してお
り、リーダーとして必要な要素を十分に盛
り込んで頂けてうれしく思う。期待に応
え、地域のリーダーとして活躍していける
ように努力していきたい。

●決　　算：¥59,707

●委員会名：地域のリーダー育成委員会
●事 業 名：例会の企画・運営（10月例会、リーダー育

成総括例会）
第４回地域のリーダー育成プログラム「そ
れぞれの描く地域のリーダー」

●意義・目的：我々JAYCEEは、地域人・経済人として
の活躍を期待されており、地域の希望とし
て、地域を牽引するリーダーとしての資質
の向上が急務である。例会活動を通してメ
ンバーとの親睦を図るとともに、リーダー
としての素質を向上するための学習・啓発
活動を行い、我々の使命を見つめなおし、
個々のアイデンティティーを確立させ、地
域を自発的に牽引していくリーダーシップ
を兼ね備えた、まちを変えていく一歩を踏
み出せる活力のある人材を育成する。

●実施日時：2013年10月11日（金）　19：00～20：20
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル 曙
●対 象 者：JCメンバー
●参加人員：JCメンバー　20名
●外部協力者：なし
●方法手段：１）最初に、これまでの３回の地域のリー

ダー育成プログラムをまとめた映像を流

し、今までの例会で学んだことを復習す
る。
２）６名１組でグループワークを行い、そ
れぞれのグループで「自分が思う地域の
リーダーとは」について考えていただき、
その後発表する
３）これまでの地域のリーダー育成プログ
ラムと今回の発表を総括し、「地域のリー
ダーとは何か」ということをメンバーに向
けて提言する

●スケジュール：
◆当日スケジュール

18：00 会場準備開始
18：30 受付開始
19：00 開会セレモニー
19：00 開会宣言
  国歌・JCソング斉唱
  JCIクリード唱和
  JCIミッション並びに
  JCIビジョン唱和
  JC宣言朗読並びに綱領唱和
  東北JC宣言
19：05 理事長挨拶
19：10 メインタイム
  映像上映
  グループワーク
  発表
  総括
20：05 専務理事報告
20：10 報告依頼事項
20：15 監事講評
20：20 閉会宣言

●事業目的の実現と成果：
地域のリーダー育成プログラム最終回とし
て、これまで手掛けてきたコミュニティ
ミーティングの手法も交え、地域のリー
ダーについて改めて皆に考えて頂いた。グ
ループワークでは各グループともに楽しく
話しながら地域のリーダーについて考え、
纏めることが出来た。皆の発表を取り入
れ、総括を行い、目指すべき地域のリー
ダーの姿について再確認した。ただ、参加
者が20名と非常に少なかったことが悔やま
れる。多くのメンバーに考えてもらいた
かっただけに非常に残念であった。

●次回への引継事項：
例会への出席率をもっと上げるよう、電話
掛けや声掛けを皆で協力して行う必要があ
る。
例会時間の運営管理をしっかりと行い、２
時間の例会時間を有意義に使うように設え
をする。
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●委員長所見：下準備の段階で思うように動けず、非常に
多くの方々にご迷惑をおかけしてしまっ
た。参加者も少なく、予定していた時間を
使い切ることが出来ず大変申し訳なく思
う。グループワークでは、皆和気藹々と話
し合う姿が見られ嬉しく思った。総括も、
皆の意見を反映させ、何とか纏めることが
出来たと思う。今回確認した地域のリー
ダー像を今回参加できなかった方々にもお
伝えし、皆で地域のリーダーとなることを
目指し、これからも努力していきたい。

●決　　算：¥37,800

●委員会名：地域のリーダー育成／総務渉外委員会
●事 業 名：11月例会
 ～そもそもJCの諸会議って何？～
●意義・目的：我々JAYCEEは、地域人・経済人として

の活躍を期待されている。その為にも地域
を牽引するリーダーに必要な資質の向上が
急務である。例会活動を通してメンバーと
の親睦を図るとともに、地域の将来を担う
リーダーとしての素質を向上するための学
習・啓発活動を行い、我々の使命を見つめ
なおし、個々のアイデンティティーを確立
させ、地域を自発的に牽引していくリー
ダーシップを兼ね備えた、まちを変えてい
く一歩を踏み出せる活力のある人材を育成
する。

●実施日時：2013年11月21日（木）　19：00～21：00
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：JCメンバー 22名

青森ブロック協議会 １名
青森ブロック協議会会長　佐藤一尚君
盛岡青年会議所OB １名
村田和士先輩
合計　24名

●外部協力者：公益社団法人日本青年会議所　監事　近藤
康之君　（所属：社団法人大阪青年会議所）

●方法手段：諸会議の意味を知るべく、講演を行う。
 講演内容（参考資料に添付）
 メインタイム内容

　１．日本JCとLOM、JCIとLOM
　２．日本JCの諸会議の背景と意義
　３．京都会議とサマーコンファレンス
　４．全国大会
　５．JCIの諸会議
　６．他LOM交流
　７．地域のリーダーとして

●スケジュール：
５月頃　講師打ち合わせ（葛西）

10月５日　最終打ち合わせ（三宅、葛西）
〈当日スケジュール〉

17：00 会場準備（11月例会に携わる
  メンバー集合）
18：30 コミュニケーションタイム
19：00 開会セレモニー
19：15 青森ブロック協議会会長　挨拶
19：20  講演開始（メインタイム）
20：40  質疑応答　（鎌田監事、三宅）
20：40 理事長謝辞
20：45 専務理事報告
20：50 報告依頼事項
20：55 監事講評　（鎌田監事）
21：00 閉会宣言　（佐藤副理事長）
  閉会コング　点鐘

●事業目的の実現と成果：
地域のリーダーとしての資質向上のための
研修的な意味合いはもちろん、総務渉外委
員会として、渉外事業を来やすいようわか
りやすく解説するという目的は実現できた
と思う。また、JAYCEEとしての多くの
経験を踏んでいる近藤監事だからこそ説得
力もあったのだと思う。

●次回への引継事項：
11月は世界会議もあり、日本JC関連の方
を呼ぶにはいつも以上に日程調整が難し
い。講師例会の場合、内容をどのように魅
力的に伝えるかが参加率に大きく関連する
と思う。
講師のお出迎えから、お見送りまで、人員
配置を余裕を持って考えなければならな
い。例会で使用する資料や音響施設（配線
コードに至るまで）を、講師と細かく打ち
合わせしておくとよい。
11月例会は最後の例会でもあるので、エン
ターテイメント性を持たせた方が良いとい
う意見もあった。次年度体制も本格化し忙
しくなる時期でもあるので、段取り良く進
めていく事が求められる。

●委員長所見：時期的なものなのか、参加者が少なかった
ので、もっとPR（講師と打ち合わせし、内
容メールで案内するなど）を仕掛けていか
なければいけなかったと思う。内容がすご
く満足できるものだっただけに、もっと多
くのメンバーに聞いてもらいたかった。

●決　　算：¥70,936

●委員会名：総務渉外委員会
●事 業 名：友好の絆事業
●意義・目的：私たちが生きている現代は、様々なメディ

アを通して簡単に多くの人々と繋がる事が
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できる時代である。しかし、多くの情報や
ツールに頼るあまり、人間関係が希薄な時
代でもある。そこで、現地へ赴き、姉妹

（友好）JC・友好都市との交流を通して、
代々受け継がれてきた絆を確かめ、親睦を
深めると共に、地域創りのヒントを得る機
会とする。

●実施日時：７月：斜里JC交流（津軽藩士殉難慰霊祭・
斜里ねぷた）（斜里）
８月：太田市新田商工会青年部交流（尾島
ねぷた祭り）（太田） 
11月：台湾・苗栗青年会議所45周年式典

●実施場所・会場：各地
●対 象 者：JCメンバー及び適者
●参加人員：斜里：３名（清藤、太田、葛西）

太田：５名（清藤、藤田、比内、黒部、石
澤（美））　JCOB１名（石澤（敏））
苗栗：４名（清藤、佐藤、三宅、葛西）　
JCOB２名（石澤（敏）、七戸）

●外部協力者：社団法人斜里青年会議所 
 太田市新田商工会青年部
 社團法人苗栗國際青年商會
●方法手段：社団法人 斜里青年会議所、太田市新田商

工会青年部、台湾・苗栗青年会議所と連携
を密にとり、早めに情報公開し、例会・総
会等でPRし参加を募る。
その土地を理解し、親睦を深めるためのエ
クスカーションを開催する。
事前に配布物・メールで知らせ出欠の確認
をする。

●スケジュール：
７月26－27日　 斜里JC交流（津軽藩士殉難
慰霊祭・斜里ねぷた）（斜里）
８月14－15日　太田市新田商工会青年部交
流（尾島ねぷた祭り）（太田）

 11月10日　苗栗青年会議所45周年式典
●事業目的の実現と成果：

実際に会って交流を深める事で、先輩方が
築いてきた絆が、私たちの世代まで脈々と
受け継がれている事を実感する事が出来
た。FacebookなどのSNSでお互いの運動
内容は確認する事ができる便利な時代であ
るが、実際に会ってみる事で、国や地域は
違えど、同じように地域を愛しより良くし
ようという想いでまちづくりに取り組んで
いる事を理解する事が出来た。

●次回への引継事項：
斜里：サマコンとわんぱく相撲、ちびっこ
ねぶたなど、調整が必要になる事業と日程
が重なりがちで、さらに知床のベストシー
ズンとも重なるので最低でも１ヶ月までに
は出欠を取り、きっぷのオーダーを終える

のが望ましい。日程がわかり次第、斜里
JCに知らせていただくとよい。
太田：日程は毎年８月14-15日と決まって
いるがお盆とも重なるため、メンバーの動
員が厳しいという背景がある。また、旅費
が高くなる時期でもあるので、車で分乗す
るなど旅費を安く抑えるのも一つのポイン
トだと思われる。また、家族で参加しやす
いような環境を整えるのも参加率を上げる
一つのポイントだと思う。
苗栗：まずは打ち合わせや連絡を取るにあ
たり、言語の問題がある。ある程度は翻訳
ソフトを使ったり、英語でやり取りして、
日程やその他の情報を国内の友好団体以上
に、細かくやり取りする必要がある。その
際にfacebookやLINEなどのSNSの方が返
信が早く来るので有効と思われる。準備す
るものなどは直前になって依頼が来るな
ど、日程に余裕がないため、予め過去の資
料を参照して早めに準備する事が望まれ
る。

●委員長所見：実際に目で見て、その土地を感じる事が重
要であることを改めて認識した。遠くへ出
かける事は時間もお金もかかる事ではある
が、それに引き換える価値があるものだと
考える。実際、「友好の絆」では私自身も
苗栗しか参加できなかった経緯があり、事
業や仕事などの繁忙期に交流に勧誘する難
しさを感じた。どのように参加率を上げて
いくかが今後の課題である。
普段接する事の出来ない人々と交流する事
で友情を育む貴重な機会となった。
次年度、山形でASPACがあり、苗栗JCの
メンバーが日本に来るという事だったの
で、今回参加できなかったメンバーにもぜ
ひ参加し、交流・友情を深めてもらいたい。

●決　　算：¥95,040

●委員会名：総務渉外委員会
●事 業 名：各種大会参加促進事業
●意義・目的：多くの情報が溢れる環境にある私たちは、

情報の多さ故に自己の方向性を見失いやす
い傾向にある。JCの各種大会で開催され
る多くのフォーラム・セミナーは、そんな
私たちにとって生き方・考え方の基軸を生
み出すための多くの知恵を得られるチャン
スだと捉えている。各種大会に参加し、そ
の際に他LOMメンバーとの交流を持つこ
とで、自己を磨き合い、我々のアイデン
ティティを創生する機会とする。

●実施日時　１月18－20日　京都会議（京都）
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１月26日 青森ブロック新春名刺交歓会
  （青森）
３月10日 復興創造フォーラム（宮城）
６月７－９日
  全国城下町シンポジウム
  （さぬき）
６月13－16日
  ASPAC（韓国・光州）
７月７日 青森ブロック会員大会（八戸）
７月６－12日
  国際アカデミー（福山）
７月20－21日
  サマーコンファレンス（横浜）
７月26－27日
  斜里JC交流（津軽藩士殉難慰
  霊祭・斜里ねぷた）（斜里）
８月14－15日
  太田市新田商工会青年部交流
  （尾島ねぷた祭り）（太田）
９月７－８日
  東北青年フォーラム（大曲）
10月３－６日
  全国会員大会（奈良）
11月２－９日
  JCI世界会議（ブラジル・
  リオデジャネイロ）
11月10日 苗栗JC交流（創立45周年式典）

●実施場所・会場：各開催地
●対 象 者：JCメンバー及び適者
●参加人員：参加者（内理事者）

10名（９名） 京都会議（京都）
14名（11名） 青森ブロック新春名刺交歓会
  （青森）
６名（６名） 復興創造フォーラム（宮城）
８名（７名） 全国城下町シンポジウム
  （さぬき）
１名（０名） ASPAC（韓国・光州）
16名（12名） 青森ブロック会員大会（八戸）
１名（０名） 国際アカデミー（福山）
７名（６名） サマーコンファレンス（横浜）
４名（４名） 東北青年フォーラム（大曲）
13名（10名） 全国会員大会（奈良）
０名 JCI世界会議
  （ブラジル・リオデジャネイロ）

●外部協力者：適者
●方法手段：

・事前に配布物・メール等にて情報発信し出
欠の確認をする。

・例会等の場において映像や資料等を使い、
各種大会の魅力をPRし参加を促す。

・参加促進につながるツールとして「2013渉
外まんじ札」を作成し、収集心理を刺激し

参加を促す。
・各種大会のフォーラム等の内容がわかり次

第、メンバーに告知する。
・各種大会の案内・報告を兼ねて、総務渉外

ニュースを不定期にメール配信する。
●スケジュール：

１月18－20日
  京都会議（京都）
１月26日 青森ブロック新春名刺交歓会
  （青森）
３月10日 復興創造フォーラム（宮城）
６月７－９日
  全国城下町シンポジウム
  （さぬき）
６月13－16日
  ASPAC（韓国・光州）
７月７日 青森ブロック会員大会（八戸）
７月６－12日
  国際アカデミー（福山）
７月20－21日
  サマーコンファレンス（横浜）
７月26－27日
  斜里JC交流（津軽藩士殉難慰
  霊祭・斜里ねぷた）（斜里）
８月14－15日
  太田市新田商工会青年部交流
  （尾島ねぷた祭り）（太田）
９月７－８日
  東北青年フォーラム（大曲）
10月３－６日
  全国会員大会（奈良）
11月２－９日
  JCI世界会議（ブラジル・
  リオデジャネイロ）
11月10日 苗栗JC交流（創立45周年式典）

●事業目的の実現と成果：
参加したメンバーからは他LOMとの交流
をする事ができ、何らかの収穫を得られた
と聞いている。
参加者を募るために案内文にその土地の情
報を載せるなど、情報量を増やすことは興
味を引いたと思う。しかし、そこから参加
に踏み出す一歩が得られなかったと思う。
渉外まんじ札はタイムリーに発行してこそ
収集欲を刺激するので、そのようにできな
かったことを反省している。

●次回への引継事項：
各種大会の詳細情報が案内文の審議クール
とはマッチしないので、情報が届いたら電
子配信にて知らせるのがベストであると思
われる。また、渉外プランは詳細発表を
待ってからだと遅いので、いつが変更締切
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かを旅行会社と打ち合わせして、ある程度
は予測で予約する方がよい。

●委員長所見：全てに参加する事はかなわなかったが、多
くの大会に参加し他LOMメンバーと交流
する事で、弘前という地域の魅力を改めて
実感する事が出来た。より多くのメンバー
にこの魅力をどう伝えていけばいいのか
が、今後の課題である。
渉外事業は案内文発行も現地対応も、とに
かく下準備と臨機応変な対応に尽きる。い
ろんな事が起こったが、メンバーの嬉しそ
うな顔が原動力になっていたのは間違いな
い。

●決　　算：¥20,000

●委員会名：青少年委員会
●事 業 名：弘前JCメンバー卒業式
●意義・目的：卒業式を行うことにより新たな一歩を踏み

出すJC卒業生の門出を祝福し、現役のJC
メンバーは今後のJC運動により一層励む
決意を新たにする。

●実施日時：2013年12月10日（火）　19：30～21：50
●実施場所・会場：ラグリー
●対 象 者：JCメンバー
●参加人員：

卒業生 ６人
OB・OG 21人
現役 37人
計 64人

●外部協力者：なし
●方法手段：卒業するJCメンバーのこれまでのJC運動

の足跡を讃え、新たなステージに進む門出
を祝福するために、2013年度弘前青年会議
所卒業式の企画実施を行う。

●スケジュール：
当日のスケジュール

16：00 スタッフ集合
17：00 卒業生集合、余興リハーサル
18：15 卒業生会食会
19：00 受付開始
19：33 開会宣言
19：35 卒業生入場
19：40 理事長挨拶
19：45 OB会長挨拶及び乾杯
20：05 卒業証書授与
20：15 送辞
20：42 答辞
21：10 歓談・卒業生余興
21：25 歓談・現役生余興
21：50 中締め

卒業生：工藤　博政君、笹森　聖博君、

　　　　杉澤　廉晴君、杉田　文華君、
　　　　原田　和人君、福士　圭介君、
　　　　藤田あつ志君、安田伊佐武君

●事業目的の実現と成果：
今回の卒業式は現役メンバー37名、OB・
OG21名の多くの参加を得ることができた。
また、卒業生への素晴らしい送辞、そして
余興の中において多くのOB・OGからの祝
福の言葉をえることができたことから、卒
業生の門出を祝福することができたと考え
る。
また卒業生の様々な軌跡を知る機会を得、
JC運動の素晴らしさを知る機会を得たこ
とから、現役メンバーにとってもJC運動
への熱意を燃やす機会になったと確信す
る。

●次回への引継事項：
・案内文を早めに出せるように10月理事会

までには案内文は審議を通すこと。
・会場の仮予約は10月初旬にはしておくこ

と。（11月だと予約で一杯である場合が
多い）

・台本はラフでもいいから早めに作成する
こと。作成したら委員会で進行のシュミ
レーションを行なって不具合を修正して
いくこと。

・卒業生の写真など資料は早めに且何回も
メンバーに提供を呼びかけること。

・OB案内文では19：00受付開始19：30開
会としたが19：00開始と勘違いして早く
来すぎてしまったOBから苦情があった。
単に開始時間を記した方がよい。

・上記とは逆に現役メンバーの集まりが悪
かったのでメンバー用案内では早めの集
合時刻を設定して案内したほうがいい。

●委員長所見：火曜日というウィークデーにも関わらず、
64名の参加者を得たことは本当にありがた
いと考えます。波乱に満ちて聞こえる卒業
生の軌跡ですが、聞けば聞くほどJC運動
の一瞬一瞬の大切さ、かけがえのなさを思
い知らされました。2014年、真剣に、一生
懸命にJC運動に参画しようというモチ
ベーションを高めることができました。今
回の担いを任せていただきありがとうござ
いました。

●決算：¥27,930
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他２ 会員の拡大及び会員相互の
　　 情報の共有等に関する事業

●委員会名：会員開発委員会
●事 業 名：新人研修（４月研修）
●意義・目的：JC入会間もないメンバーに対して、弘前

JCの歴史、知識を深める研修事業をおこ
なう。
事業を行う上で必要不可欠な『奉仕・友情・
修練』の精神を学び、JC入会によって地
域に貢献する経済人としての成長を続け、
将来のJCの事業発展・拡大を目指すもの
とする。

●実施日時：平成25年４月19日（金）
 18時30分～20時33分
●実施場所・会場：弘前市総合学習センター　視聴覚室
●対 象 者：入会２年未満メンバー及びメンバー他
●参加人員：

研修参加人員（計15名）
入会２年以上

メンバー 計１名
佐藤　　譲

入会２年未満
メンバー 計８名

白石　将一 大井　康敬 福島　英一
須藤るり子 相馬　春香 葛西　豊秀
葛西　豊秀 櫛引　英揮

オブザーバー 計１名
田中　寿紀

（たなか銘産）
会員開発 計４名

小野　貴志 工藤　順敬 坂本　貢
工藤　博政 大湯　幸世

懇親会参加（計８名）
白石　将一 福島　英一 須藤るり子
阿部　　塁 櫛引　英揮
小野　貴志 工藤　順敬 坂本　貢

●外部協力者：無し
●方法手段：１回目テーマ　友情、修練

友情、修練をテーマにJCメンバーとして
新たに加わったメンバーと既存メンバーと
のコミュニケーションを円滑にし、今後
JCメンバーとしてより社会に貢献できる
よう人間関係とチームワーク等を育む。
①セレモニー内容について

セレモニーについてのポイント等を学習
する。

②ウォーミングアップ
自己紹介等適宜状況にあわせてウォーミ
ングアップを行う。

③コミュニケーションについて（座学）
コミュニケーションに関して、ハート
ビーイング（※１）やコミュニケーション

における身につけたい７つの習慣（※２）
等のコミュニケーションに関する大切な
要素を学び、事業等を行う上でJCメン
バーはもとより、JC外の方との意見調
整や実業等において活かせる大切なメ
ソッドを習得してもらう。

④友情、修練をテーマとしたグループワーク
３～５名程度のチームを構成し、当日学
んだJC内で必要な知識を制限時間内に
チームで考え、唱和、達成していく。そ
の結果、楽しみながら、JC内で必要な
知識を自然に習得出来ると共に、チーム
での達成を通じ、メンバー間の友情を深
めてもらう。

⑥振り返り
グループ内で気付いた事や感じた事を話
し合い、より深いものにする。

（※１）ハートビーイング
良好な関係を築くためにどのように関
わったら良いのかを理解するためのワー
ク

（※２）身につけたい７つの習慣
耳を傾ける、励ます、尊敬する、受け入
れる、違いを交渉する、信頼する、支援
する

●スケジュール：当日スケジュール
内　容 時　間 担　当 備　考

１ 開場 18：00 準備、設営
２ 開会挨拶 18：30 小野副理事長
３ 当日内容の

説明 18：35 坂本委員長

４ セレモニー
内容について 約10分 工藤担当幹事 内容詳細上記

①
５ ウォーミング

アップ 約40分 講師
工藤副委員長

内容詳細上記
②

６
コミュニケー
ションについ
て（座学）

内容詳細上記
③

７ テーマによる
グループワーク

内容詳細上記
④

８ 振り返り及び
反省

内容詳細上記
⑤

９ 閉会挨拶 20：20 工藤担当幹事
10 閉会 20：30 後片付け、

撤去

懇親会　東家
実施前スケジュール

２月～２月中旬
研修内容等精査、年間の研
修の流れの調整など
実施計画書上程

３月～ 実施に向けて精査
３月下旬 実施計画書審議
３月下旬 メンバーへ案内発送
４月19日 実施
４月～ 今回の研修内容の反省及び

次回研修内容の精査
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●事業目的の実現と成果：
今年度最初の実施であったが、JC入会２
年未満のメンバーに対して、有意義な時間
を提供出来たと考えられる。例会などで必
ず行なわれるセレモニーについての意味や
練習、３信条の『友情』、『修練』を多角的
に学んで頂いたことにより、これからの
JC運動や経済人としての個々の活動に少
なからず役立つ研修であったと考えられ
る。

●次回への引継事項：
◆入会２年未満メンバー対象であるが、そ

れ以外のメンバーも参加出来るようにし
ていく。

◆参加者が少なかった場合の対応を考える
こと。

◆開会時間、閉会時間の精査が必要であ
る。

◆JC以外の仕事関係の事や社会的マナー
などを教えても良いと思う。

●委員長所見：当日は参加者も多く、参加したメンバー全
てが何かを得ようという姿勢が見られたの
で、今年度１回目の研修としては成功だっ
たと思う。１回目のテーマであった『友
情』、『修練』は私が思うにJC運動はおろ
かこれからの人生において非常に重要な内
容なので、是非この研修で学んだ内容をこ
れからも生かしてもらいたいと思う。

●決　　算：¥5,810

●委員会名：会員開発委員会
●事 業 名：新人研修（７月研修）
●意義・目的：JC入会間もないメンバーに対して、弘前

JCの歴史、知識を深める研修事業をおこ
なう。
事業を行う上で必要不可欠な『奉仕・友情・
修練』の精神を学び、JC入会によって地
域に貢献する経済人としての成長を続け、
将来のJCの事業発展・拡大を目指すもの
とする。

●実施日時：平成25年７月10日（水）
 18時30分～20時28分
●実施場所・会場：弘前市総合学習センター　視聴覚室
●対 象 者：入会２年未満メンバー及びメンバー他
●参加人員：

研修参加人員（計13名）
入会２年以上

メンバー ０名
不参加

入会２年未満
メンバー ９名

大井　康敬 鈴木　大樹 相馬　春香

櫛引　英揮 川嶋　貴裕 前田　完治
石澤　美幸 三浦　博美 中里　元哉

オブザーバー ０名
不参加

会員開発 計４名
小野　貴志 工藤　順敬 坂本　貢
工藤　博政
懇親会参加
（計10名）
大井　康敬 相馬　春香 櫛引　英揮
前田　完治 石澤　美幸 中里　元哉
小野　貴志 工藤　順敬 工藤　博政
大湯　幸世

●外部協力者：無し
●方法手段：２回目テーマ　修練

修練をテーマに今後のJC運動や個人の事
業でも訪れるであろう困難な場面に直面し
た時を想定し、その際のセルフコントロー
ルを学ぶ。また、チームや組織で課題を乗
り越える際に起こりうる事象に対するあり
方やポイントを習得し、今後の活動に活か
せるようにしていく。
①セレモニー内容について

テーブル毎に反復練習及び復習を行う。
また、例会・事業の意義等を伝え参加を
促す。

②ウォーミングアップ
自己紹介等適宜状況にあわせてウォーミ
ングアップを行う。

③前回の復習（座学）
１回目で行った内容の復習を行い、今回
から参加するメンバーとの情報共有を図
る。

④修練をテーマとしたグループワーク
３～５名程度のチームを構成し、目標達
成に向けた際に起こりうる困難な状況に
直面した際にどう困難を乗り越えていく
かをチーム及び個人単位で学ぶ。

⑤振り返り
当日の内容の振り返り及び反省を行な
う。

●スケジュール：
当日スケジュール

内　容 時　間 担　当 備　考
１ 開場 18：00 準備、設営
２ 開会挨拶 18：30 小野副理事長
３ 当日内容の

説明 18：35 工藤担当幹事

４
セレモニー
内容について

（復習）
約10分 工藤担当幹事 内容詳細上記

①

５ ウォーミング
アップ 約40分 講師

工藤副委員長
内容詳細上記
②

６ 前回の復習
（座学）

内容詳細上記
③
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７ テーマによる
グループワーク

内容詳細上記
④

８ 振り返り及び
反省

内容詳細上記
⑤

９ 閉会挨拶 20：20 小野副理事長
10 閉会 20：30 後片付け、

撤去

懇親会　かだれ横丁
実施前スケジュール

５月～５月中旬
研修内容等精査、年間の研
修の流れの調整など
実施計画書上程

６月～ 実施に向けて精査
６月下旬 実施計画書審議
６月下旬 メンバーへ案内発送
７月10日 実施
７月～ 今回の研修内容の反省及び

次回研修内容の精査

●事業目的の実現と成果：
今年度２回目の実施であったが、JC入会
２年未満のメンバーに対して、有意義な時
間を提供出来たと考えられる。例会などで
必ず行なわれるセレモニーについての意味
や練習、３信条の『修練』を様々な角度か
ら学んで頂いたことにより、これからの
JC活動や経済人としての個々の活動に少
なからず役立つ研修であったと考えられ
る。

●次回への引継事項：
◆入会２年未満メンバー対象であるが、そ

れ以外のメンバーも参加出来るようにし
ていく。

◆参加者が少なかった場合の対応を考える
こと。

◆開会時間、閉会時間の精査が必要であ
る。

◆JC以外の仕事関係の事や社会的マナー
などを教えても良いと思う。

◆２回目から初参加したメンバーへの対応
が必要。

◆研修から懇親会という流れになるが、懇
親会も新人メンバー同士の交流、現役メ
ンバーと新人メンバーとの交流の場とな
るので、参加してもらえるようにする。

●委員長所見：当日は前回同様、参加者も多く、参加した
メンバー全てが今回はどんなことを学べる
のか、何が得られるのかという姿勢が感じ
られた非常に良い研修だったと思う。今回
のテーマである『修練』を内容に盛り込ん
だワークでは、真剣且つ真面目な表情で修
練に立ち向かう姿勢が見られ、成功する、
失敗するに関わらず今後何かしらの困難な
場面に遭遇した時の対処法や考え方を学べ
たことはこれからの自らの成長に大いに役

立ったのではないかと思う。時間が経過す
るのが非常に早い研修だった。

●決　　算：6,960

●委員会名：会員開発委員会
●事 業 名：新人研修（10月研修）
●意義・目的：JC入会間もないメンバーに対して、弘前

JCの歴史、知識を深める研修事業をおこ
なう。
事業を行う上で必要不可欠な『奉仕・友情・
修練』の精神を学び、JC入会によって地
域に貢献する経済人としての成長を続け、
将来のJCの事業発展・拡大を目指すもの
とする。

●実施日時：平成25年10月７日（月）
 19時00分～20時55分
●実施場所・会場：弘前市文化センター　第２会議室
●対 象 者：入会２年未満メンバー及びメンバー他
●参加人員：

研修参加人員（計13名）
入会２年以上

メンバー ０名
不参加

入会２年未満
メンバー ９名

櫛引　英揮 川嶋　貴裕 山形　昌弘
齋藤　拓靖 石澤　美幸 三浦　博美
中里　元哉 田中　真人 成田　志穂

オブザーバー １名
成田博之

（ソニー生命）
会員開発計 ３名
小野　貴志 工藤　順敬 工藤　博政
懇親会参加
（計10名）
櫛引　英揮 川嶋　貴裕 山形　昌弘
齋藤　拓靖 石澤　美幸 三浦　博美
田中　真人
小野　貴志 工藤　順敬 工藤　博政

●外部協力者：無し
●方法手段：３回目テーマ　奉仕（まとめとして友情、

修練も含む）
奉仕をメインテーマとし、前回、前々回の
テーマであった友情、修練を含めた内容を
総合的（まとめとして）に学び、自己の様々
な部分での成長や、弘前JC人としてのを
成長を促す。
①セレモニー内容について

実際の例会等を想定し、前に出てもらい
JCIクリードやJC宣言の朗読練習を行な
う。
東北JC宣言の件についても学習する。

②ウォーミングアップ
自己紹介等適宜状況にあわせてウォーミ
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ングアップを行う。
③前回、前々回の復習（座学）

１回目、２回目で行った内容の復習を行
い、今回から参加するメンバーとの情報
共有を図る。
奉仕をテーマとしたグループワーク（ま
とめとして友情、修練も含む）
３～５名のチームを作り、目標達成に向
けたグループワークを行う。チームに対
しての奉仕が必要となり、且つ自己の修
練ともなり、且つチームワーク（友情）が
なければ達成不可能なグループワークを
ゲーム形式で行なう。

④振り返り（まとめ）
今回行なった内容、年間を通して行なっ
た内容を振り返り、総括する。

●スケジュール：当日スケジュール
内　容 時　間 担　当 備　考

１ 開場 18：30 準備、設営
２ 開会挨拶 19：00 工藤担当幹事
３ 当日内容の

説明 19：05 工藤担当幹事

４
セレモニー
内容について

（復習）
約10分 工藤担当幹事 内容詳細上記

①

５ ウォーミング
アップ

約40分
講師 工藤副委員長 内容詳細上記

②
６ 前回、前々回

の復習（座学）
内容詳細上記
③

７ テーマによる
グループワーク

内容詳細上記
④

８ 振り返り及び
反省

内容詳細上記
⑤

９ 閉会挨拶 20：50 小野副理事長
10 閉会 21：00 後片付け、

撤去

懇親会　よしじん
実施前スケジュール 

７月～７月中旬
研修内容等精査、年間の研
修の流れの調整など
実施計画書上程
実施に向けて精査

８月～ 日程精査
実施に向けて更なる精査

９月下旬 実施計画書審議
９月下旬 メンバーへ案内発送
10月７日 実施
10月～ 今回の研修内容の反省及び

報告書作成

●事業目的の実現と成果：
今年度最後の実施であったが、JC入会２
年未満のメンバーに対して、有意義な時間
を提供出来たと考えられる。例会などで必
ず行なわれるセレモニーについての個人練
習や、『奉仕』をメインとした３信条を総
合的に学んで頂いたことにより、これから
のJC運動や経済人としての個々の活動に

少なからず役立つ研修であったと考えられ
る。

●次回への引継事項：
◆入会２年未満メンバー対象であるが、そ

れ以外のメンバーも参加出来るようにし
ていく。

◆参加者が少なかった場合の対応を考える
こと。

◆開会時間、閉会時間の精査が必要であ
る。

◆JC以外の仕事関係の事や社会的マナー
などを教えても良いと思う。

◆２回目から初参加したメンバーへの対応
が必要。

◆研修から懇親会という流れになるが、懇
親会も新人メンバー同士の交流、現役メ
ンバーと新人メンバーとの交流の場とな
るので、参加してもらえるようにする。

◆全てがJC的な内容の研修であれば厳し
いがそうでなければオブザーバーは参加
して楽しめると思う。

◆OBや歴代理事長が新人研修で講師とし
て参加出来る場面があってもよい。

●委員長所見：今年度の新人研修は年間を通して楽しく学
べるというイメージが強かった。どれもこ
れも今後の自らを成長させる為に非常に役
立つ内容で、社会人としてJAYCEEとし
て様々な場面に遭遇、直面した際にどう行
動し、どう対処すれば良いかなどのヒント
やきっかけを楽しみながら習得出来る内容
であった。次年度も今年度の新人研修を糧
にして素晴らしい研修を行なってもらいた
い。

●決　　算：¥10,660

●委員会名：会員開発委員会
●事 業 名：100人LOMへの道
●意義・目的：弘前青年会議所は現在会員の減少の一途に

ある。事業を行う上で最も必要な人材の確
保が急務である。地域に必要とされる力強
い団体を目指して、同志を募り、100人
LOMとしての礎を築く。
2013年は51名でのスタートとなり、弘前青
年会議所として会員拡大の急用性は周知の
事実である。近年においては会員拡大の必
要性が叫ばれながら、卒業生も多数出る
等、大きな会員増加が結果として出ていな
いのが現状である。
組織の活性化とは、事業もさることなが
ら、新しい人材が入ってくる事が、組織を
活性させていく重要な要素であると思われ
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る中で、従来の会員開発担当委員会だけの
活動ではなく、会議所全体の問題として意
識改革や仕組みづくりが急務であり、情報
及び問題意識の統一を図り、より効率的、
永続的な会員拡大活動の実施を目的とす
る。

●実施日時：適時
●実施場所・会場：適宜
●対 象 者：適宜
●参加人員：メンバー、その他
●外部協力者：花巻JCOB　伊藤泰尚先輩
●方法手段：①全メンバー及び理事者でのミーティング

の実施
ミーティング
・会員拡大ミーティングを定期的に行なう
（月１回程度）

・会員リストの共有、現状の問題点やアプ
ローチ方法などの検討をメンバー全員で
行なう

・委員会の垣根を越えて各々の会員拡大の
意識を向上させる

・新加入会員の報告を随時例会等で行なう
※ミーティングは各委員会より最低１名の

参加を義務付ける
※ミーティングの進行、段取りは会員開発

委員会で行なう
ミーティング前後
・メーリングリストやメールなどで情報の

共有化を全メンバーで行なう
・情報を各委員会に待ち帰ってもらい、委

員会内でも協議してもらう
・総会や例会でも情報の共有を行なう
②特別会員及びOBへのPR（ソフトボール
大会、ビアパーティ等にて）
③例会等でのPR
④広報誌あおいりんごへの会員拡大情報を
掲載
⑤PRチラシを活用する（年頭広報、会員広
報等）

●スケジュール：
１月 新年祝賀会にて会員拡大の呼
  びかけ
  ホテルニューキャッスル
２月４日 会員拡大全体ミーティング
  （１回目）
  土手町コミュニティパーク
２月13日 会員拡大全体ミーティング
  （２回目）※伊藤先輩参加
  土手町コミュニティパーク
３月８日 伊藤先輩による例会での会員
  拡大の呼びかけ
  ホテルニューキャッスル

３月15日 会員拡大全体ミーティング
  （３回目）　学習センター
４月14日 第１回OB対抗ソフトボール
  大会にて会員拡大の呼びかけ
４月15日 会員拡大全体ミーティング
  （４回目）　事務局
５月17日 会員拡大全体ミーティング
  （５回目）　東家
６月10日 会員拡大全体ミーティング
  （６回目）※伊藤先輩参加
  事務局
７月19日 会員拡大全体ミーティング
  （７回目）　事務局
７月24日 第２回OB対抗ソフトボール
  大会にて会員拡大の呼びかけ
７月31日 日本JC拡大褒賞締切
８月９日 ビアパーティにて会員拡大の
  呼びかけ
10月４日 日本JC拡大褒賞表彰（奈良）
12月 次年度への引継ぎ
随時 例会での会員拡大呼びかけ

●事業目的の実現と成果：
会員拡大目標を30人と掲げて動いたが、結
果は23人の入会であり、目標の30人には届
かなかったものの、100人のLOMを目指す
という目的の礎を今年度は築けた。
また、会員減少の危機感を全体ミーティン
グなどを通してメンバーに促したことによ
り、例年にないような率先した会員拡大運
動をLOM全体で展開することが出来た。
これも各個人の拡大への意識が少なからず
変わった証拠と考えられる。

●次回への引継事項：
◆次年度も１人が１人入会の動きをとった

方が効率的だと思う。
◆卒業生にも１人１名の入会を促した方が

よい。
◆今年度入会にあたりメールでの審議が何

度かあった。入会に関しての審議のルー
ルやオブザーブのルールなどをしっかり
定めた方が良い。

◆毎月定期的にとは言わないが、次年度も
今年度同様拡大ミーティングを行なった
方が良い。

◆次年度は日本JC褒賞のゴールデンゴン
グ獲得を狙ってほしい。

◆引継ぎは資料の受け渡しのみでなく、今
年度、次年度で情報共有の場（委員会）な
どを設けたほうが良い。

●委員長所見：毎年非常に苦戦を強いられる会員拡大とい
うことでどうなることかと心配してました
が、沢山の協力もあり何とか23人入会とい
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う結果を残すことが出来ました。担当委員
会のみでの動きだとここまでの入会数には
ならなかったと思うので、やはりメンバー
全員で効率的な動き、情報の共有を行ない
ながら取り組む大切さを感じました。

●決　　算：¥15,935

●委員会名：総務渉外委員会
●事 業 名：アテンダンスポイント事業
●意義・目的：参加率を数値化する事により、個々のJC

運動への参加状況が把握できる。また、高
ポイント者を表彰する事で出席率が向上
し、JC運動を活発にするための要素とな
る。

●実施日時：2013年１月１日－12月31日
●実施場所・会場：無し
●対 象 者：公益社団法人弘前青年会議所　正会員
●参加人員：対象者に同じ
●外部協力者：なし
●方法手段：

・アテンダンスポイント報告書フォーマット
を作成し、各委員会へ配布

・各月毎に委員会にて各人のアテンダンスポ
イントを集計し、報告書を事務局へ提出

・原則として年３回、各委員会・入会同期・
同年代の集計を表にして、途中経過を報告
し、理事者以外の年間高ポイント獲得者を
称賛する

・低ポイント者を各委員会に通知し、各委員
会及び同世代・同期メンバーにて出席を促
す

・低ポイント者への出席を促すご案内をする
のに最適なメンバーを理事会にてご提案し
ていただき、そのメンバーと共に低ポイン
ト者へのアプローチを図る。

・渉外事業の案内文に獲得ポイントを掲載す
る。

・例会や事業等の雰囲気を伝えるために、総
務渉外ニュースを不定期にメール配信す
る。

2013年度 表彰者 
１位 ２位 ３位

全体 葛西豊喜 吉川裕之 須藤立也
LOM 吉川裕之 須藤立也 葛西豊喜
新人 齋藤拓靖

賞品（USB）￥2000相当 ￥1000相当 ￥750相当

●スケジュール：
2012年12月：アテンダンスポイント報告書
を各員会に配布
2012年12月：アテンダンスポイント告知文
を全メンバーに発送

2013年４月：第１次途中経過報告（全メン
バーにメール配信）
2013年６月：低ポイント者の通知
2013年７月：第２次途中経過報告（全メン
バーにメール配信）
2013年９月：低ポイント者の通知
2013年10月：第３次途中経過報告（全メン
バーにメール配信）
2014年２月：2014年度通常総会にて高ポイ
ント者の称賛
毎月：各委員会からの報告書の集計

●事業目的の実現と成果：
アテンダンスの告知文を作成した事によ
り、メンバーズリスト以外での周知を行う
事ができた。
渉外の告知文にアテンダンスポイントを記
載したことにより、アテンダンスポイント
を意識し、出席するメンバーもいたので、
出席率の向上につながったと思う。上記の
スケジュール通りに集計・報告ができな
かった。報告や新人への告知ができていれ
ば成果がもっと上がっていたと思う。

●次回への引継事項：
委員長は忙しく報告が滞りがちなので、各
員会ごとの集計者（副委員長など）を報告者
に決めてもらい、その集計者とやり取りし
た方が良い。報告が溜まらないうちに毎月
電話などで集計報告を各委員会に促した方
が良い。
アテンダンスポイントのPRを告知文など
で知らせているつもりでも、入ったばかり
の新人や、出席率が低い人ほど知らないと
いう状況があった。年初だけでなく、絶え
ず告知をする事も必要である。

●委員長所見：他の事業を優先してしまい、後回しにして
いる内に溜まってしまいました。溜まって
しまうと報告も億劫になると思うので、促
すことも大切だと、今になって痛感しまし
た。ご迷惑をおかけした委員長をはじめと
する理事者の方にお詫びと御礼申し上げま
す。

●決　　算：¥9,975

総会報告
●委員会名：総務渉外委員会
●事 業 名：公益社団法人　弘前青年会議所
 第87回通常総会
●意義・目的：定款及び諸規定に準じ、本会目的達成に向

けた多くの議案を適正かつ慎重審議が行わ
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れるための運営を心掛け、様々な意見・考
え方を出し合い議論を重ね、よりよい地域
の未来を創生するための土台を創り出す場
とする。また、各種会議においてスムーズ
な運営を行い、通常総会・臨時総会では会
員の総意に基づいた事業の実施へ導く。

●実施日時：2012年２月12日（火）　19：00～21：00
●実施場所・会場：
 土手町コミュニティパーク　コミュニケー

ションプラザ　多目的室Aエリア
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：出席者37名
 （正会員55名中34名出席　OB３名出席）
 有効委任状15通
 （欠席者21名中有効委任状15通）
●外部協力者：なし
●方法手段：委員会内にて役割分担、その他確認

審議事項
第１号議案

2012年度公益社団法人弘前青年会議所　
事業報告書（案）承認に関する件

　　　満場一致可決承認
第２号議案

2012年度公益社団法人弘前青年会議所　
決算書（案）承認に関する件

　　　満場一致可決承認
第３号議案

2013年度公益社団法人弘前青年会議所　
正味財産増減１次修正予算書（案）承認に
関する件

　　　満場一致可決承認
第４号議案

公益社団法人弘前青年会議所　定款変更
（案）承認に関する件

　　　満場一致可決承認
第５号議案　その他（削除）

●スケジュール：
〈通常総会当日〉

18：00　会場入り
18：30　会場リハーサル等（会場設営、
　　　　司会、音響、受付等）
19：00　第87回通常総会開会（司会、議
　　　　事録作成等）
21：00　第87回通常総会閉会

●事業目的の実現と成果：
慎重審議に努め、通常総会を滞りなく運営
する事ができた。

●次回への引継事項：
年度が変わって最初の総会という事もあ
り、できるものから準備を始めればよかっ
たと思う。また、当日の備品リストを作っ
ておくとよい。受付には蛍光ペンを用意

し、総会出席者と委任状のカウントを素早
くできるよう、人数配分や方法に工夫が必
要だった。

●委員長所見：総会を運営してみて、総会について改めて
勉強する機会となった。定款・諸規定とか
かわりが深い内容なので、今後も知識を養
い、スムーズな運営を心がけていきたい。

●決　　算：¥11,000

●委員会名：総務渉外委員会
●事 業 名：公益社団法人　弘前青年会議所
 第１回臨時総会
●意義・目的：定款及び諸規定に準じ、本会目的達成に向

けた多くの議案を適正かつ慎重審議が行わ
れるための運営を心掛け、様々な意見・考
え方を出し合い議論を重ね、よりよい地域
の未来を創生するための土台を創り出す場
とする。また、各種会議においてスムーズ
な運営を行い、通常総会・臨時総会では会
員の総意に基づいた事業の実施へ導く。

●実施日時：2013年５月９日（木）　18：30　～
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル　松の間
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：出席者30名（正会員64名中30名出席）
 有効委任状24通
 （欠席者34名中有効委任状24通）
●外部協力者：なし
●方法手段：委員会内にて役割分担、その他確認

審議事項
第１号議案
　特別委員会設置（案）承認に関する件
　　　満場一致可決承認
第２号議案　その他（削除）

●スケジュール：
〈通常総会当日〉

17：30　会場入り
18：00　会場リハーサル等 （会場設営、
　　　　司会、音響、受付等）
18：30　第１回臨時総会開会 （司会、議
　　　　事録作成等）
19：00　第１回臨時総会閉会

●事業目的の実現と成果：
慎重審議に努め、会員の総意に基づく臨時
総会を運営する事ができた。

●次回への引継事項：
通常総会以上に時間が限られているので、
よりテンポよく進める事を意識する。時間
の限られた臨時総会でも流れを割愛するこ
となく、時間内に慎重審議を行えるよう、
例会担当委員会と綿密な打ち合わせが必
要。
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●委員長所見：
年度が変わって初めての臨時総会で、とこ
ろどころスムーズに運営できない場面が
あった。このような限られた時間の臨時総
会では段取りを専務と直前に再確認するな
ど、綿密な打ち合わせを行いたいと思う。

●決　　算：¥0

●委員会名：総務渉外委員会
●事 業 名：公益社団法人　弘前青年会議所
 第88回通常総会
●意義・目的：定款及び諸規定に準じ、本会目的達成に向

けた多くの議案を適正かつ慎重審議が行わ
れるための運営を心掛け、様々な意見・考
え方を出し合い議論を重ね、よりよい地域
の未来を創生するための土台を創り出す場
とする。また、各種会議においてスムーズ
な運営を行い、通常総会・臨時総会では会
員の総意に基づいた事業の実施へ導く。

●実施日時：2013年８月９日（金）　18：30～19：35
●実施場所・会場：
 土手町コミュニティパーク　A館コミュニ

ケーションプラザ　多目的ホールBエリア
●対 象 者：JCメンバー及びOB、オブザーバー
●参加人員：出席者39名
 （正会員72名中32名出席　OB６名出席　オ

ブザーバー１名）
 有効委任状28通
 （欠席者40名中有効委任状28通）
●外部協力者：なし
●方法手段：委員会内にて役割分担、その他確認

審議事項
第１号議案

公益社団法人弘前青年会議所　2014年度
理事長候補者選任（案）承認に関する件

　　　拍手多数にて可決承認
第２号議案　その他（削除）

●スケジュール：
〈通常総会当日〉

17：00　会場入り、会場設営開始
17：45　会場リハーサル等 （進行打合せ、
　　　　司会・音響リハーサル、受付準
　　　　備等）
18：30　第87回通常総会開会 （司会、議
　　　　事録作成等）
19：35　第87回通常総会閉会
19：50　OB現役交流ビアパーティ開始
21：05　OB現役交流ビアパーティ終了

●事業目的の実現と成果：
慎重審議に努め、通常総会を滞りなく運営
する事ができた。

●次回への引継事項：
OBへの交流会案内の兼ね合いもあるので、
交流会の場所は早めに抑えたほうが良い。

（６月上旬など）
OBをお待たせしないよう、スケジュール
に則った運営が求められる。

●委員長所見：諸事情により、今回も欠席となってしまい、
委員長として申し訳なく思います。また、
ご協力いただいたメンバーに心より感謝申
し上げます。

●決　　算：¥22,600

●委員会名：総務渉外委員会
●事 業 名：公益社団法人　弘前青年会議所　第２回臨

時総会
●意義・目的：定款及び諸規定に準じ、本会目的達成に向

けた多くの議案を適正かつ慎重審議が行わ
れるための運営を心掛け、様々な意見・考
え方を出し合い議論を重ね、よりよい地域
の未来を創生するための土台を創り出す場
とする。また、各種会議においてスムーズ
な運営を行い、通常総会・臨時総会では会
員の総意に基づいた事業の実施へ導く。

●実施日時：2013年９月６日（木）　18：00　～ 18:50
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル
●対 象 者：JCメンバー及びオブザーバー
●参加人員：出席者31名（正会員73名中31名出席）
 有効委任状26通
 （欠席者42名中有効委任状26通）
●外部協力者：なし
●方法手段：委員会内にて役割分担、その他確認

審議事項
第１号議案

公益社団法人弘前青年会議所 定款変更
（案）承認に関する件

　　　満場一致可決承認
第２号議案

公益社団法人弘前青年会議所 2014年度
役員候補者選任（案）承認に関する件

　　　満場一致可決承認
第３号議案　その他（削除）

●スケジュール：
〈通常総会当日〉

16：30　会場入り
17：00　会場リハーサル等 （会場設営、
　　　　司会、音響、受付等）
18：00　第２回臨時総会開会 （司会、議
　　　　事録作成等）
18：50　第２回臨時総会閉会

●事業目的の実現と成果：
慎重審議に努め、未来を創生する土台とな



136

る場として運営する事ができた。
●次回への引継事項：

時間を早めて開催する場合は、出席の場合
でも委任状をいただく事を再徹底したほう
が良い。臨時総会という性質上、周知がぎ
りぎりとなるので、いつも以上に出席率向
上と委任状の取得を地道に行う事が求めら
れる。

●委員長所見：諸事情により出席ができなかったことを、
委員長としてお詫び申し上げます。また、
ご協力くださった方に感謝申し上げます。

●決　　算：¥0

●委員会名：総務渉外委員会
●事 業 名：公益社団法人　弘前青年会議所
 第89回通常総会
●意義・目的：定款及び諸規定に準じ、本会目的達成に向

けた多くの議案を適正かつ慎重審議が行わ
れるための運営を心掛け、様々な意見・考
え方を出し合い議論を重ね、よりよい地域
の未来を創生するための土台を創り出す場
とする。また、各種会議においてスムーズ
な運営を行い、通常総会・臨時総会では会
員の総意に基づいた事業の実施へ導く。

●実施日時：2013年12月６日（金）　19：00～20：00
●実施場所・会場：ホテルニューキャッスル
●対 象 者：JCメンバー
●参加人員：出席者26名（正会員74名中48名出席　オブ

ザーバーなし）
 有効委任状29通
 （欠席者48名中有効委任状29通）
●外部協力者：なし
●方法手段：委員会内にて役割分担、その他確認

審議事項
第１号議案

公益社団法人弘前青年会議所　定款変更
（案）承認に関する件

第２号議案
2014年度公益社団法人弘前青年会議所　
事業計画書（案）承認に関する件

第３号議案
2014年度公益社団法人弘前青年会議所　
正味財産増減計算書（案）承認に関する件

第４号議案　その他（削除）
●スケジュール：

〈通常総会当日〉
18：00　会場入り、会場設営開始
18：30　会場リハーサル等（進行打合せ、
　　　　司会・音響リハーサル、受付準備等）
19：00　第87回通常総会開会
　　　　（司会、議事録作成等）

20：00　第87回通常総会閉会
20：30　懇親会開始

●事業目的の実現と成果：
慎重審議に努め、通常総会を滞りなく運営
する事ができた。会員の総意に基づくため
には、出席率を上げる事はもちろんだが、
委任状の収集は必須である。

●次回への引継事項：
年度最後の通常総会となるので、出席者を
多く集められるように早め早めの働きかけ
をするとよい。次年度との調整を綿密に行
う事が早めの議題確定など、スムーズな準
備につながる。
卒業式と通常総会と共に参加していただく
必要があるので、日程調整を担当委員会と
行い、両日ともに参加しやすい日程を設定
するとよい。日程調整に当たり、事前配信

（７日前）、発送日、締切日、それぞれを考
慮して設定する必要がある。

●委員長所見：総会を運営する事を通して、定款をくまな
く読み、弘前青年会議所がどのように運営
されているかを学ぶことができました。総
会の運営も滞りなく行えるまで１年かかっ
てしまい、やっと慣れてきた頃に次年度へ
のバトンを渡す時期となりました。この経
験を次年度に繋ぎ、一メンバーとして協力
していきたいと思います。皆さんの協力を
以て、無事に終える事が出来ました。あり
がとうございました。

●決　　算：¥11,550
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公益社団法人弘前青年会議所
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1) 管理費の事業費配賦基準管理表
会計区分 従事割合 会計区分 使用割合

給料手当 公益目的事業会計 光熱水料費 公益目的事業会計
収益事業等会計 収益事業等会計

法人会計 法人会計

会計区分 従事割合 会計区分 使用割合
退職給付費用 公益目的事業会計 賃借料 公益目的事業会計

収益事業等会計 収益事業等会計
法人会計 法人会計

会計区分 従事割合 会計区分 使用割合
福利厚生費 公益目的事業会計 賃借料 公益目的事業会計

収益事業等会計 収益事業等会計
法人会計 法人会計

会計区分 使用割合 会計区分 使用割合
会議費 公益目的事業会計 雑費 公益目的事業会計

収益事業等会計 収益事業等会計
法人会計 法人会計

会計区分 使用割合 会計区分 使用割合
通信運搬費 公益目的事業会計 修繕費 公益目的事業会計

収益事業等会計 収益事業等会計
法人会計 法人会計

会計区分 使用割合 会計区分 使用割合
消耗品費 公益目的事業会計 燃料費 公益目的事業会計

収益事業等会計 収益事業等会計
法人会計 法人会計

会計区分 使用割合 会計区分 使用割合
印刷製本費 公益目的事業会計 受取会費 公益目的事業会計

収益事業等会計 収益事業等会計
法人会計 法人会計

2) 2013年度　公益事業比率

公益社団法人弘前青年会議所2013年度正味財産増減計算書に関する注記 1)～4)

公益目的事業の実施に係る費用

公益目的事業の実施に係る費用+収益事業等に係る費用+公益法人運営経常費用
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≪注意事項≫

給料手当

退職給付費用

アルバイト等の人件費

退職時の給付費用

3) 公益社団法人弘前青年会議所　2013年度　会計科目表

福利厚生費

会議費

旅費交通費

人件費に付随する福利厚生費

事業に関わる会議費用

公共機関等による移動費   宿泊費   借り上げ車両費・運転手等の経費   ※自家用車による移動は燃料費・損料共に認められない

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

郵送料・送料・電話料・インターネット回線使用料

使用後に備品として残るもの、若しくは1物品 万円以上の消耗品      例）テント等は消耗什器備品費

1物品 万円未満の消耗品　　　　例）紙・ペン・ライター・ろうそく・テープ等

会員支給品費

修繕費

印刷製本費

会員に支給する物品等費

修繕に関わる費用

印刷にかかる経費        例）資料作成費・報告書作成費等

広報費

燃料費

光熱水料費

広告にかかる費用等　　例）広告看板・チラシ･ポスター等の制作費

車両・ストーブ・発電機等の動力に必要な燃料費等

電気・水道にかかる費用等

賃借料

保険料

諸謝金

会場・駐車場等の借賃　　　物品の借賃　　　リース物件の借賃

損害保険料・陪責保険料等

講師謝金・謝礼等但し、講師謝金に関連する源泉税等は講師謝金に含む

租税公課

渉外費

委託費

税金・印紙税等

渉外関係費       ※交際費など

外部に委託する業務費     ※委託とは、本来自分で行う業務を他人に任せること

記念品費

衛生費

雑費

本会では15万円を高額備品の基準としてそれ以上の金額の物品関しては、2社以上の相見積もりを徴収する。

記念物品購入費用

ゴミ処理、除雪等に関わる費用

振り込み手数料、その他

4)公益社団法人弘前青年会議所　2013年度　事業区分表

公益目的事業

公1：　地域発展に寄与する事業

政治・経済・社会及び文化等に関する調査研究を行い、または、地域経済の発展、地域住民生活の活性化を図り、住民が安心して生活できる地域をつくるための地域
発展に寄与する事業。

公2：　青少年の健全な育成に寄与する事業

指導力啓発の知識及び教養の習得と向上、並びに能力の開発親睦交流を促進する事業。

他2：　会員の拡大及び会員相互の情報の共有等に関する事業

会員の拡大を目的とし、新加入会員の研修を目的とする事業

教育、スポーツ等を通じて次世代を担う子ども達の健全なる心身の発達をはかると共に、豊かな人間性を育み国や地域を牽引する人材を育成する事業。

他1：　会員の資質向上及び親睦を図る事業

収益事業

公3：　東日本大震災の被災地の復興に寄与する事業

東日本大震災の被災地の一日も早い復興に寄与することを目的とし、東日本大震災の被災地が復興するまでの暫定的な事業。
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会　員　異　動

新加入会員

　　22名
　　阿　部　　　塁　　石　澤　美　幸　　大　井　康　敬　　大　藪　貴　雄　　川　島　貴　裕
　　櫛　引　英　揮　　久　保　良　太　　齋　藤　拓　靖　　笹　　　淳　志　　鈴　木　大　樹
　　須　藤　るり子　　相　馬　春　香　　田　中　寿　紀　　田　中　真　人　　中　里　元　哉
　　成　田　志　穂　　野　宮　誠　鏡　　原　田　　　裕　　福　島　英　一　　前　田　完　治
　　三　浦　博　美　　山　形　昌　弘

卒　業　生

　　８名
　　工　藤　博　政　　笹　森　聖　博　　杉　澤　廉　晴　　杉　田　文　華　　原　田　和　人
　　福　士　圭　介　　藤　田　あつ志　　安　田　伊佐武　　

退　会　者

　　５名
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2013年度　公益社団法人 弘前青年会議所
生 年 別 会 員 一 覧 表

生年 　　　　　　　　　　会　員　　氏　名� 計61名�

1974年 阿部　　塁　／　井上　信平　／　大中　正樹　／　工藤　幸正
（昭和49年） 齋藤　拓靖　／　田中　真人　／　野宮　誠鏡　／　三上　富裕

山崎　大介� �9名

1975年 相内　英之　／　小野　貴志　／　斉藤　勇太　／　佐藤　　譲
（昭和50年） 徳差　　学　／　長谷川武史　／　三宅　志保�� 7名

1976年 大井　康敬　／　太田　厚仁　／　小山内隆一　／　葛西　豊喜
（昭和51年） 鎌田　法丈　／　黒部　能史　／　笹　　淳志　／　鈴木　大樹

田澤　祐司　／　中里　元哉　／　中村　倫人　／　三浦　博美�� 12名

1977年 秋元　牧人　／　石澤　美幸　／　泉谷　貴崇　／　久保　良太
（昭和52年） 須藤るり子� �5名

1978年 川嶋　貴裕　／　工藤　康宏　／　清藤　洋介　／　原田　　裕�
（昭和53年） � 4名

1979年 櫛引　英揮　／　相馬　春香　／　中田　　諭　／　福井　啓之
（昭和54年） 福島　英一　／　前田　完治　／　山内　尚美�� 7名

1980年 大湯　幸世　／　尾崎　桂輔　／　工藤　順敬　／　須藤　立也
（昭和55年） 野宮　智之　／　福士　　蔵　／　三國　典央� �7名

1981年 秋元　駿一　／　木村　新俉
（昭和56年） �� 2名

1982年 成田　志穂　／　吉川　裕之
（昭和57年） � �2名

1983年 田中　寿紀　／　野村　太郎　／　山形　昌弘
（昭和58年） �� 3名

1984年 白石　将一　／　比内　理佑
（昭和59年） � �2名

1985年
（昭和60年） � 0名

1992年 大藪　貴雄
（平成4年） � 1名
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